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二 昭和61年

　

陽春号

昭和60年度の会活動をふり返ってー報告特集

第９回道腎協総会議案集

第９回総会ご案内
第9 11」|総会をド記のよう1，

開催いたします。

会員、ご家族の皆様か誘し

合せのうえご参加ドさい。

　　　　　

記

　　　

一日

　

時－

　　　

５月25日（日）

　　　

午前10時から

　　　

午後３時まで

　

一会

　

場一

北海道教育会館

ホテルユニオン

（７階人ホール）

《会

　

場

　

案

　

内

　

図》

⊂Ｅニコ［
●地下鉄東西線４｢西11丁目｣下車.徒歩5分
●タクシー吟札幌駅より7分
●市営バス吟｢中央区役所前｣徒歩1分
●市電南1条線吟｢中央区役所前｣下車．

　　　　　　　　

徒歩5分

〒060札幌市中央区南3条西12丁目

　

萱会館代表(011)5 6 1-8286

北海道腎臓病患者連絡協議会
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●
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アリコの ｢ＯＫ保険｣ 弱体者終身保険

今までの生命保険にご契約できない方のための新しい保険一今､アリコから登場。

透析患者のための保険が
－キャンペーン実施中

※透析導入となり全く生命保険に加入できない方に。

※加入してはいるが保険が切れるという方に。

※保障をもっと増やしたいという方に。

●40巌で保険金300万円にご契約の鳩合(55歳払済み)

事故死亡|

Nn''

r;11ｔ

liロ．

普通死亡1
｜引1 卵1川いりI出目降

●給付内容

I･】ｊヽ慮の卜故ヵ順侭の｢Q(klてり')似Iぴ川から1開川･.1内に叱亡された川配μ｣

は法･■iiii'i:病ｒ死亡された叫ａ．：白け'Ji'l^-Ji七せ,しします，

･.2･病気で忙亡さ1ぴご川ｙ

　

叫一卜既む,込保険りtir'i釦

　　　

･μ|一卜1闘りI'illV'ft.'fの剛％j

　

2年|卜一印jJ川弔j;険忿の■in%)

　　

同一.卜-:m力II凶お心衣いＵす

　

ｊ目|-1加り円収険ｔＱ･11･り

　　

は吽

φ朗一トト,･隋|にてて既払込fμりμ:|..已VI,険nitより糾･'≪,'■,･.m.ii､^^i>.

　

険tmi'iifiをおを払いします．

●保険料

工ふ川||丿|払い}です.l払込I'll川はlジ|一問です巾｣.険忿:朗|川||のl町rでＴ

●キャッシュバリュー(解約返戻金)

ＯＫ以険はｋ邨:丿ごなご契約になりま↑が,途中でむやめにな乙叫ｊ.キャ･４･ユ

バI心－ｉy幻1りt;t)かお七払いしまｔ

だａば. lO'l ilにおやめになｰ,たjりりぷ,刑川をお支乙いLit,

●会事務局にご連絡下されば､道内どこでもアリコ･ジャパンより､ご説明･契約

　

手続に参ります。

―

　　　　　　

世界を安心でネットする生命保険会社
ｉＣＯ :ｐリコsJtaJL

二J

　　　　　　　　　　　　　　　

アメリカン５･fフ･インシュアラこｊユカニJJKニー

〒060札帆市中央区南１条東２丁目大通バスセンタービル２号舘き(011)222-3271

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当日下部・小村

お問合せト北海道腎臓病患者連絡協議会事務局



　
　
　
　
　
　
　
　

●

人
生
8
0
年
時
代
の
社
会
保
障

医
療
費
抑
制
め
ざ
す

　
　

「
人
生
八
十
年
一
時
代
の
社
会
保
陥
制
度
の
あ

り
方
々
倹
討
し
て
い
た
厚
生
省
の
「
剛
齢
老
対
策

企
両
雛
淮
本
部
」
余
部
長
・
占
村
に
ぶ
紡
次
亨

は
八
日
、
最
終
報
占
を
ま
と
め
た
ご
千
一
毘
紀

の
木
格
的
な
長
々
吐
会
に
向
け
て
、
八
。
後
の
社
会

保
ｇ
政
策
を
方
㈹
づ
‐
る
も
の
で
、
び
齢
化
の
進

ほ
に
伴
っ
て
社
会
９
障
費
は
増
大
せ
ざ
る
を
り

ず
、
新
し
い
戸
Ｑ
の
組
み
方
と
し
て
社
会
保
§
特

別
会
計
の
剛
設
に
改
め
て
愚
欲
を
・
示
し
た
。
同
時

に
岡
の
重
出
は
極
力
抑
え
る
な
對
を
打
ち
だ
し
、

受
益
者
と
地
方
自
治
体
の
Ｑ
佃
増
や
民
活
の
咄
咄

導
入
な
ど
を
ぶ
め
た
μ
＼
■
的
に
は
昔
人
保
健
割

s
y
の
対
h
p
年
齢
を
引
き
下
げ
る
こ
と
や
旧
民
健
康

保
険
の
厦
心
を
市
町
村
か
ら
都
心
町
Ｍ
に
移
す
こ

と
な
ど
を
示
唆
し
て
い
る
。
報
告
は
政
府
が
初
更

に
も
ま
と
め
る
口
々
吐
会
対
策
大
綱
の
μ
礎
と
な

る

　

◇
持
別
会
計
報
I
j
-
t
*
ま
男
現
陀
か
ら
二
十

　

一
回
紀
初
頭
ま
で
の
川
川
を
「
収
洛
的
な
足
寿
吐

会
に
移
斤
す
る
過
渡
期
」
と
他
置
づ
け
、
こ
の
間

に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
牛
『
作
っ
て
お
く
べ
き

だ
と
の
七
え
を
強
叫
そ
の
た
め
に
は
吐
会
保
障

叫
飛
も
見
直
す
必
叫
が
あ
り
、
ｙ
生
４
-
の
胞
張
す

る
祐
全
保
呻
予
惇
を
一
幔
会
斗
か
ら
切
り
際
す

　

「
社
会
保
?
:
-
杵
別
会
計
構
男
を
検
討
す
べ
き
だ

と
改
め
て
訴
え
Ｉ
高
齢
者
対
策
の
基
本
昭
則
と

し
て
①
自
立
自
川
‐
肋
社
会
の
活
力
の
楸
持
③
地
域

に
お
け
る
保
健
、
福
≒
医
原
の
施
簾
の
体
系
化

恂
・
公
で
一
公
正
の
確
保
⑤
民
川
活
力
の
導
入
、
の

瓦
占
…
を
揚
げ
た

　

◇
国
保
改
革
只
休
簾
の
注
に
な
る
の
は
医
直

叙
の
抑
制
。
仄
や
費
の
伸
び
を
田
民
所
貼
の
伸
び

程
度
の
水
準
に
抑
え
る
と
と
も
に
、
制
度
に
よ
っ

て
ア
ン
バ
‥
ラ
ン
ス
か
あ
る
＆
哺
医
療
保
険
の
綸
-
1
7
.

と
>
-
r
川
を
公
が
于
る
た
め
、
只
十
年
代
後
半

の
で
き
る
だ
け
９
　
い
９
明
に
優
雌
副
度
の
一
元
叱

を
実
聚
す
る
」
と
目
吻
を
設
七
し
た

　

μ
休
的
に
は
、
浅
原
保
険
の
給
付
率
（
現
行
は

本
人
で
・
国
保
ヒ
刈
、
健
保
九
割
）
岑
・
原
川
八
割
程

c
V
で
統
一
し
、
叫
政
勾
の
弱
い
円
保
に
つ
ぃ
て
は

　

哨
と
地
方
公
共
団
ｔ
:
　
<
-
＾
}
３
＾
~
-
、
市
町
村
）

の
り
割
分
担
に
つ
ぃ
て
険
肘
を
商
め
、
改
革
を
図

る
」
と
の
表
現
で
、
現
行
の
市
町
村
迎
営
を
、
す

べ
て
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
祁
道
り
Ｍ
に
移
管
す

る
方
向
を
示
唆
し
た
。

　

◇
老
人
保
健
今
旧
会
に
改
正
竃
を
提
出
し
て

い
る
老
人
制
度
で
は
。
将
火
、
患
者
の
自
己
亀
担

籾
を
一
段
と
引
き
し
け
る
七
え
を
打
ち
だ
し
i
'
"

改
ぷ
ｙ
は
外
来
を
現
在
の
月
四
百
円
か
ら
月
千
円

に
ト
。
げ
る
こ
と
な
ど
で
ａ
担
割
合
を
き
人
医
療
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ

の
】
于
ヒ
ら
照
度
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
を
さ
ら
に
五
り
程
曖
の
線
ま
で
も
っ
て
い
’
ヽ
『

し
か
し
。
定
額
０
掲
方
式
は
唯
持
す
る
こ
と
に
し

て
い
ろ
。

　

五
十
八
年
の
制
度
発
ｗ
以
来
、
老
人
保
艇
制
哩

の
対
９
者
が
七
十
歳
以
Ｌ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
医
り
９
皿
川
度
の
一
元
化
が
実
現
し
た

汲
、
「
医
療
給
付
の
対
ｔ
一
な
る
年
喘
の
範
囲
を

ほ
心
す
こ
Ｉ
し
て
、
引
き
下
げ
そ
七
え
て
い
る
こ

と
を
I
I
?
し
べ

　

医
瞭
保
険
制
哩
の
一
元
化
に
当
た
っ
て
は
、
所

り
か
低
こ
保
険
料
を
負
担
で
き
な
い
人
を
対
象
に

　

「
陥
陛
医
療
別
席
反
称
Ｊ
の
川
股
を
ｔ
'
討
す

る
こ
と
も
一
ぶ
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
・
国
保
か
ら
吸

所
貼
乃
を
切
り
離
Ｉ
七
え
え
だ
。
同
時
に
、
紡
咳
、

精
呻
詞
な
ど
保
険
を
適
用
せ
ず
、
企
額
公
費
口
田

し
て
い
る
医
療
も
、
健
像
の
対
＆
･
と
す
る
こ
と
を

険
討
す
べ
き
べ
と
し
た
、

　

◇
在
宅
福
祉
高
齢
’
万
‥
に
対
す
る
保
健
、
医
療
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
公
費
Ｖ
.
-
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
恢
設
か
ら
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
屯
点
を

侈
す
方
針
を
打
ち
だ
し
芯
寝
た
き
り
老
人
が
日

帰
り
で
r
<
'
浴
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
全
国
に
当
面
三

千
万
力
所
『
人
口
ニ
ー
五
万
人
ご
と
、
あ
る
い
は

一
市
町
村
に
Ｉ
カ
所
ず
？
設
け
、
将
曜
は
一
万

ヵ
所
吊
』
校
区
に
Ｉ
カ
所
1
に
川
や
す
方
り

■
-
l
i
*
ｔ
:
を
短
明
川
．
預
か
る
シ
ョ
ー
ト
ー
ス
テ
ィ
の

吸
股
を
令
田
に
三
千
ヵ
所
り
㈲
す
る
ご
ご
た

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
デ

ｒ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
勁
設
利
用
型
は
回
片
料
費
削

当
分
、
シ
．
－
ト
ー
ス
テ
ィ
な
ど
緊
設
人
所
型
は

ｔ
活
復
唱
当
分
を
利
用
*
s
:
が
負
担
す
る
こ
と
と

し
、
こ
こ
で
も
受
益
者
負
細
の
昭
則
が
霞
か
れ
べ

　

陥
祉
の
分
野
で
民
間
が
窓
そ
振
興
す
ろ
た
め
．

税
制
卜
．
の
価
遇
肝
瞬
を
内
宕
と
し
た
民
間
活
力
導

人
の
法
案
を
険
お
す
る
こ
と
も
ａ
り
込
ん
だ
が
、

ｎ
休
順
に
は
触
れ
な
か
っ
た

透
析
点
数
二
年
連
続
ダ
ウ
ン

　
　

受
入
れ
体
制
さ
ら
に
不
安
に

　

ワ
生
竹
は
去
る
二
月
二
十
五
日
、
本
限
四
月
一

日
か
ら
χ
療
費
を
二
・
一
言
引
き
ト
げ
る
ｔ
を
中

医
m
申
宍
吐
会
保
険
χ
原
協
議
会
）
に
諮
川
し
、

中
医
協
は
向
二
十
八
日
に
諮
間
ど
お
り
の
実
咆
を

答
申
し
ま
し
た
。

　

二
の
中
で
人
工
腎
り
は
、
円
時
間
東
陶
の
嚇
ａ

両
に
つ
き
五
〇
点
二
占
は
十
円
｝
、
四
時
間

以
ｈ
の
沁
き
は
Ｉ
〇
〇
点
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
ｋ
り
、
昨
年
の
四
晴
川
を

区
切
り
と
す
る
透
析
点
数
の
隋
祖
み
が
定
司
し
た

ば
か
り
か
、
二
年
m
の
占
数
引
き
下
げ
と
な
り

ま
し
た
。
杢
米
、
χ
療
費
の
引
き
ド
げ
は
'

＝
J
!
Ｃ

３



に
と
っ
て
は
自
己
負
担
が
少
な
く
な
る
た
め
猷
迎

す
べ
き
こ
と
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
民
川
医

り
に
依
び
し
て
い
ろ
透
析
医
療
に
お
い
て
は
。
医

療
賤
凹
叫
の
滅
収
に
よ
る
<
!
n
理
化
な
ど
の
し
わ
よ

せ
が
そ
の
ま
ま
心
者
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
両
き
が

多
、
、
透
析
心
者
に
と
っ
て
さ
ら
に
不
安
の
材
料

が
川
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
五
十
三
年
の
は
じ
め
て
の
点
数
引
き
下
げ

以
優
、
八
。
回
で
円
回
目
の
引
き
下
げ
と
な
り
、
技

術
料
だ
け
そ
比
べ
て
も
摂
高
岡
の
二
瓦
ダ
ウ
ン

と
な
っ
て
お
り
、
材
料
織
も
含
め
る
と
大
幅
な
引

き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
'
　
'
i
ｒ
回
の
引
き
下
げ
に
よ

り
透
析
宿
設
の
新
川
設
は
さ
ら
に
難
し
く
な
り
、

依
然
と
し
て
六
、
七
千
人
ず
つ
川
え
続
け
る
透
析

小
一
昔
の
受
け
入
れ
体
制
は
ま
す
ま
す
困
羅
な
状
況

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
改
定
で
は
、
先
の
リ
生
竹
陳
悄
で
厚
生
竹

剛
が
全
粁
鵬
に
対
し
て
そ
の
導
入
を
示
唆
し
た

　

「
吽
数
払
い
」
V
l
'
　
＼
~
S
ｔ
３
:
の
皿
い
反
対
で
採
用

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
厚
生
竹
担
当
衿
は
引
き

統
ご
検
討
課
題
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。

夜
間
ヽ
食
事
加
算
は
ア
ッ
プ

　

ま
た
、
令
腎
協
が
炒
、
９
吼
し
て
い
た
夜
問
透

析
加
算
、
食
事
加
算
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ

〇
〇
点
、
一
〇
点
の
ア
″
プ
と
な
り
、
夜
間
卵
算

は
午
後
五
時
以
降
開
始
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
午

汲
几
時
以
降
に
終
ｒ
し
た
m
i
に
も
加
卵
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
串
一
昔
の
社
会
擬
・
帰
に
有
利
な
条
吽

が
で
き
ま
し
な
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
も
実
．
質
的

な
引
き
し
げ
と
な
り
、
腎
移
植
手
術
も
引
き
ｈ
げ

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
及
に
役
立
う
こ
と
に
な
り

ま
男
そ
の
ほ
か
'
　
Ｓ
:
移
哨
吸
の
拒
絶
反
応
を
抑

え
る
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
が
、
持
定
薬
剤
沿
療
管
理

料
の
対
９
と
な
り
、
完
の
保
険
適
用
に
つ
づ
い
て

い
っ
そ
う
利
用
し
や
す
い
条
作
が
つ
て
ら
れ
ま
し

べ

　
　

新
点
数
表
（
四
月
一
［
便
践
］

自
己
腹
膜
潅
流
指
潭
管
理
料

　

一
五
〇
〇
点
（
月
二
回
）

　
　
　
　
　
　
　

↓
三
〇
〇
〇
点
（
月
一
回
）

　
　

注
・
自
己
連
続
携
一
ｒ
式
服
沁
流
を
行
っ
て
い

　
　
　

る
小
家
‥
に
つ
い
て
簡
回
に
嶼
中
的
な
指

導
を
ほ
う
必
り
が
あ
る
励
ａ
に
は
、
同
一

月
の
二
回
目
以
降
は
一
月
に
二
回
を
限
曖

　
　
　

と
し
て
一
回
に
つ
き
一
五
〇
〇
点
を
算
定

　
　
　

す
る
。

人
工
腎
臓
（
一
回
に
っ
き

　

四
時
川
未
満
の
湯
き
一
三
〇
〇
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
一
二
五
〇
点

　

四
時
間
以
Ｌ
の
嚇
き
一
八
〇
〇
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
一
七
〇
〇
点

　
　
　

＠

沌
・
入
院
中
以
外
の
心
乃
に
対
し
て
。
午
後

　

五
時
以
降
に
開
始
し
た
ｓ
:
<
?
n
は
、
四
〇
〇

　

点
を
闇
啄
す
る
。

↓
注
・
入
院
巾
以
外
の
心
者
に
対
し
て
午
後

　

五
時
以
降
に
開
始
し
た
叫
台
又
は
午
後
几

［
薗
幽
悪

　
　
　

時
以
隊
に
終
了
し
た
＾
'
f
T
五
〇
〇
点
を

　
　
　

咄
啄
す
る
。

　

食
事
川
昨
五
〇
点

　
　
　

↓
六
〇
占
一

腎
移
植
術

　

四
０
０
０
０
引
↓
四
三
〇
〇
〇
点

本
年
度
会
員
．
、
六
一
Ｊ
一
名

　
　

以
然
一
、
三
〇
〇
名
の
未
人
患
者

　

昭
和
六
十
一
年
三
月
末
。
椚
腎
協
ヽ
Ｈ
は
、
透

析
、
移
植
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
、
忠
者
き
わ
せ
て
介
心
に
三
、

〇
〇
〇
名
近
い
心
芦
遭
腎
鵬
調
べ
）
が
い
る
が
、

会
r
-
Ｔ
は
Ｉ
．
六
一
二
名
で
組
織
率
五
四
２
じ
あ
『

又
、
心
者
会
は
恣
内
九
十
嘸
設
の
う
ち
六
十
五
咄

設
で
ヒ
ニ
彫
が
患
者
会
活
助
を
展
開
し
て
い
発

　

（
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
ふ
バ
い
数
は
別
表
通
り
）

　

会
ほ
畝
は
年
々
川
Ｂ
し
て
い
ろ
も
の
の
、
全
国

的
に
ほ
れ
ぱ
北
海
心
は
か
な
り
低
い
水
準
で
会
活

勤
や
財
政
而
で
も
大
き
な
問
也
で
あ
り
、
い
つ
も

幹
下
会
に
於
て
討
議
さ
れ
る
刺
項
で
あ
苓

　

昨
年
は
全
患
者
に
対
し
、
入
会
申
込
町
を
送
り
、

入
会
を
呼
ぴ
か
け
、
又
、
各
庸
設
の
幹
Ｉ
さ
ん
が

哨
力
的
に
入
会
活
動
を
進
め
て
い
る
が
、
i
t
年
度

は
こ
の
程
曖
に
止
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

又
、
全
山
的
に
ブ
ロ
″
ク
化
を
進
め
て
い
る
が

空
知
ｔ
内
が
空
白
地
帯
と
し
て
吸
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
患
者
会
が
出
来
て
お
り
、
昨
年
ｔ
t
か
ら
、

心
腎
協
へ
の
入
会
が
佃
人
犀
位
で
行
わ
れ
、
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

ｙ
ク
作
り
が
一
歩
前
進
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

米
乍
度
は
、
入
会
案
内
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、

廿
腎
協
が
患
’
‥
活
動
と
し
て
、
川
や
地
方
自
駒
休

に
申
哨
あ
る
い
は
改
鴻
‥
さ
せ
た
数
々
の
嘔
実
を
明

ら
か
に
し
。
全
国
の
仲
川
と
共
に
活
動
し
た
成
果

を
ご
興
解
い
た
だ
き
入
会
を
訴
え
て
い
ま
す
=
　
!
≪
y

非
ご
理
解
冷
‐
截
き
ｙ
t
-
先
入
会
し
て
会
活
動
に
弩
両

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
Ｉ

　

持
に
川
の
、
鴎
澗
路
線
に
よ
る
行
’
…
一
は
医
療
、

福
祉
を
後
心
さ
せ
、
地
方
自
治
休
の
心
担
を
強
め
。

自
己
Ｑ
担
を
川
大
さ
せ
、
又
、
透
析
の
９
保
点
畝

は
引
き
下
げ
て
毎
'
｡
;
!
;
;
'
t
ａ
し
、
我
々
Ｉ
一
昔
が
安
心

し
て
冶
療
や
生
活
を
営
む
端
唄
を
悪
化
さ
せ
て
い

ま
Ｉ
二
八
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は

一
人
の
た
め
に
」
と
屈
折
感
を
持
っ
て
、
心
費
運

励
を
唯
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
Ｉ

　

'
i
ｒ
年
度
は
、
一
、
九
〇
〇
人
と
ほ
低
の
目
標
に

入
余
岨
勣
そ
行
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
鵬
力
そ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
ト
け
ま
す
。

一
４

-



全道病院患者 会会 員数

施設　名 会員数ｉ　施設　名 会員数l　施設　名 会員数 施設　名 会員数

！

！

札幌腎友会 51利　札幌徳州会病院 ≪　平田輝夫泌尿器科医院31｜　林田クリニック ･10

市立札幌病院 48 幌　南病院
4　，rs居泌尿器科医院

(ﾘ　町立厚岸病院 1(〕

北　辰病院 １
ｉ自衛隊病院

０苫　　小　　牧 90
１道東動辰躬立病院

16

いのけ医院 10ｉ　広　田　医院 ９ 苫小牧市立総合病院14 根室市立病院 ８

田島クリニック 32 小　　　　　樽 100 千　秋医　院 47 北　　　　　見 68

戸　沢医院 24 小樽北生病院 ０ 王子総合病院 ０ｉ　石　田　医　院 ４１

宮の森脳外科病院 ８ 小卿市立第２病院 27 寺田泌尿器科医院 ７
ｊ　千葉i環呼吸クリニック

16

渡井医院 49 うの外科クリニック46 浦河赤十字病院 21 道立北見病院 11

仁愛会外科ｸﾘﾆｯｸ 911　田中内科医院 13 小西医院 １網　　　　　走 29

札幌中央病院 刈ぼ↓知安厚生病院 ｎ 室　　　　　蘭 97 石田病院網走分院 29

北３条クリニック ８ 朝里病院 ３ 新日鉄室蘭病院 30 中　　湧　　別 ０

南１条病院 ０|旭　　　　　川 226 沢山クリニック ４ 曽　我病院 ０

光星泌尿器科医院 16 渡部外科胃腸科医院 ０ 日鋼記念病院 40 夕　　　　　張 18

佐藤医院 15｜石田皮膚泌尿器賤院194 伊達赤十字病院 16 夕張市立病院 18

宮　岸医　院 ０ 増田クリニック ０ 洞爺協会病院 ７ 未ブロック地区 18

勤医協中央病院 24 国立療費所道北病院 (〕l滝　　　　川 41 岩見沢市立総合病院 ５

国立西札幌病院 ９ 旭川赤十字病院 32 腎友会滝い仁ック 41 岩見沢七条クリニック13

石川　医院 25
ｉ　市立士別総合病院

０
Ｊ　滝川市立病院

０ 市立美唄病院 (}

うぇと医院 ０ 稚　　　　内 30 ＋　　　　　勝 63 市立三笠総合病院 ０

河　口　医院 13 市立稚内病院 30
ｉ　帯広クリニック

18 市立赤平総合病院 ０

開成病院 ０留　　　　　萌 45 帯広病院 ３道　内　合　計 1.617

札幌北クリニック 89 留萌市立病院 45 第一病院 10

中野医院 33 道　南　腎　協 150 帯広西病院 17

幌北　医院 ０ 町立八雲病院 12 須藤泌尿器科医院 14

北　成病院 Ｉ 函館協会病院 16 浅井病院 １

札幌束クリニック 23 仲野谷泌尿器科医院23 釧　　　　　路 130

三附会病院 28 函館五稜郭病院 10 釧路市立病院 40

新札暁ｻﾝ･ｸﾘﾆｯｸ Ｏ｜　市立函館病院 ８ 釧路赤十字病院 15｜

FL幌北限病院 ９１ 渡辺泌吼器科医院 ↓1 釧路労災病院 ｌ

５



　

我
々
が
山
を
大
守
、
訴
え
ろ
下
が
、
今
日
我
々

が
あ
る
Ｅ
:
-
=
L
^
＞
<
心
し
て
透
析
を
受
け
れ
る
環
境
を

作
っ
て
き
た
の
で
１
　
全
腎
附
記
。
年
十
五
年
、

心
腎
陥
が
凡
年
、
先
輩
諸
氏
の
生
命
を
か
け
た
活

動
が
今
日
の
我
々
の
麗
境
で
あ
り
'
　
ｍ
謝
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
、
こ
れ
以
ヒ
の
環
埴
を
守

り
、
更
に
向
ｈ
さ
せ
ろ
た
め
に
我
々
に
現
住
与
え

ら
れ
た
使
命
が
あ
る
と
思
い
ま
１
　
。

　

年
々
増
え
続
け
る
透
析
小
一
若
、
全
国
的
に
は
五

士
八
千
人
、
本
道
で
も
一
五
〇
～
二
〇
〇
人
が
年

々
増
㈲
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
健
i
H
i
.
本
人
の
一
割
Ｑ
撹
を
は
ね
返

し
一
万
円
Ｑ
担
に
し
ま
し
た
ブ
艮
Ｊ
の
Ｉ
〇
〇
円

ア
ッ
プ
を
実
現
し
ま
し
ぺ
社
会
復
柚
の
促
進
の

た
め
、
又
夜
川
透
析
の
充
･
■
1
]
の
た
め
、
皮
川
卵
４

が
増
え
ま
し
た
。
み
ん
な
の
舅
力
の
成
果
で
す
。

　

今
筏
も
透
析
の
賞
と
い
の
向
上
の
た
め
、
透
析

環
境
や
生
活
の
曜
盤
を
守
る
た
め
組
織
を
強
化

し
、
拡
大
し
、
多
ヽ
の
山
一
者
の
山
を
反
映
さ
せ
ろ

た
め
、
咀
ね
て
ご
協
力
を
お
訴
え
い
た
し
ま
す
。

哭
限
度
の
目
ｍ
が
≫
t
成
さ
れ
る
よ
う
小
一
考
諸
氏
の

御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
報

ご
と
し
ま
す
。

腎
臓
提
供
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

６
月
1
5
日
全
道
一
斉
街
頭

９
月
η
　
　
日
全
国
一
斉
街
頭

　

本
年
Ｍ
の
腎
提
供
ひ
録
哩
動
は
、
六
月
十
五
日

小
腎
協
巾
独
の
豪
恣
一
斉
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

九
月
二
十
二
日
、
企
国
の
仲
闘
と
の
一
斉
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
尽

　

す
で
に
衡
爪
キ
4
－
ン
ペ
ー
ン
は
、
四
年
に
わ
た

っ
て
続
け
ら
れ
、
年
々
ふ
．
‐
ｈ
、
医
雛
関
係
者
、
行

政
９
関
、
各
級
凄
い
の
参
加
を
り
て
、
活
発
化
し

て
い
る
が
、
本
年
も
、
全
酒
各
プ
ロ
″
ク
で
取
り

組
み
．
い
ず
れ
も
二
〇
市
町
で
へ
‥
せ
て
、
八
〇
〇

人
が
つ
咄
し
て
Ｉ
吋
わ
れ
た
．
六
月
の
豪
遊
一
斉
に

は
、
三
万
枚
の
チ
ラ
シ
、
二
万
例
の
テ
ィ
フ
ン
ユ

ペ
ー
パ
ー
．
二
千
剛
の
月
船
や
広
裸
硯
隅
断
幕
、

い
ず
れ
も
成
功
裡
に
終
了

ノ
ボ
リ
、
ゼ
ッ
ケ
ン
な
ど
各
地
で
用
意
さ
れ
、
進

め
ら
れ
侃

　

そ
の
場
で
登
剱
さ
れ
る
方
、
申
込
用
紙
を
求
め

る
方
も
年
々
増
え
S
'
l
-
j
.
も
手
渡
す
の
が
上
手
に

な
っ
て
、
短
時
川
で
各
地
と
も
終
了
し
て
い
る
。

又
年
々
勿
加
者
も
川
大
し
、
小
一
昔
、
会
い
の
理
解

と
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
令
岡
一
芹
に
は
、
札
幌
腎
を
会
が
初
め
て

市
立
病
院
の
平
野
先
生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

両
頭
腎
臓
絢
桐
談
、
市
立
札
幌
榔
院
透
析
令
の
川

俣
綾
子
さ
ん
、
板
垣
百
白
子
の
お
一
天
の
協
り
で

街
頭
無
料
血
圧
測
定
を
行
い
、
町
行
く
市
Ｋ
に
疼

　
　
　

●

ダイアライザー今昔物語
(前編)
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M
麟
Ｉ

　

現
住
の
右
っ
に
腎
口
の
働
き
の
'
＆
＼
/
な
っ
た

患
者
さ
ん
に
血
液
透
析
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
は
、
長
い
年
月
が
か
か
っ
て
い
ま
す

そ
こ
で
そ
の
歴
史
に
少
し
触
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

明
泊
四
十
五
年
頃
に
・
ア
メ
り
力
人
の
エ
ー
プ

ル
と
い
う
人
か
励
物
を
使
っ
で
行
っ
だ
の
が
最

初
≒
‥
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
頃
は
血
腱

が
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
藁
が
な
ヽ
、
水
田

に
い
ろ
ヒ
ル
か
ら
取
っ
た
ヒ
ル
ジ
ン
と
い
う
も

の
を
健
っ
て
透
析
を
行
い
、
透
析
の
原
型
を
作

り
ま
し
芯

　

そ
れ
か
ら
三
十
年
後
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ゴ

ル
フ
博
士
が
セ
ロ
ス
。
ン
を
チ
ュ
ー
ブ
状
に
し

て
、
そ
れ
を
茶
筒
の
大
字
ヽ
し
た
ｋ
う
な
形
の

も
の
に
巻
き
付
け
、
こ
れ
を
同
転
さ
せ
な
が
ら

透
析
液
と
接
触
さ
せ
る
血
液
浄
化
s
=
を
作
り
、

コイル型ダイアライザー

初
め
て
唄
心
症
の
心
者
さ
ん
の
生
命
岑
・
・
救
う
こ

と
に
成
功
し
て
以
来
沿
療
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
芯

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
コ
イ
ル
型
の
血
液
浄
叱

附
の
咀
理
は
、
ゴ
ル
フ
呻
士
に
よ
っ
て
作
ら
れ

ま
し
た
が
、
数
々
の
人
々
に
よ
り
改
良
さ
れ
。

セ
ロ
フ
″
ン
を
・
チ
ュ
ー
ブ
状
に
し
て
こ
れ
を
ブ

ラ
ス
チ
″
ク
の
網
と
い
っ
し
ょ
に
コ
イ
ル
状
に

巻
き
、
血
液
は
内
側
か
ら
入
っ
て
外
側
か
ら
出

ろ
よ
う
に
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

容
器
に
入
れ
、
下
か
ら
竃
気
洗
濯
機
と
同
じ
よ

う
に
透
析
液
を
喰
出
さ
せ
て
洗
う
こ
と
に
よ
り

透
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
芯

　

コ
ｒ
ル
型
は
こ
の
よ
う
に
し
て
発
展
し
ま
し

た
が
、
こ
の
咽
は
血
蔽
が
休
の
外
に
出
る
唄
が

多
’
、
、
血
液
の
巾
か
ら
毒
ぶ
や
水
分
そ
収
り
除

＼
/
能
力
が
怒
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た

６



ば
れ
ま
し
ｔ

尿無街
試料頭
験血腎
紙圧臓
配測病
布定相

　　

談

な
ど
取
入
れ
る

　
　
　

札
幌
腎

　

ま
ぺ
札
幌
よ
・
．
ｙ
蘭
で
回
に
栄
険
酉
。
沃
冷
配

布
、
市
民
に
腎
?
"
■
*
｡
"
-
"
■
の
恐
し
さ
を
訴
え
る
と
と
も

に
。
こ
れ
以
ト
腎
ｆ
ｊ
患
者
を
川
Ｖ
さ
な
い
た
め

～
以
験
飛
奇
雌
し
'
　
Ｃ
-
Ｓ
'
発
以
、
９
　
明
沿
直
々

訴
え
た
巾
に
は
・
ｙ
Ｗ
ｊ
い
や
、
巡
町
の
人
の
分

ユ
'
j
U
-
f
う
Ｌ
ぺ
も
い
て
、
関
心
の
弓
ぶ
感
じ
ま
し

七

　

わ
れ
わ
れ
の
或
囃
け
、
ベ
レ
ー
。
～
。
‐
利
脱
Ｉ
、

･戸

Ｗ

戸
Ｉ
Ｉ

血圧丿則定や．腎臓病相談など一札幌

友
会

小樽ニューギンザデバート前で

北
海
叫
町
バ
ン
ツ
に
ぴ
糾
さ
れ
た
ぢ
は
、
ぺ
、
へ

几
四
.
ｖ
:
　
■
…
'
-
田
．
０
ぺ
、
八
八
六
Ｚ
Ｌ
一
な
り
ま

し
た
．

　

ま
べ
わ
れ
わ
れ
の
運
恂
の
成
１
１
１
Ｔ
-
に
ｋ
り
、
心

ｆ
１
Ｉ

ん

子
レ
ビ
ス
ポ
ｙ
ト
で
ａ
球
を
訴
え
た
た
り
、

眉
Ｉ
職
り
｛
．
驚
ｔ
同
阿
町
々
庁
の
職
‥
ロ
に
‐

し
、
眉
庁
・
『
問
ロ
ビ
ー
で
パ
ネ
ル
回
『
と
ａ
緑
々
吋

を
二
目
川
吋
い
梁
り
鳶
冷
訪
め
一
白
い
い
人
事
厄
‐
茂

る
な
賢
・
が
あ
り
ま
し
た

　

ま
た
、
お
限
度
か
ら
は

1’ ｜

1収各腎友会…終わって記念撮影

ワ
～
者
が
ト
月
'
｡
Ｈ
i

郎
能
皿
目
叩
浪
宅
し
、
貨
旧
的
に
渾
・
菌
を
展
開

で
？
一
と
に
こ
り
、
我
り
乙
防
Ｉ
の
吠
の
～
グ
ｙ

その場で登録一札４苑大通会鳩

Ｙ
ン
を
十
月
に
ず
ら
し
、
一
Ｉ
に
圃
民
の
甘
さ

ん
に
訴
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ぺ
火
限
度
心
ｒ
不
一
し
て
、
北
海
む
将
川
-
Ｕ

が
ぺ
月
、
几
目
べ
Ｉ
月
の
三
ヵ
月
に
、
三
［
に
わライオンズクラブのメンバーも参加

(室蘭)

７



,へ，゛

.●‘l

がs

Ｓ戸

た
り
、
へ
ｈ
而
々
便
コ
宍
道
版
に
、
腎
牛
グ
九

Ｉ
ン
の
Ｋ
r
:
を
介
ｔ
の
Ｍ
句
事
貼
で
掲
載
す
§
一

と
を
企
両
し
て
お
り
、
八
。
便
、
見
行
川
一
蛸
か
ら
、

市
民
渾
一
蛸
へ
と
運
動
が
推
進
し
て
い

Ｊ
Ｘ

も
の
と
川

‘､・ｆﾌ
〆

社協のメンバーと金魚すくい一旭川

道庁ロビーでの腎提供登録受付

侍
し
て
い
ま
す

　

哭
年
度
も
、
べ
月
、
ト
月
に
予
七
し
て
お
り
ま

す
の
Ｉ
で
、
社
心
の
ら
．
’
一
り
患
者
の
片
さ
ん
の
ご
琴

卵
を
お
卯
い
い
た
し
ま
す

ぶぶ「
一ぶみ包

゜限
Ｓ

夏まつりとぷどうがり8（名と大幅参加者集う（札観）

仲
間
を
訪
ね
て

Ｉ家
族
に
良
い

思
い
出
を
／

年氏

齢名

職

　

業

住

　

所

透
析
歴

通
院
病
院

会
役
職
名

大
槌
洋
子

三
ト
ニ
歳

に
婦

宗
蘭
市
天
呻
町
一
四
言
一

三
阻
ヒ
カ
月

日
沢
記
念
呵
院

Ｉ
蘭
地
方
舛
友
<
:
;
;
幹
心
″

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
．
‐
一
計
担
当
・

　

家

　

族
友
と
子
弓
天
友
・
…
ｙ

一
、
発
病
は
？

　

に
女
の
お
･
!
~
で
、
蛋
白
が
出
て
二
即
唆
．
市
の

唄
晩
氏
で
'

!
？
■
門
ｙ
い
Ｉ
ヘ
勣
め
ら
れ
'
　
ｋ
:
小
牧
市
ぺ

狗
院
へ
、
そ
の
時
す
て
に
が
ヽ
幔
性
腎
炎
に
な
っ

て
い
て
、
二
力
目
両
、
モ
子
柄
院
へ
入
院
、
七
ま

の
侈
動
と
一
諸
に
寺
田
蛎
院
へ
、
室
蘭
日
泥
砲
Ｉ

Ｉ
陀
へ
転
院
二
ヵ
月
代
透
附
川
始

　

始
め
の
う
ぢ
親
に
料
理
を
于
伝
っ
て
も
ら
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
限
か
ら
は
自
』
で
作
れ
る
ｋ

う
に
な
り
ま
し
た

-

川
一
二
川
、
八
晴
川
透
析
を
々
け
て
い
ま
す

二
、
現
在
の
日
常
生
活
は
？

　

Υ
吋
巾
ｊ
■
-
･
/
･
^
巾
の
か
だ
丁
け
、
Ｔ
匡
か
ら
り

一
口
靭
、
穣
】
吋
へ
…
…
…
ト
働
が
竹
い
潜
？
に
い
「

口
。
回
は
伺
院
通
い
て
す

三
、
運
動
は
ど
う
で
す
か
？

　

ヴ
。
は
凋
一
川
し
一
回
、
了
賎
と
Ｉ
’
ｍ
に
ス
ｒ
ミ

ヽ
多
ク
ラ
ブ
へ
、
Ｉ
・
ｊ
ス
ヶ
‐
ト
と
が
ん
ぱ
っ
て

い
ま
す

メ
ー

lｔλ

４’
¶　’．

ｒ

　

’，

なー／

　　　

－８

四
、
自
己
管
理
で
気
を
つ
け
て
い
る
事
は
？

　

う
す
味
に
し
て
良
’
ヽ
食
べ
る
Ｉ
。
出
来
る
だ
け

測
鉛
す
る
ｋ
う
に
心
が
f
-
て
お
り
ま
す

五
、
全
国
の
仲
間
に
一
言

・
私
の
目
漂
。

　

弛
屈
励
の
一
に
小
に
は
必
ず
出
席
出
Ｉ
る
と
う

に
、
そ
し
て
、
ぷ
を
】
【
。
い
思
い
Ｉ
ぷ
・
ｙ
、
残
し

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
は
日
Ｉ
句
し
て
お
り
ま

す
。



｜

第
1
5
回
全
腎
協
総
会
に
参
加
し

北
見
腎
友
会

　

川

　

．
五
月
十
九
日
、
岡
山
ぶ
政
吸
市
民
会
館
に
お
い

て
'
　
ｐ
十
五
回
腎
協
総
」
．
・
一
が
行
な
わ
れ
、
北
加
心

か
Ｉ
り
は
、
…
に
埼
会
回
巾
忖
心
″
侈
口
回
釧
片
の

ト
田
会
員
、
？
雌
さ
ん
、
そ
し
て
私
の
．
八
人
が
や

卵
し
ま
し
ク
ー
的
ロ
の
ト
ベ
‐
改
、
町
所
に
お
い

ス
l
~
［
図
の
試
み
と
し
て
、
Ｉ
叩
．
ぶ
行
な
わ

れ
ま
し
た
な
流
ら
．
’
一
は
終
始
、
な
ご
や
か
な
大
池

以
で
准
行
し
、
苫
県
ご
と
の
Ｉ
■
g
i
ｔ
の
望
介
の
優
、

㈲
中
々
鼓
の
皺
ｗ
一
、
そ
し
て
り
Ｉ
ム
、
ｙ
ン
引
き

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
介
両
も
力
ご
へ
経
国
し
．
・
弓

剛
仔
の
㈹
睦
ぐ
流
々
深
め
る
μ
が
出
発
ま
し
た

り
・
・
‐
、
紛
s
の
日
は
朝
か
ら
、
あ
い
じ
ヽ
の
小
巾

喫
ゆ
で
し
た
が
、
約
几
一
．
　
　
〇
Ｚ
の
出
川
で
総
会
が

始
ま
り
ま
し
た
川
初
に
Ｉ
腎
協
前
田
乙
．
’
長
ｋ
り
、

　

弘
心
は
雅
男
心
i
C
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
団
唯

を
作
り
回
励
す
る
国
内
で
も
吊
大
の
患
者
団
休
ヒ

ベ
り
え
た
と
の
晒
し
が
あ
り
、
次
に
【
最
近
の

】
吋
政
改
値
の
乙
の
元
に
国
か
う
っ
て
き
た
医
や
、

陥
院
政
唄
が
、
わ
れ
わ
れ
Ｉ
一
片
の
生
晒
ふ
二
り
苫

し
い
も
の
と
し
て
き
て
い
る
．
二
れ
に
吋
応
し
た

曙
勣
侃
人
．
汲
も
引
続
き
、
回
、
関
し
て
い
こ
”

ま
た
、
．
腎
喫
患
総
人
‥
対
策
は
、
ヤ
腎
咄
、
朗
々

玖
に
７
忽
に
収
り
絹
ま
な
け
れ
ば
ぢ
ら
な
い
間
心

で
あ
る
一
と
捷
拶
し
、
つ
い
で
、
火
賓
の
祝
小
、

祝
心
が
披
き
、
一
れ
、
続
い
て
議
小
に
入
り
ま
し
た

て窪

　

健

　

次

小
林
嘔
彫
Ｑ
に
の
瓦
十
几
年
度
活
・
勘
報
汽
ベ
ト

乍
度
活
岫
方
針
竃
の
説
明
と
質
疑
心
i
ｔ
、
そ
し
て

た
卜
祀
限
度
｛
り
、
六
ト
限
度
．
ｒ
Ｑ
案
の
審
ぶ
を

し
、
ス
ロ
ー
カ
ペ
柚
会
'
.
-

-
?
"
K
i
v
-
i
T
-
し
て
、

午
岫
の
卸
冷
．
詐
ｙ
し
ま
し
た
り
．
食
後
、
一
時
-
ｕ

り
三
つ
の
分
科
会
が
旨
な
わ
れ
'
　
ｐ
一
分
科
会
は

　

Ｔ
医
り
…
…
…
医
■
"
■
-
r
-
t
の
仰
例
の
も
二
．
へ
安

］
．
峡
西
応
腎
ト
昶
医
？
７
？
一
め
て
と
の
テ

ー
マ
で
け
な
わ
れ
ま
し
～
仏
は
第
．
．
外
Ｉ
ｙ
一
へ

山
県
し
ま
ｒ
・
と
か
二
二
で
は
。
ｔ
Ｊ
Ｅ
・
叶
完
．
’
一

4

にI｀‾」

叫
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第15回全腎協総会岡山倉敷市

･

総会前日の全国交流会

位
帰
一
一
一
一
一
・
・
Ｍ
陸
匿
Ｅ
。
の
も
具
竃
片
の
叫
祐

帰
と
所
り
保
障
の
陰
々
】
｛
・
も
と
め
て
’
の
子
Ｉ
ツ

叉
汀
な
わ
れ
、
ト
ぢ
討
ぶ
と
し
て
は
、

叫
今
川
の
即
急
渋
改
ぶ
で
リ
生
即
金
の
呻
ｆ
‥
Ｉ
発

の
小
両
眼
症
制
N
.
*
J
の
八
即
と
い
う
の
が
改
ｍ
さ
れ

て
、
ペ
ト
だ
歳
前
で
あ
れ
ば
同
時
で
も
ｎ
い
Ｉ
一

々
ぶ
さ
れ
ま
し
た
そ
し
て
今
限
七
月
．
日
ｈ
り

'
　
I
S
削
・
叩
が
叩
は
さ
れ
べ
月
一
［
S
I
り
t
"
-
'
Ｉ
介

々
も
ら
・
．
λ
る
ぶ
と
な
り
ま
し
た
ま
た
、
そ
の
々

袷
．
要
芒
一
し
て
は
．
ｍ
・
被
保
陥
れ
間
間
巾
の
発
柳

で
画
勺
小
勿
資
略
問
間
が
一
定
の
粂
即
を
み
た

し
て
い
る
～
宍
障
害
呻
き
そ
受
け
る
印
度
の
同

～
．
‥
の
状
態
に
あ
り
、
す
で
に
、
Ｍ
じ
同
ｔ
‥
で
ｙ
咀

即
急
保
険
『
の
呻
宍
‥
迂
采
々
‐
て
い
な
い
Ｊ
．
叫

心
殆
が
六
し
に
に
ａ
禾
白
．
函
る
咀
の
４
皿
目
で

宇
ま
た
'
　
I
　
I
S
閃
の
巾
請
方
法
は
太
ｒ
へ
の
、
申

し
包
こ
．
肖
’
、
、
医
阿
の
証
叩
も
、
現
時
山
一
の
も

Ｉ
．
坦
い
と
の
１
．
争

‐
’
１
。
川
の
年
き
亡
改
ぶ
で
若
齢
巴
喘
年
金
は
廃
止

さ
れ
ま
す
た
戸
じ
、
八
．
ま
で
二
れ
を
も
・
づ
っ
て

い
た
人
は
、
有
利
な
ち
を
選
択
出
来
る

　

第
三
部
v
*
.
;
i
-
^

■
■v
'
.
(
!
２
≪
"
)
　
"
■
…
円
万
_
y
'
r
＼
制

穴
匈
千
之
鵬
血
の
弘
充
と
ｍ
一
昔
測
勤
の
沁
一

を
ポ
め
て
の
テ
ー
マ
で
】
け
な
わ
れ
ま
し
た
総

乙
．
’
肘
了
後
ご
イ
う
づ
い
て
、
斡
１
球
芹
な
わ

れ
に
居
心
の
活
励
口
艮
の
発
μ
ハ
と
瞭
こ
そ
し
、

い
い
で
八
ト
ー
限
度
総
会
の
目
印
、
ｙ
‐
叫
に
「
い

一
汗
七
し
．
次
に
々
圧
ヒ
‐
一
．
ト
ヒ
」
一
十
八
日

に
:
ｔ
i
i
う
-
ｒ
c
i
j
v
Ｖ
流
右
弓
い
て
の
説
明
が
行
な

わ
れ
、
企
日
Ｒ
を
終
了
し
ま
し
た

　

今
同
ノ
に
町
協
の
受
．
・
一
に
彗
川
さ
せ
て
い
た
だ
I

、
．
一
、
い
ろ
い
ろ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
北
見

へ
帰
っ
て
か
ら
は
、
気
り
Ｉ
Ｍ
、
腎
反
乙
．
’
一
活
剛
に

り
を
戈
れ
て
い
こ
う
と
Ｉ
ぴ
し
．
川
路
に
っ
き
ま

し
勺
余
談
で
す
が
、
祐
会
の
前
汲
の
晴
川
に
、

べ
‥
吸
巾
内
を
見
物
し
て
歩
き
ま
し
た
入
り
几
雨

司
政
初
回
．
硲
、
百
敷
市
々
所
Ｉ
、
と
て
も
八

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
私
た
ら
、
透
桁
小
一
昔

に
と
？
「
ぶ
こ
う
て
こ
と
は
非
略
に
大
変
な

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
か
し
、
ぼ
対
に
、
心

″
一

へ
日
つ
て
み
た
い
、
と
い
う
願
望
が
、
人
一
冊

強
い
の
も
た
し
か
で
す
心
い
き
ご
Ｉ
庁
っ
て
み

て
八
か
っ
と
ぷ
ぶ
し
て
い
ま
す
皆
さ
人
も
次

・
口
の
総
Ｉ
孚
ヤ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

-９



二
つ
の
国
会
請
願
に

取
り
組
む

Ｏ
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
の
早
期
確
立
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

１
全

　
　

腎

　
　

協

○
難
病
患
者
な
ど
医
療
と
生
活
の
保
障
を
要
望
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
全
国
患
者
・
家
族
団
体
連
絡
会
―

　

泗
腎
鵬
と
し
て
は
全
肪
成
以
来
、
八
回
に
わ
た

っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
、
全
腎
協
国
会
Ｍ
願
Ｚ
名
。

募
金
活
動
も
本
年
哩
は
悒
プ
ロ
。
ク
で
取
り
組
み

ま
し
喘
連
絡
会
の
請
願
、
鰐
金
、
署
名
運
動
も

囃
呵
連
琴
咄
の
こ
十
五
部
会
と
共
に
吊
五
回
目
を

取
り
ヽ
み
ま
し
た
。

　

一
度
に
二
つ
の
運
動
を
准
め
る
わ
ず
Ｉ
り
わ
し
さ

は
あ
り
ま
す
が
、
会
Ｕ
、
心
者
の
理
解
を
り
て
、

別
表
の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
内
訳
は

令
野
鵬
関
係
Ｚ
名
数

　
　
　
　
　

昨
金
額

遂
協
会
関
＾
3
C
i
?
ｎ
数

　
　
　
　
　

辱
き
額

　
　
　

一
九
、
三
〇
一
名

一
、
四
五
て
六
六
四
円

　
　
　
　

九
、
〇
〇
九
名

　
　

一
石
三
、
五
八
四
円

　
　
　
　
　
　

で
し
た
。

　

配
分
に
つ
い
て
は
令
腎
協
一
五
Ｓ
、
各
ブ
ロ
。

ク
三
五
Ｓ
、
吻
腎
唱
五
〇
％
、
連
絡
会
は
過
難
病

悳
八
〇
％
、
盾
腎
協
二
〇
％
（
た
だ
し
甦
痢
連
支

部
の
ま
と
め
は
不
明
）
に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
心
腎
協
財
源
の
七
で
も
、
爪
が
な
も

の
で
、
皆
機
の
ご
協
力
を
感
謝
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
署
名
簿
を
持
っ
て
の
実
際
の
国
会
請

願
は
令
腎
陥
は
本
年
二
月
六
日
に
。
国
会
に
酒
腎

脚
か
ら
ｈ
田
附
余
侵
、
中
村
事
務
』
長
二
名
が
Ｌ

京
し
、
令
国
の
仲
川
一
二
二
名
と
共
に
請
願
襲
会

奇
川
い
た
あ
と
、
衆
今
両
院
の
議
に
会
館
に
漬
い

を
た
ず
ね
、
布
酒
世
出
議
に
八
名
与
国
で
は
一

六
九
人
）
の
議
い
に
紹
介
議
ほ
を
依
頼
し
て
い
ず

れ
も
快
諾
を
辱
ま
し
芯

　

連
絡
会
は
一
肩
十
二
日
、
岡
会
冽
閥
を
行
い
ま

し
た
が
、
揃
腎
協
か
ら
札
幌
腎
友
会
の
佐
野
健
夫

斡
Ｊ
が
や
卵
し
ま
し
た
。

　

今
㈲
さ
れ
た
二
名
の
報
告
は
別
項
の
通
り
で

署
名
総
数

　

二
八
、
三
一
〇
名

募
金
総
額

　

一
、
七
二
六
、
四
二
八
円

の
成
果

全
腎
協
臍
願
事
項

一
、
国
立
佐
倉
病
院
（
腎
移
殖
セ
ン
タ

　
　

ー
）
を
腎
臓
病
の
予
防
、
治
療
．

　
　
　

ｅ

国会請願署名、募金最終集計

ブロック
全　腎　協 患者家族連絡会

募　金　額 署　名　数 募　金　額 署　名　数

札　　幌

小　　樽

旭　　川

留　　萌

道　　南

苫小牧

室　　蘭

滝　　川

＋　　勝

銅　　路

北　　見

網　　走

中　湧　別

椎　　内

岩　見沢

夕　　張

389.666

176.270

156.610

　23.183

203.480

　78.497

　78,438

　10.( 00

　52.250

112.144

　48.875

　23.416

　28,()nn

　26.357

　35.981

　9.497

4.627

2,016

1.128

1.109

2.755

　830

1,315

　513

　773

2,290

　810

　445

　1卯

　142

　287

　121

62.957

33.320

　　　0

10.150

　　　0

17,5(0

15,000

　　　0

　6. not)

70.500

　　　0

　8.90fl

32.7()(
　3.257

13.300

3.135

　983

　　0

　628

　　0

　420

　680

　347

　356

i.iin

　490

　223

　170

　　70

　286

　161

合　　計 1.452.664 19,301 273.584 9.009

・●
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研
究
、
管
理
、
情
報
収
集
な
ど
を

　
　

行
う
「
腎
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
拡

　
　

充
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。
ま

　
　

た
、
各
地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
も

　
　

「
腎
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
を
持
た

　
　

せ
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

二
、
腎
臓
提
供
登
録
者
拡
大
の
た
め
の

　
　

広
報
活
動
の
強
化
、
腎
バ
ン
ク
の

　
　

全
国
的
普
及
、
腎
廠
移
植
実
施
病

　
　

院
、
地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
の
整

　
　

備
な
ど
を
す
す
め
、
死
体
腎
移
植

　
　

の
い
っ
そ
う
の
推
進
を
図
ら
れ
た

χ
ａ

Ｃ

三
、
腎
臓
予
防
週
間
を
設
置
す
る
な
ど

　
　

し
て
、
腎
臓
病
予
防
の
た
め
の
啓

　
　

発
活
動
に
努
め
ら
れ
た
い
。

四
、
今
後
の
透
析
需
要
に
備
え
、
国
公

　
　

立
医
療
機
関
で
の
人
工
腎
臓
の
整

　
　

備
、
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
へ

　
　

き
地
、
離
島
対
策
に
努
め
ら
れ
た

Ｉ
ｅ

ｔ

五
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
、
慢
性
腎
炎
患
肴
な

　
　

と
の
生
活
の
実
態
を
理
解
し
、
医

　
　

震
賢
の
鰹
減
な
ど
の
措
置
を
講
ぜ

　
　

ら
れ
た
い
。

六
、
腎
臓
機
能
障
害
者
の
雇
用
対
策
を

　
　

強
め
ら
れ
た
い
。

『

連
絡
会
臍
願
事
項

一
、
難
病
患
者
も
身
体
障
害
者
福
祉
法

　
　

の
対
象
と
し
、
難
病
愚
者
、
身
体

　
　

障
害
者
、
老
人
の
在
宅
福
祉
予
算

　
　

を
大
幅
に
増
額
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
難
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確
立

　
　

の
た
め
に
、
研
究
費
を
大
幅
に
増

　
　

額
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
難
病
な
ど
各
種
公
費
医
療
制
度
を

　
　

拡
充
し
、
結
核
、
精
神
の
公
費
医

　
　

療
制
度
は
保
険
倭
先
に
し
な
い
で

　
　

く
だ
さ
い
。

四
、
難
病
、
身
体
障
富
、
生
活
保
護
、

　
　

結
核
、
隋
神
な
ど
の
施
策
に
重
大

　
　

な
影
響
を
及
ぼ
す
補
助
金
の
カ
ッ

　
　

ト
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

五
、
老
人
医
療
の
自
己
負
担
は
や
め
医

　
　

療
差
別
は
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
健
康
保
険
本
人
を
含
む
す
ぺ
て
の

　
　

医
療
保
険
の
給
付
率
を
引
き
上
げ

　
　

て
く
だ
さ
い
。

七
、
給
食
費
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
か
ぜ
薬

　
　

な
ど
「
軽
賢
医
療
」
の
保
険
適
用

　
　

除
外
は
行
わ
ず
、
高
額
療
養
費
・

　
　

長
期
高
額
疾
病
の
対
象
を
拡
大
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

八
、
国
立
医
療
機
関
の
統
廃
合
計
画
は

　
　

や
め
、
国
立
医
療
の
い
っ
そ
う
の

　
　

拡
充
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ｅ

連
絡
会
の
国
会
請
願
に
参
加

■
i
＼
＝
>
i
l
　
＾
J
＾
住

　

野

　

健

　

夫

住野健夫氏

　

二
目
ト
ニ
ロ
ゆ
た
か
な
氏
療
と
福
圧
を
め
ざ

す
Ｉ
円
＝
-
j
s
：
-
　
ｖ
i
g
剛
体
辿
納
会
の
閑
余
岫
顎
に

吸
引
し
た
の
で
、
報
占
い
た
し
ま
Ｉ

　

北
海
心
か
ら
は
、
心
曜
病
＾
i
!
ｉ
.
;
'
≪
'
r
＾
艮
の
伊
藤

建
雛
氏
、
同
が
防
し
μ
の
千
‘
ｙ
博
司
氏
、
ワ
唯
面

巾
々
部
の
ら
Ｍ
悦
了
さ
ん
と
私
の
四
乙
が
Ｉ
川
し

ま
し
た
．

　

堺
朔
日
前
口
に
ト
京
し
ま
し
て
ぶ

代
表
片
会
議
に
、
Ｉ
席
い
た
し
ま
し
た

　

会
同
は
、
．
【
山
サ
ン
う
ｒ
ズ
で
】
口
わ
れ
、

一
、
硯
約
ｔ
の
提
で
府
議
、
て
宣
．
．
Ｊ
案
と
討

議
、
≒
新
栂
織
移
行
に
と
も
な
う
申
し
｀
‥
せ
剌

項
字
の
陥
で
府
飛
、
明
新
組
織
経
口
ま
で
の

。
ｒ
専
案
の
提
１
討
凋
瓦
、
当
㈲
の
竹
勢
と
運

動
揮
回
≒
五
つ
の
議
ｍ
に
、
全
国
か
ら
智
能
さ

れ
ま
し
た
五
十
人
ほ
ど
の
方
々
が
討
ｊ
、
・
・
れ
、
午

後
四
叫
半
ご
ろ
に
会
議
は
終
了
し
ま
し
た

　

そ
の
ロ
は
、
肖
射
に
宿
泊
を
し
、
夕
食
は
近

く
の
申
吻
料
理
店
で
I
S
わ
れ
ま
し
た
二
十
人
は

ど
の
全
国
各
地
の
方
が
出
席
し
ま
し
て
、
和
竃
"
:

々
に
食
Ｊ
は
進
み
ま
し
た

　

η
十
二
日
は
、
い
よ
い
よ
・
田
会
岫
願
の
日
に
な

り
私
と
し
て
は
初
め
て
の
経
駒
な
の
で
い
さ
さ
か

７
張
い
た
し
ま
し
た

　

う
日
は
午
町
十
時
三
ト
分
に
驚
議
い
哨
一
議
―
f

ｙ
一
川
ロ
ビ
！
に
哨
ま
り
、
同
会
郎
ｍ
凹
乙
一
飛
室
に

お
い
て
打
、
‥
わ
″
一
が
一
l
~
.
ｐ
れ
、
純
い
て
、
竹
村
泰

。
ｙ
衆
飛
<
Ｂ
一
区
、
吐
八
一
７
か
ら
挨
拶
を
戴
き
ま

し
た

　

収
限
度
の
国
余
請
願
に
は
ト
九
団
休
届
難
辿

ト
ー
団
体
）
か
ら
、
お
よ
子
六
ト
名
か
暫
句
二

ベ
ー
、
五
ヒ
十
名
の
Ｋ
＾
'
i
:
'
持
ち
、
、
六
九
名
の

＆
ぶ
い
に
、
紹
介
議
‥
］
の
要
岫
に
凹
る
こ
と
に
な

り
、
参
励
行
を
几
班
に
分
け
ご
吋
動
を
川
始
し
ま

し
呉

　

私
は
Ｂ
二
附
に
ぺ
り
、
陥
烏
鷺
呵
辿
の
伊
藤
さ

ん
φ
碍
に
に
地
元
苛
り
の
一
河
、
計
円
名
で
十
時

一
。
『
ト
分
よ
り
斉
Ｓ
滋
与
史
雫
議
〔
加
岡
二
区
・
自

尺
・
林
義
郎
漿
廠
函
旦
区
・
自
民
〕
臨
鳴
ａ

尨
町
議
（
北
海
道
四
区
自
瞑
金
子
み
つ
衆
議

　

心
衣
四
区
・
吐
今
付
山
)
-
r
市
m
夭
分
一

回
・
紅
今
藤
本
ｉ
雄
町
議
λ
‥
川
一
区
・
自
民
J

〔
田
唄
一
傘
議
Ｉ
哨
四
区
‐
公
叩
‐
々
納
武
人

ヤ
議
手
刺
四
区
・
自
民
〕
森
田
一
勁
議
み
川

１］



ニ
ド
ー
自
尺
・
の
几
Ｍ
の
議
い
を
回
り
~
-
=
'
s
＾
内

宍
二
、
囃
病
心
乃
、
り
体
呻
Ｉ
者
、
忿
人
の
陀

で
陥
叫
μ
り
の
川
額
～
難
蛎
の
叫
究
９
の
増

額
ミ
ー
陣
八
菅
匡
瞭
則
哩
の
拡
充
四
'
　
Ｗ

回
身
休
｀
作
Ｉ
な
ど
に
、
哺
助
忿
の
力
ｙ
ト
を
し

な
い
五
、
医
療
差
別
を
尽
子
心
医
直
ぼ

c
『
冶
吋
率
の
引
き
ト
げ
七
、
鳥
額
χ
療
む
・
良

明
ぶ
卸
疾
病
の
吋
ψ
・
の
拡
大
ぺ
、
田
立
医
や
碇

関
の
統
廃
｀
1
1
1
計
肖
を
や
め
、
国
之
医
や
の
拡
さ

を
説
明
し
、
回
敞
か
ら
苦
労
し
て
~
r
＞
.
>
＾
れ
た
χ

Ｚ
溥
を
売
出
し
て
、
沼
印
議
い
方
与
一
’
れ
ぞ
れ
．
呼
．

朋
≒
剛
り
を
顎
い
ま
し
た
’
雨
巾
で
、
～
心

関
佩
の
飛
-
r
-
ｙ
.
'
高
鳴
睡
夫
ｔ
議
■
-
Y
一
き
ご
L
I;

　

七
実
方
は
い
ず
れ
も
．
ト
住
て
秘
奥
‥
の
な
に
お
ぶ

を
し
て
や
り
ま
し
た

　

午
後
三
時
に
r
-
s
び
'
＆
四
勺
ぷ
ご
お
い
て
報
ｔ
‥

と
．
い
、
ヤ
｛
-l
1
-
.
わ
れ
、
午
後
三
時
に
解
破
と
な
り

に
し
～

　

い
図
。
に
。
国
会
請
剛
‐
ｙ
乙
敏
と
り
忿
額
を
ｓ
-
い

て
お
き
ま
す
ｙ
Ｚ
数
は
気
体
で
二
ぺ
び
Ｉ
．
八
ヒ

ー
‥
や
内
叱
面
眉
曹
司
冰
二
万
ペ
ペ
．
べ
り
社

腎
協
一
．
万
叱
ペ
ー
．
叱
Ｚ
、
り
金
額
は
ご
た
う
亙

門
叱
ペ
ヒ
円
、
内
心
雅
則
呻
．
凹
万
．
瓦
り
○
円
、

’
亡
町
吊
七
万
Ｆ
八
八
〇
円
・
．
ト
定
令
．
和
一
で
し

こ
汲
と
む
こ
Ｉ
ぷ
習
々
Ｗ
が
り
を
（
わ
せ
て

ド
町
の
．
肪
;
S
i
'
-
"
£
;
開
し
、
ぶ
々
瞰
し
こ
な
る
我
々

巾
片
々
川
り
防
ミ
医
竹
、
吐
勁
心
境
や
ツ
し
＼

＼

で
も
弓
心
ろ
ｋ
う
Ｉ
り
し
な
り
れ
ぱ
な
ら
な
い

ご
ｙ
ま
す
以
士
詣
汚
い
た
し
ま
す

わ
が
恋
人
は
ハ
レ
ー
す
い
星

透市
賢

裴

婦院

川

保

　

綾

子

川保綾子さん

　

皿
味
の
・
祐

　

も
う
そ
れ
は
ず
１
つ
と
｛
『
‥
の
～
に
ぶ
両
『
一
犬

の
か
ｙ
ｔ
が
v
＾
.
Ｓ
:
れ
の
迫
る
Ｉ
明
の
き
記
ぷ
砲

ド
ゴ
．
い
る
と
一
つ
．
ま
ヤ
ニ
？
そ
し
て
次
の

瞬
川
に
目
凹
原
７
あ
が
る
北
斗
ヒ
吊
そ
わ
が

あ
ま
り
に
感
動
的
７
つ
た
の
で
ご
Ｉ
．
の
．
ｙ
等
は
今

一
．
‐
」
Ｉ
｛
．
ぷ
・
叩
・
心
～
そ
の
＞
･
の
’
ニ
を
１
　
い

一
丿
‥
’
べ
．
’
勺
の
で
し
グ
｝

　

そ
し
て
ト
数
Ｉ
認
ｙ

T
C
て
し
た

皿
に
ご
Ｉ

の
。
ト
ー
は
。
泊

　
　

郎
味
は
？
と
聴
か
れ
る
と
弘
け
。
天
て
で

す
Ｉ
老
‥
ｔ
始
め
一
ふ
ら
も
う
ト
五
阻
に
は
な
り

ま
す
ね
え
ヒ
i
ｔ
>
＼
<
＼
：
'

ｒ
Ｉ
？
】
向
う
し
ご
び
矧

な
い
引
手
は
ホ
ー
つ
、
‥
…
乙
で
す
か
、
ロ
マ
し
千

。
ク
で
す
ね
え
と
お
っ
し
ゃ
る
そ
し
て
弘
。

　

。
勺
Ｉ
、
私
っ
て
ロ
ア
采
レ
シ
ご
っ
た
。
の
か

も
～
ヒ
新
た
な
窟
見
に
驚
き
、
思
わ
ず
子
し
て

し
ま
Ｉ
付
す
る
の
で
す
し
か
し
、
Ｒ
u
l
.
b
v
i
t
｡

し
ば
し
Ｉ
｛
に
訥
々
は
ず
ま
せ
る
う
ち
に
、
帽
手

の
'
■
V
I
_
:
'
Ｖ

"
*
る
み
ろ
と
Ｉ
・
、
つ
て
い
；
の
で
す
そ

し
て
。
ホ
ー
て
あ
な
た
は
竃
こ
人
て
す
ね
え

と
も
の
の
皿
分
も
た
た
ぬ
内
に
引
手
の
μ
ぢ
が

ロ
マ
ヽ
テ
レ
ッ
か
Ｉ
‘
ｙ
元
へ
と
１
　
り
心
り
、
そ
し

て
私
は
泡
ぢ
に
：
れ
る
の
て
あ
り
ま
し
た
そ
う
、

り
を
ほ
’
Ｊ
め
て
ト
。
だ
Ｉ
、
単
に
ロ
ｙ
ネ
ｙ
ク
を

続
け
る
の
Ｊ
非
世
雨
難
～
事
で
あ
り
ま
す

卜

Ｓ

－
－

－
－
－

－
－
－
‐

－
－
－
－
－

●

●

○
●

思
い
'
V
せ
ば
十
一
．
印
面
、
７
ぶ
鏡
を
于
に
し
て

以
乃
公
Ｉ
べ
そ
れ
を
か
っ
い
で
は
ム
ベ
の
な

い
貼
‐
叫
を
さ
＼
＼
f
.
'
.
'
.
い
．
び
亡
は
奴
に
さ
さ
れ
て
は

ぽ
一
ぶ
巾
か
ふ
み
に
胴
み
、
∴
’
レ
ル
ギ
九
昌

で
す
こ
’
・
『
は
二
二
れ
ま
ｔ
了
．
十
ス
2
0
1
七

な
る
申
、
一
晩
巾
り
袋
に
以
、
り
込
み
Ｉ
’
さ
I

I
.
;
;

る
・
こ
ぶ
ら
t
-
-
＜
-
'
Ｊ
　
１
ら
め
る
す
活
私
べ
Ｉ
、
一
ほ

ど
‥
｛
に
し
て
に
い
な
り
っ
た
利
か
Ｌ
へ
印
か
ら
μ
る

と
何
か
心
へ
だ
・
一
に
ｗ
Ｉ
な
け
蛸
に
叫
る
ら
し
い
弘

と
て
ご
Ｉ
に
・
Ｕ
ド
咀
の
皿
一
．
肩
な
ん
か
冷
う
う

り
う
ふ
ｙ
い
て
い
る
と
っ
い
・
－
な
ぜ
？
’
こ
一
自
分
の

ｔ
活
を
七
え
な
お
Ｌ
た
ミ
な
ろ
が
ち
あ
る
そ
れ

で
も
や
け
り
や
め
ら
れ
な
い
μ
る
こ
、
Ｊ
に
．
‐
物
鮮

に
惑
蛸
ヒ
ス
ゾ
ｙ
ン
ー
そ
し
て
ど
ん
な
バ
ヵ

一
．
礼
い
っ
し
Ｉ
に
や
っ
て
こ
れ
る
仲
川
准
と
い
る

≒
い
ヅ
．
か
そ
ん
ぢ
り
間
も
消
え
失
せ
て
し
ま

つ

お
か
し
な
ち
の
で
あ
り
ま
す

ま
７
ま
二
凧
・
化
面
心
内
・
り
で
も

つ
い
先
日

一
時
川
～
七
門
心
の
円
卓
そ
さ
ま
七
つ
だ
あ
げ
ヽ

持
っ
て
Ｉ
吋
っ
た
汐
打
ド
ン
．
一
八
″
ト
レ
一
削
し
た

も
の
の
、
そ
回
付
あ
っ
て
・
？
・
か
ぶ
町
し
い

流
‥
…
に
を
り
ざ
ヱ
．
こ
ら
え
る
小
か
で
キ
．
ま
し
た

始
め
て
Ｍ
に
り
イ
つ
を
・
‐
け
て
．
し
か
-
1

'
■
■
.
.
=
Ｔ

■
^
^
■
-
'
＾
'
-
＼

き
ま
す

．
Ｕ
ｊ

ｆ
ｌ
ｌ
ｌ

t･
が

ｙ
り
１
千
夕
う
、
感
剛
の
…
…
‥
１
　
一
っ

● 〃 -

・
し
て
付
ま
る
は
り
し
Ｉ
の
阿
暇
．
俘

い

ｰ←

Ｊ
ビ
ｙ
Ｌ
へ
の
長
．
ｊ
あ
り
ま
す
が
。
か
ん
ば
ら
わ

ば
し
Ｉ
μ
≒
‥
ふ
一
所
ｔ
に
て
欠
。
］
の
仏
て
あ
I
■
≪

し
た
乱
-
Ｖ
乱
筆
Ｉ
既
し
ま
し
ク
。
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脳
死
に
関
す
る
研
究
報
告
に
つ
い
て

市
立
札
幌
病
院

腎
臓
移
植
科

　　

為

平野哲夫医師

　

昨
毎
ト
．
一
月
六
日
り
宅
酋
外
学
叫
究
心
特
別
が

７
『
脳
死
に
関
す
る
研
究
班
～
竹
内
一
夫
眺
心
・

が
窟
心
さ
れ
ま
し
べ

　

こ
の
麗
‥
は
昭
和
円
ト
三
年
以
米
注
口
事
‐
痢
め

昭
和
円
卜
九
毎
に
発
々
、
一
れ
た
日
木
脳
波
学
･
m

死
Ｓ
ｎ
会
の
脳
死
診
断
哺
準
へ
表
Ｌ
以
来
の
脳

兄
閻
題
に
つ
い
て
の
討
議
を
嶼
大
収
し
た
も
の
と

い
っ
て
参
ヽ
、
今
後
φ
一
に
吟
良
ツ
的
・
社
会
的

険
討
が
必
s
y
j
i
i
c
-
ｙ
'
ｒ
れ
ま
す
が
こ
こ
で
は
そ
の

概
叩
を
簡
印
に
報
ｔ
‥
し
た
い
と
思
い
ま
Ｉ

報
告
の
概
要

　

報
占
は
二
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
膨
大
な
も
の
で

日
本
'
"
Ｓ
Ｅ
'
c
:
'
三
嘸
設
か
ら
嶼
め
ら
れ
た
Ｉ
、
三

ヒ
Ｏ
例
の
胴
死
と
診
断
さ
れ
ろ
た
も
の
を
対
象
と

し
た
検
討
分
析
し
た
も
の
で
Ｉ

　

こ
の
報
告
で
は
対
９
を
従
哭
の
一
次
性
の
も
の

剛
医
長

　

平

　

野

　

哲

　

夫

44゛

・
り
で
な
ヽ
二
次
性
の
脳
障
ｔ
‥
に
も
広
げ
て
い
ま

す
･
ｖ
?
六
歳
む
陶
の
乳
幼
児
お
ｔ
Ｊ
急
性
炳
物
申

心
・
低
体
温
・
代
川
内
分
泌
吻
ｔ
‥
な
ど
に
よ
る
も

の
を
除
外
し
て
い
ま
す

　

酋
断
り
準
を
喪
２
に
示
し
ま
す
が
胴
波
学
会
の

橘
哨
と
比
較
す
る
と
急
激
な
血
Ｂ
:
の
は
下
を
除
外

し
て
も
た
い
と
す
る
点
が
…
ｌ
。
な
っ
て
い
ま
す
そ

し
て
別
宅
に
あ
た
う
て
は
川
確
な
記
:
＾
'
｡
m
'
-
:
＝
Ｔ

る
こ
と
I
”
i
S
i
＾
判
七
に
卜
分
な
経
験
を
持
ち
移
哨

表1日本鵬波学会脳死委員会の脳死診断基準(1974年）

　

前提条吽／脳の急性一次性岨大病変､つまり初めから脳

　

に出血､挫傷等の広受な病変が存在することが明らかな

　

場合に限る.

　

1）渾雷睡

　

2）両側瞳孔散大､対光反射およぴ角膜反射の;川失

　

3）目発呼吸の停止（つまり人工呼吸器を装着していること

　　　

になる）

　

4）急､ｌな血圧降下とそれにひきつづく低血圧

　

5）平担脳波（脳直がまったく現れない）

　

6）以上の1－5の各条件がそろった舛点より6時間後まで

　　　

継続的にこれらの条件が満たされている

　

参考豪件／血管撮影上の&i循環停止所見．

　

瞳／脊髄反射消失は必須粂件ではない.脊髄を経由する

　

反射は脳死でもなお出現する場合かある．

(1985魚住)

衷2厚生省脳死研究班の脳死診断基準(1983年)
--
深昏睡

両剛瞳孔散大､対光反射および角膜反

射の消失

ザ

急､敏な血圧降下とそれにひきつづく低

|）

2）

3）

4）

血圧

平担脳波

以上ト5の条件が揃った時点より､6時

閻後まで恥続的にこれらの条件が満た

される

９
剛

(1985 ≪t住)ただし､4)は除外してもよい。

ヒ
県
関
Ｍ
の
医
師
二
ｚ
以
Ｌ
で
刊
定
す
る
ぞ
一
J
l

し
て
い
ま
す

　

表
５
は
魚
ぼ
徴
氏
云
几
大
学
胴
呻
経
外
科
Ｊ

が
a
:
…
々
の
脳
死
判
宅
域
準
を
簡
潔
に
ま
と
め
比
較

し
た
も
の
で
す
が
非
常
に
判
り
や
す
い
た
め
引
田

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
各
々
の
国
に
各
々
の

特
倣
が
あ
り
診
町
防
準
も
s
Ｚ
干
満
な
っ
て
い
ま

す
。

　

同
火
。
脳
作
と
Ｉ
、
植
物
状
態
反
川
ブ
な

ど
と
の
混
同
に
ｋ
る
混
乱
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

　

「
脳
死
」
は
明
確
に
診
町
で
き
る
と
し
た
点
で
大

き
な
符
徴
が
あ
る
と
七
え
ら
れ
ま
Ｉ
し
か
し
、

こ
の
報
ｔ
‥
で
は
［
布
指
針
で
は
脳
筧
を
も
っ
て
死

と
は
丿
］
し
て
｛
め
て
い
な
い
こ
Ｉ
述
べ
て
お
り
今

後
Ｊ
、
に
険
討
が
必
が
で
Ｉ

　

こ
れ
ま
で
、
腎
職
侈
榊
は
生
休
腎
移
航
や
「
心

臓
然
・
か
ら
の
提
供
が
行
な
わ
れ
て
お
り
必
ず
し

曹

脳
死
判
定
蕃
旱
の
比
較
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む
「
脳
然
は
絶
対
的
条
作
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
町
臓
・
心
臓
な
ど
の
臓
Ｍ
侈
植
で
は

　

。
脳
死
」
か
ら
の
提
供
は
絶
対
的
的
響

り
、
又
腎
臓
移
植
に
と
っ
て
も
脳
死
提
供
は
非
鵬

’
咽
ま
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
ｇ
々
の
経
験
が

　
　
ｆ
し
て
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
心
］
氏
な
ど
か
ら

の
険
お
で
も
表
４
に
一
*
/
>
す
通
り
我
'
a
T
で
も
年
川
推

Ｉ
脳
死
患
折
は
「
Ｏ
Ｏ
Ｏ
名
と
考
え
Ｉ
り
れ
こ
の

ｉ
~
字
は
他
の
報
ｔ
？
一
比
較
し
て
も
ほ
ぼ
妥
当
な
数

13－



表4脳死の推定発生頻度

　　　　　　　　

一

推定

年間

脳死総数

年間

総死亡者数に

対する比率)％〉

註

米国(Walker.

1981)
約1 詳細不明

英国くJennetIら、

1981)
約4{X刃 約06

年間総死亡者数

約67万人(1980)

厚生’「脳死に関
。昌ぷ

(1985)

約MX） 約0.4
年間総死亡者数

約74万人C1984)

(1385塩員)

Ｉ
と
唇
え
ら
れ
こ
。
汲
り
急
に
検
お
が
必
９
な
こ

と
を
靭
語
っ
て
い
ま
す

　

哺
々
の
励
を
而
し
て
Ｗ
、
検
討
が
r
ｌ
忽
に
ほ
な

わ
れ
る
こ
と
を
則
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
『

　
　
　
　

へ
市
立
札
幌
病
院
・
７
野
附
夫
光
生
Ｖ

　
　
　
　
　

r
北
海
此
粁
り
バ
ン
ク
Ｂ
五
り
か
・
り

－WWW-=J･-Wﾐ〃－
国民各位の理解により腎移植の正しい推進をは１

　

IZIに^■&Uiり屈贋k-eヽソ問９¶姐りａ-ﾘｖ Ｓａｃ-９１
かるにあたり、今餓かかる悪質な企てを根絶すべｌ

＜腎移植に関する当学会の見解を明らかにするたｉ

め、ここに声明を行うものであります．

　　　　　　　

昭和6Q年12月27日

　　　　　　　　　　　

日本移植学会
一 一 － -

ﾗイフサイェンス

総理府世齢贋査

脳
死
で
の
臓
器
移
植

反
対
4
5
％
越
す

　

新
し
い
　
１
死
の
判
定
咄
準
に
と
し
て
脳
呪
を
認

め
る
か
ゆ
う
か
が
綸
議
さ
れ
て
い
る
が
、
国
民
の

緊
数
呼
ヽ
は
脳
死
状
態
で
臓
器
移
植
す
る
こ
と
に

は
Ｑ
吋
し
、
腎
成
意
Ｑ
は
三
割
だ
っ
た
。
ま
た
延

命
沿
瞭
と
惇
戦
死
の
悶
係
で
は
、
峠
新
の
医
療
妓

j
g
で
宅
き
永
ら
｡
ｏ
.
(
i
j
j
;
n
'
　
;
:
＾
｡
＾
l
!
i
i
:
せ
る
の
を

吼
む
人
の
割
へ
‥
が
六
割
を
占
め
た
。
総
理
府
が
べ

目
発
μ
し
ぺ
う
I

-
r
'
エ
ン
ス
（
主
命
科
学
1

に
5
F
す
る
μ
論
調
心
砧
咀
・
で
ｙ
へ
川
の
生
命
と

死
に
か
か
わ
る
間
題
に
り
い
て
の
μ
綸
励
向
が
明

ら
か
に
な
っ
た
脳
。
哩
や
作
戦
便
を
テ
ー
マ
に
し

脳死状態で臓器移植を行うことの是非

総数

行ってょいりからなしERRRRF宍作りと

た
μ
綸
調
汽
を
政
府
が
実
嘸
し
た
の
は
初
め
て
。

　

川
査
■
ｗ
昨
年
七
一
月
六
日
－
十
五
日
に
う
わ
れ

々
総
理
府
の
に
論
調
汽
は
令
川
の
成
人
三
千
人

を
吋
９
に
す
る
ヶ
１
ス
が
ち
い
が
ね
今
回
は
「
初

め
て
の
調
査
項
目
で
院
叫
な
が
ぶ
も
多
い
１
　
へ
総

理
町
ご
モ
か
ら
、
吋
記
を
一
万
入
に
ｔ
い
げ
た
．

ｎ
効
川
答
率
ｆ
ヒ
円
・
四
？

　

調
心
晴
囃
に
Ｉ
？
一
、
胴
泥
状
段
で
臓
器
移
植

す
る
こ
と
に
っ
い
て
は
「
Ｑ
村
」
が
円
五
・
几
Ｑ

と
ち
数
を
占
め
た
が
、
「
跨
成
」
も
こ
九
こ
ハ
％

で
三
人
に
一
人
弱
は
脳
死
牛
Ｑ
肥
す
一
り
立
吋
だ
つ

糎顕職皿

l四国 .yE胞聡図箭E回

駆皿皿圖　　F:※箭ぶ頌暇

眼朧朧鑓

四劉圖冒

臨題詞
朧皿

男
女

／

20～29織

l}～39歳

1

40～49歳

四鏝

a〕歳以上

　

20

　　

40

　

｛沁

　　

80 ia〕％

（謁査対象7.439人）

０
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腎移植に関する日本移植学会の見解
Ｉ
・
－

　　　　　　　

声

　　

明

　　

文

　

いわゆる生体腎の充買問題に関しては、昭和59

年11月当学会としても移植医たる会員に対し一文

を発し毅然として医療倫理を貫＜ことを再確認し

たところであります．もとより移植医たる者がか

｜かる愚行に関与したことは全＜無＜、またかかる

１事態は今後もあってはならないと考えます.
｜

　

しかるに甚だ遺憾なことに、世間にはこれに類

ける轡利的な事巣を企てる者かいまだに散見され

!るという事実かあります．

　

腎臓移植は法定の手続きを経て摘出される死体

腎によることが基本であり、やむを得ない事情に

より家族問・血族間等に生体腎移植を行う鳩合は

あっても第三者からの生体腎の移植は、いかなる

事情があろうとも現状においてはこれを慎しむぺ

きであると考えます．

・



た
。
ニ
。
分
か
ら
な
い
し
一
円
・
瓦
？

限
齢
Ｍ
で
み
る
と
、
二
十
歳
代
で
は
「
廿
成
’
・

円
０
９
で
「
l
＾
;
ｒ
’
三
八
・
え
ぶ
一
Ｌ
回
っ
た
が
、

三
１
　
ａ
代
以
Ｌ
で
は
比
率
か
逆
転
し
、
ａ
齢
叱
す

る
ほ
ど
「
ｗ
:
？
'
が
「
竹
成
」
を
ト
。
回
る
傾
向
を

に
せ
芯
性
別
で
は
「
餓
成
に
に
な
性
た
り
男
性

が
ち
…
「
Ｑ
対
」
で
は
男
な
哨
が
特
に
に
ら
れ

な
か
っ
た

　

･
ｓ
ｙ
が
和
明
症
状
に
な
っ
た
際
、
最
新
の
医
り

伎
術
で
延
命
を
Ｉ
図
る
の
が
ｋ
い
か
、
そ
れ
と
も
>
/

命
に
任
せ
!
？
の
が
吼
む
か
の
質
問
で
は
「
有
命
に

任
Ｉ
石
几
・
六
％
に
対
し
戻
原
で
f
l
>
＝

1
1
1

一
ご
’
一
Ｑ
に
と
ど
ま
っ
た

　

肉
親
が
心
片
で
征
命
の
心
思
が
'
■
４
-
明
の
励
八
‥
は

　

「
寿
命
入
一
ぷ
、
。
延
命
・
こ
几
・
几
ら
、
肉

親
が
心
ｃ
で
延
命
治
療
冷
愚
＆
木
人
が
希
吼
し
た

い
叫
ぺ
‥
に
は
「
心
命
｀
一
五
几
・
三
？
「
征
命
’
一

一
六
・
だ
？
一
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス

　
　
　

ｅ

で
も
り
命
に
ぽ
す
山
が
強
か
っ
た
。
終
末
医
療
が

延
命
わ
り
に
爪
‥
刄
．
Ｍ
い
て
進
め
ら
れ
る
巾
で
、

作
戦
死
岑
‐
患
片
の
咄
利
と
し
て
認
め
ｋ
う
と
の
山

が
広
が
っ
て
い
る
と
も
い
え
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
氏
師
か
ら
「
他
人
の
心
臓
や
肝
臓
の
移

植
手
術
を
受
け
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
」
と
心

ｔ
‥
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
臓

器
侈
お
を
受
け
て
胃
ぶ
‐
治
し
た
い
１
　
四
万
八

ら
、
。
そ
う
ま
で
し
て
伺
ぷ
。
朴
し
た
’
ヽ
な
い
’

円
「
九
ら
と
ほ
ぽ
一
石
さ
れ
た

　

［
分
の
蛇
悛
哨
膜
や
腎
臓
（
じ
ん
ぞ
・
？
を

寄
附
し
て
も
ｋ
い
か
ど
う
か
の
質
問
で
は
、
肖
七

す
一
穴
砲
が
四
「
一
こ
％
、
召
電
は
三
ヒ
・
瓦
Ｑ
、

"
･
t
"
か
ら
な
い
こ
。
一
こ
。
り
だ
っ
た
。

　

ま
た
う
＼
｡
-
ｖ
-
＾
ｖ
-
ｴ
ヽ
久
の
唯
一
ぶ
に
t
i
-
す
'
｡
？
§
■

侍
で
は
、
八
二
・
六
ら
の
人
か
Ｉ
。
明
侍
す
る

‘
と

芥
え
、
晟
も
多
承
け
ら
れ
た
Ｉ
柄
は
「
が
ん
や

?
i
"
３
.
性
呪
小
一
の
沿
療
」
（
四
五
・
一
心
）
だ
っ
た
。

盾
蒔
」

　

こ
ビ
放
映
「
脳
ｗ

　
　
を
こ
え
て
」
を
視
て

　

テ
レ
ビ
で
『
脳
死
を
こ
え
て
″
．
を
放
映
す
る
と

い
’
ユ
ド
う
マ
で
、
腎
不
<
*
*
を
ど
の
Ｅ
t
S
'
説
明

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
と
興
味
を
持
つ
て
い
に

　

私
が
透
析
を
始
め
て
か
ら
六
年
半
の
川
、
友
人

Ｉ
か
ら
「
透
折
瞭
限
っ
て
ど
ん
な
こ
と
す
る
の
」

愕
二
訟
高

　

道

章

と
聞
か
れ
、
そ
の
都
哩
説
明
し
て
い
る
つ
も
り
だ

が
、
ほ
と
ん
ど
即
解
さ
れ
て
い
な
い
と
Ｉ
砥
さ
せ

る
あ
る
人
に
「
週
に
何
時
川
位
す
る
の
」
と
聞

か
れ
、
「
一
回
五
時
間
で
．
週
三
回
す
る
ん
だ
古

と
答
え
て
、
び
フ
ヽ
り
さ
れ
る
が
、
し
ば
ら
く
し

丿

脳
死
と
い
わ
れ
た
英
次
（
西
川
き
よ
し
）
を

兄
守
る
森
子
（
大
康
麗
子
）
は
、
野
村
医
師

（
木
内
み
ど
り
）
に
、
夫
は
生
き
て
い
る
と
、

死
を
認
め
な
か
っ
た
Ｉ
写
Ｘ
は
Ｓ
Ｔ
Ｖ
提
供

’
．
．
Ｊ
匂
川
目
Ｊ
贋
’
訟

糾i『
ノ
ｊ
Ｊ
．

λ
ｙ
Ｌ
‘4:べ

て
、
そ
の
ぺ
に
・
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ
て
、
び
っ
こ

り
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
た
び
た
び
あ
る
あ

る
人
か
ら
は
「
鳥
?
５
ｚ
ｒ
'
.
ｍ
を
と
り
か
え
て
い
る

ん
だ
っ
て
ね
大
変
だ
ね
一
と
Ｉ
わ
れ
、
こ
ち
ら
の

ほ
う
が
驚
’
ヽ
こ
と
も
あ
る
ま
だ
ま
だ
＼
ｔ
-
-
＾
-
t
ｒ
=

透
析
に
対
す
る
理
解
の
低
さ
を
W
l
じ
て
い
る
が
、

ド
ラ
マ
の
巾
で
は
、
短
い
″
‥
囃
で
は
あ
る
が
、
透

析
は
一
Ｉ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
透
析

時
川
が
Ｍ
い
こ
と
、
腎
移
植
し
か
根
治
療
法
が
な

い
こ
と
、
Ｉ
の
説
明
が
あ
っ
な

　

ド
う
マ
巾
、
な
の
Ｆ
の
出
一
行
に
、
－
汗
が
出
な

い
の
で
休
か
か
ゆ
い
の
に
貿
べ
物
の
昧
が
し
な

い
の
Ｉ
「
透
析
し
て
い
る
と
背
が
大
き
て
な
ら
な

い
の
’
一
と
な
の
ド
人
心
一
に
話
し
か
け
さ
せ
て
．
透

析
も
ま
た
、
間
司
の
あ
る
こ
と
り
ほ
え
ｋ
う
と
し

て
い
る
．

　

脳
死
で
の
Ｓ
?
:
:
l
£j
i
:
の
陥
刈
間
Ｕ
に
つ
い
て

は
、
移
植
医
と
内
科
医
の
川
で
心
‥
ｔ
を
た
た
か
わ

■
^
1
て
医
行
の
川
に
も
、
様
々
な
心
Ｑ
や
吟
え
ち
が

あ
り
、
侈
植
に
対
す
る
巴
え
を
深
め
ｋ
う
と
い
う

励
㈲
が
あ
っ
々
侈
榊
医
は
り
炒
ヽ
、
胴
死
状
態

で
の
頌
Ｅ
提
供
を
訴
え
て
い
た
の
が
ぷ
い
出
さ
れ

る

　

ド
う
マ
は
、
や
せ
な
一
机
の
西
陣
織
の
夫
婦
が
、

心
が
七
通
ぶ
故
で
胴
死
を
‐
ｔ
‥
げ
ら
れ
る
々
を
ド
ヘ

y
一
に
し
て
い
ろ
か
け
っ
け
た
一
々
は
動
い
て
い
る

心
臓
を
み
て
、
「
り
休
が
あ
た
た
か
い
、
ま
だ
生

き
て
い
る
し
Ｉ
叫
ぶ
が
、
医
師
は
、
心
臓
は
機
械

で
勣
か
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
r
i
ｔ
t
Ｏ

!
i
'
し

て
、
町
ｆ
ｋ
の
患
行
の
た
め
に
腎
臓
を
樅
供
し
て

ほ
し
い
と
．
尽
に
頼
む
ド
ヘ
公
は
・
『
な
ん
で
他

Ｌ
、
印
の
た
め
に
、
そ
ん
な
こ
と
せ
な
あ
き
ま
せ
ん

の
’
・
と
す
る
ど
い
日
で
に
ら
み
返
す
シ
ー
ン
に
は
、

ド
キ
リ
と
さ
せ
ら
れ
た
．
'
Ｘ
.
＾
”
'
が
戦
鼎
提
供
与
・

Ｍ
意
す
る
川
、
ド
う
マ
の
巾
で
、
「
お
じ
さ
ん
の

町
臓
を
私
に
ち
ょ
う
だ
い
‘
と
女
の
于
に
．
四
わ
廿
・

て
、
私
の
ほ
う
が
お
ろ
お
ろ
し
た
り
、
ま
た
夫
の

は
が
ｓ
ｓ
.
移
佃
で
光
を
と
り
Ｍ
す
シ
ー
ン
が
あ
っ

た
り
す
る
夫
の
心
Ｓ
(
が
動
い
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
泰
尼
が
冷
じ
、
な
っ
て
ゆ
こ
と
い
う
現
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実
に
、
ト
人
公
も
や
っ
と
脳
死
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
た
と
思
「
提
供
を
受
け
る
側
の
恐
若
や
、

侈
哨
吸
の
心
者
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ー
で
、
移
植
を

受
ｒ
.
＼
'
=
ｃ
:
＾
、
移
植
筏
の
生
活
の
竃
化
。
汗
の
出

る
ｔ
i
ｒ
^
Ｐ
:
が
、
短
時
川
で
は
あ
っ
た
が
、
ド
ラ
マ

の
中
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
移
植
に
頼
る
し
か
な
い

心
肴
の
忿
嚇
を
説
明
し
て
い
た
と
思
わ
れ
て
、
よ

か
っ
た
と
思
う
。

　

今
ま
で
、
死
休
腎
移
植
に
っ
い
て
は
、
ど
う
せ

灰
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
人
の
た
め
に
な

る
の
な
・
り
、
臓
器
提
供
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か

と
り
、
考
え
て
い
た
が
、
ぺ
川
の
死
と
い
う
、
人

主
最
大
の
悲
し
み
を
前
に
す
る
と
、
と
て
も
モ
ん

な
も
の
で
は
な
い
Ｍ
ｔ
の
人
の
暖
か
い
休
温
を

感
じ
な
が
ら
、
い
く
ら
脳
死
を
診
断
さ
れ
て
も
、

理
解
し
じ
ヽ
な
い
と
忠
う
も
の
尽

　

ｍ
'
ｓ
を
法
~
Ａ
＼
し
て
で
は
り
ヽ
、
社
会
的
な
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
Ｓ
t
？
-
Ｌ
'
め
に
は
、
も
っ
と
小
一
昔
自

口
の
以
刈
な
訴
え
ご
Ｗ
ン
ペ
ー
ン
や
、
吐
会
的

な
啓
も
う
溥
励
が
必
I
j
'
-
i1
=
3
'
r
^
'
「
死
後
の
腎
臓

を
提
供
し
て
下
さ
い
こ
Ｉ
い
う
、
患
者
に
し
か
で

き
な
い
蕭
動
が
必
要
だ
と
思
・
ス

　

艇
筏
に
、
．
り
Ｊ
作
i
C
の
抄
吋
志
m
＼
ん
が
、
ド
う

マ
終
了
J
?
'
に
び
嚇
し
て
、
あ
の
独
特
の
呉
剣
な
ま

な
ざ
し
で
、
品
り
一
腎
臓
提
者
カ
ー
ド
の
品
り
）

を
ｔ
‥
げ
て
、
「
こ
れ
が
私
の
桔
綸
で
す
」
と
視
聴

弓
に
死
後
の
腎
臓
提
偶
を
訴
え
て
’
ヽ
れ
た
の
が
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
な

病
院
・
患
者
会
紹
介
Ｏ

札
幌
市
渡
井
医
院
の
巻

　

札
幌
に
た
だ
一
線
残
っ
て
い
る
市
飛
で
、
「
西

線
十
円
条
」
の
停
留
場
に
降
り
て
、
一
Ｔ
目
丙
ヘ

ヴ
」
、
大
き
な
山
郷
郵
便
Ｑ
の
隻
手
に
．
阿
片

医
院
が
あ
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
な

Q

’゛ふ･｀
Q

■■-≫.-'

禰
渡井院長先生

　

昭
和
四
十
六
年
六
月
に
、
札
幌
逓
付
病
院
泌
限

i
a
科
部
艮
を
辞
し
て
、
人
工
腎
臓
セ
ン
タ
ー
と
ｃ

既
に
｀
‥
い
て
開
零
し
芯
た
ち
ま
＼
…
ぺ
工
腎
臓

セ
ン
タ
ー
と
漂
一
ぶ
す
る
の
は
違
反
で
あ
る
と
1
わ

れ
、
白
ペ
ン
キ
を
侍
っ
て
塗
り
つ
ぷ
し
に
'
　
＆
と

l
-
-
こ
り
ゆ
き
廻
っ
た
。
勤
防
医
ば
か
り
や
っ
て

い
て
、
μ
川
知
ら
ず
だ
っ
た
た
め
だ
が
、
何
故
悪

い
の
か
と
腹
を
立
て
た
も
の
だ
っ
な

　

そ
の
前
年
、
名
古
■
ｓ
;
の
巾
･
■
:
4
-
３
:
Ｓ
の
透
析
察
へ

国
内
留
学
し
て
、
長
嘲
透
析
療
法
が
確
立
さ
れ
た

の
を
学
ん
だ
の
が
開
宴
の
き
っ
か
け
だ
一
つ
≒

　

た
っ
た
二
台
の
キ
ー
ル
型
人
工
腎
り
で
、
一
天

の
心
≫
ｃ
さ
ん
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
Ｗ
．
改
な
い
尿

ぶ
悒
一
の
闘
い
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た

　
　
　

●

　

現
住
は
五
○
名
の
患
者
さ
ん
が
．
:
ｔ
"
=
i

i
ｔ
v
ル

ー
プ
と
、
改
間
’
月
・
水
・
金
Ｊ
の
Ｉ
プ
ル
ー
プ

に
分
れ
て
、
二
十
三
白
の
機
械
で
冶
療
を
受
け
て

い
る
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
ｒ
-
い
て
も
一
名

ａ
度
で
、
治
療
の
耽
捗
を
痛
感
し
て
い
蕩

　

ス
タ
ッ
フ
は
ナ
ー
ス
Ｗ
．
六
名
、
改
べ
ｇ
、
テ
ッ

ニ
シ
ャ
ン
六
名
ａ
．
攻
分
担
)
、
栄
糞
士
一
名
、

そ
の
他
六
名
で
、
総
夥
二
十
六
名
で
あ
『

　

院
口
と
ス
タ
″
フ
の
ミ
ー
'
r
"
"
ン
グ
は
、
月
・

木
の
二
同
、
ナ
ー
ス
・
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
そ
れ
ぞ
れ

の
ミ
ー
ー
ン
プ
ー
回
を
行
な
っ
て
い
る
戚
械
、

吟
肖
、
庄
眠
、
レ
ジ
ャ
ー
保
冷
、
数
力
月
交
丼
で
．

マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
ぬ
よ
う
心
が
け
て
い
!
？
=

　

院
妊
と
忠
膏
の
間
の
コ
ミ
ご
フ
ー
シ
ョ
ン
を

多
＆
つ
よ
う
ぶ
か
け
に
心
が
け
、
年
に
一
度
は

話
し
<
!
:
ｓ
の
拗
そ
？
ヽ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー
テ

ーい
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
≪
H
が
陥
ね
し
て
、
院
内
欄

　

『
四
季
の
詩
１
　
　
を
年
四
同
手
刷
り
で
発
行
し
、
も

う
ぺ
球
に
な
る
こ
と
で
男

　

近
庫
の
‐
々
弓
傾
向
と
し
て
、
旅
行
、
所
剛
で

札
幌
へ
哭
ら
れ
、
Ｓ
時
透
析
を
し
て
い
’
ふ
″
‥
さ

ん
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
、
去
即
は
、
鳥
取
、
大

阪
-
I
T
川
、
甲
町
な
ど
か
ら
総
敬
で
三
〇
名
り
恥

・
り
れ
し
こ
と
で
す
伐
‥
ん
で
帰
っ
て
い
か
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｅ

岑
．
Ｑ
る
の
は
'
　
Ｎ
私
遠
に
と
っ
て
も
ａ
‥
ン
で
す
．

　

調
ｆ
の
ｋ
い
ぶ
ぱ
か
り
｀
‥
き
ま
し
た
が
、
院
I
-
Ｖ

も
、
ス
タ
″
フ
も
小
一
片
さ
ん
も
、
辛
い
こ
と
、
い

や
な
こ
と
は
幾
ら
で
も
あ
り
ま
す
色
々
な
苦
し

み
を
．
収
り
越
え
て
生
き
て
い
か
ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と

に
例
外
は
あ
り
ま
せ
ん
お
互
の
岫
‥
彫
を
口
じ
て

明
一
９
ヽ
宅
き
て
け
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

小
哀
‥
‥
．
．
・
一
は
本
限
七
月
発
ほ
し
た
ぱ
か
り
で
す
が

芳
貿
隋
斡
串
の
も
と
で
、
β
哩
秋
に
は
院
妊
夫
J
＆

と
職
い
と
の
ヽ
‥
同
で
の
ブ
ラ
ン
キ
棟
っ
て
お
り
ま

す

　

患
ｙ
‥
会
は
総
勢
五
〇
人
で
中
学
生
、
扁
校
生
か

ら
大
瞑
明
ｆ
ｃ
Ｊ

I
J
i
'
J
f
i
D
？
女
の
乙
士
済
々
で
十
年

以
"
Ｒ
一
五
大
、
も
お
り
ま
す
．

　

眉
腎
ｉ
だ
の
む
崎
鳶
氏
も
当
Ｅ
院
で
五
十
二

渡井医院正面玄関から全景
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年
六
月
か
ら
透
析
岑
受
け
難
付
連
の
理
１
一
し
て

乙
忙
の
か
た
わ
ら
健
康
保
険
法
の
改
雨
に
伴
な
い

十
月
一
日
実
権
と
が
ら
ん
で
ｔ
:
庁
、
札
幌
市
Ｉ

の
け
政
部
門
へ
と
び
ま
わ
っ
て
ね
ｏ
ま
Ｉ

　

今
後
都
市
中
心
の
…
…
作
者
川
が
Ｉ
閤
さ
れ
る
な
か

で
珊
内
は
私
立
病
院
が
吸
‥
収
會
八
〇
％
を
占
め

て
い
る
現
状
の
な
か
で
は
、
こ
こ
Ｉ
、
二
年
で
飽

和
状
態
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
廿
応
が
‥
ｙ
忽

に
９
ま
れ
る
な
ビ
ご
け
啓
一
の
コ
、
ヨ
ッ
ト
が
川

急
の
川
司
で
す
．

［
応
㈲

福
祉
ハ
ガ
キ
が
貰
え
ま
す
。

私
坊
、
透
析
小
一
’
‥
は
、
一
’
卜
枚
の
福
随
感
Ｊ
‥
を

い
た
だ
け

ま
す
こ
れ
+
*
'
郵
政
竹
の
ご
り
心
に

-
Ｕ
｡
Ｏ
も
の
で
す
．

　

四
月
】
日
よ
り
五
月
三
卜
一
日
ま
で
で
す
手

統
の
方
法
は
、
り
体
障
Ｉ
考
手
帳
と
印
鑑
を
持
ち
、

近
こ
の
郵
便
Ｑ
に
お
い
て
申
Ｍ
を
し
て
下
さ
り

　

後
日
．
ご
自
宅
の
ち
へ
送
ら
れ
て
ま
い
り
ま
す

　

大
き
な
集
配
Ｑ
で
は
、
同
じ
区
の
随
民
で
あ
れ

ば
１
　
ぐ
酉
え
ま
す

　

せ
っ
か
こ
の
制
哩
で
す
の
で
、
咀
非
ご
利
刷
Ｆ

さ
い

圓
年金改正に寄せて

　　　　　　

(その一)

０４月１日から新年金制度が発

　

足しました。わからない【nlも

　

あろうかと思いますので。シ

　

りーズで解脱していきます。

　

ご番考にして下さい｡

　　　　　　　　

(編集委八会)

　

す
で
に
ご
な
知
と
思
い
ま
す
が
ご
。
年
四
月
か

ら
阿
し
い
年
金
制
曖
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
し
い
印
池
制
度
で
は
、
自
９
鍵
男
の
ほ
か
に

蜂
う
り
Ｉ
マ
ン
や
そ
の
奥
さ
ん
も
す
べ
て
川
民
年

き
に
Ｉ
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
邸

　

今
年
四
月
か
ら
、
夫
は
会
社
で
厚
生
年
金
に
入

れ
ば
同
時
に
国
民
Ｂ
<
＾
:
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
モ

の
Ｓ
Ｔ
ｉ
ん
も
［
分
で
保
険
料
を
払
う
こ
と
な
く
自

勅
的
に
岡
民
年
金
に
川
入
し
た
こ
と
に
な
り
ま

Ｉ
（
保
険
料
は
夫
か
加
入
し
て
い
ろ
り
生
羊
金

ほ
同
制
度
か
ら
支
払
わ
れ
ま
男
丿
被
扶
費
確
Ｊ

の
た
め
、
国
民
年
池
に
任
意
加
入
し
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
あ
て
に
は
役
所
か
ら
「
現
況

Ｍ
＼
(
Ｗ
.
民
年
金
ぼ
意
加
入
唆
侠
険
者
現
況
届
ｔ
)

が
配
ら
れ
て
い
ま
す
手
続
き
を
お
忘
れ
な
＼
/
'

　

岡
民
限
金
宋
加
入
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

は
、
い
ず
れ
手
続
き
の
お
知
ら
せ
が
公
報
に
載
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ヶ
Ｉ
ス
ワ
ー
カ

1
1
1
た
は
"
Ｅ
-
民
限
m
へ
お

間
い
｀
‥
わ
せ
ド
さ
い
。

　

次
に
、
新
し
い
即
余
制
度
で
の
陥
Ｍ
限
金
は
ど

の
ｕ
う
に
な
る
の
か
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
初
お
日
前
の
国
民
限
き
の
保
険
料
滞
納
町
川

が
、
加
人
明
川
の
１
了
未
胸
で
あ
る
か
ｓ
初
お

目
に
一
千
歳
お
祠
で
あ
れ
ば
、
透
析
導
入
に
な
っ

た
励
｀
‥
。
呻
ｔ
．
‥
坊
礎
即
金
。
が
支
綸
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
あ
な
た
が
、
叫
り
宝
陪
席
硲
入
し
て
い

れ
ば
、
そ
れ
に
。
．
g
i
:
-
i
:
<
ｕ
;
:
i
:
i
>
＾
。
が
ｈ
噴
み
さ

れ
ま
す

　

た
だ
し
、
肋
・
の
ち
は
所
り
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ｊ
八
歳
そ
尚
の
お
子
さ
ん
、
も
し
く
は
、

一
石
歳
未
満
の
啼
ｔ
‥
児
の
お
ら
れ
る
な
は
、
。
い
ｆ
削

の
咄
ほ
が
あ
り
、
陶
の
ち
で
、
そ
の
Ｓ
-
ｒ
:
の
り
哩

か
三
級
の
方
は
、
障
ｔ
‥
リ
生
即
急
の
み
支
給
さ
れ

ま
す

　

現
住
支
綸
さ
れ
て
い
る
年
金
が
、
少
し
竃
わ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
よ
。
？
お
間
い
ａ
わ
せ

★従来の年金制度と新制度

□
ぼ
川
］

　

□
凶
円
‐
］

ｊ級障害

３級障害２級障害

障害厚生年金
　　（２級）

配偶者の加給年金

障害基礎年金
(600.000円)

子の加算

障害厚生年金
　　（】級）

配偶者の加給年金

障害基礎年金
(750. Cχχ)円)

子の加算

は
、
お
７
軽
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
市
役
所
川
民

球
戯
瀾
へ
。
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ｔ
恥
青
年
交
流
集
会
へ
参
加
し
ｆ
、

札
幌
東
ク
リ
ニ
ッ
ク
岡

　

根

　

徳

　

政

　

東
京
行
き
の
目
的
は
令
田
青
年
交
流
集
会
の
心

腎
代
表
と
い
う
屑
に
爪
く
の
し
か
か
る
よ
う
な
名

目
だ
っ
た
。
始
め
は
断
つ
だ
の
だ
が
、
会
ａ
さ
ん

に
、
ポ
務
Ｑ
妊
さ
ん
が
、
ぜ
ひ
に
と
い
う
の
で
。

一
リ
ヽ
こ
と
に
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
仕
Ｑ
の
人
材

不
足
を
感
じ
た
。

　

さ
て
、
困
っ
た
。
飛
行
機
に
な
ん
て
勁
っ
た
こ

と
な
い
し
、
東
‥
以
な
ん
て
】
け
っ
た
の
は
'
　
Ｓ
孚
旅

ワ
ヽ
ら
い
な
も
り
始
め
て
飛
行
機
に
婉
っ
て
感

岡根徳政君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

忽
と
い
え
ば
、
ま
る
で
、
出
来
の
悪
い
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
か
、
ジ
ヱ
″
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る

Ｈ
う
な
竃
分
だ
っ
た
。
そ
れ
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
う
ち
に
、
羽
田
に
傭
い
て
し
ま
っ
た
。

　

会
場
に
つ
い
て
み
る
と
、
六
五
≪
0
の
令
旧
か
ら

゛
つ
た
六
五
名
の
、
び
剱
者
名
簿
が
あ
り
、
私
の

名
ま
え
は
そ
の
一
番
ｈ
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
。

な
ん
の
こ
と
は
な
い
北
か
ら
順
に
並
べ
て
い
た
だ

け
の
こ
と
で
あ
苓
集
っ
た
連
中
は
と
い
う
と
、

青
年
交
流
Ｓ
<
i
'
4
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
若
い
人
達

で
い
っ
ぱ
い
…
…
の
は
ず
だ
っ
た
。
い
な
い
…
…

数
え
ろ
罹
し
か
、
い
な
い
の
だ
。
そ
れ
こ
そ
、
が

っ
て
の
青
年
は
、
た
く
さ
ん
、
い
る
の
だ
が
…
…
…

　

青
年
交
流
嶼
会
は
、
今
年
、
一
九
八
五
年
は
、

　

「
參
㈲
・
開
発
・
平
和
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
:
ｍ

ｇ
ｔ
i
i
r
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｙ
）
’
Ｊ
だ
そ
う
で
ブ
ヽ
だ
い
て

い
う
な
ら
、
「
青
年
の
間
に
、
平
和
、
人
榊
、
及

び
人
類
の
基
木
的
自
由
の
尊
爪
、
人
類
の
連
帯
、

並
び
に
発
腱
へ
の
Ｍ
目
的
へ
の
献
り
と
い
う
理
想

を
、
に
め
る
こ
と
が
必
９
で
あ
る
」
と
い
う
い
ひ

ょ
う
を
つ
い
た
、
出
だ
し
で
始
っ
た
。

　

こ
の
浸
た
ら
し
い
テ
ー
マ
を
の
べ
た
あ
と
、
透

析
患
者
の
か
か
え
て
い
ろ
問
題
点
に
つ
い
て
討
論

さ
れ
な

　

ま
ず
第
一
に
、
透
析
患
嗇
の
高
齢
化
で
す
。
そ

の
ｉ
Ｓ
Ｓ
と
し
て
青
年
層
の
比
率
の
低
下
を
憲
味
し

ま
す
数
字
的
に
み
て
も
、
患
者
総
数
が
六
万
人
弱

で
、
統
計
ｈ
「
青
年
」
と
し
て
い
る
一
五
歳
～
二

四
以
ま
で
の
若
い
小
一
考
は
全
体
の
二
・
四
ｓ
、
数

に
し
て
Ｉ
、
三
〇
〇
瓦
剥
で
す
ご
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
、
運
動
強
化
を
、
ｋ
ぎ
な
く
さ
れ
る
中
で
若

い
力
を
必
m
ｗ
)
れ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
多

＼
/
の
３
?
<
J
!
]
'
　
-
５
つ
て
の
有
年
が
、
が
ん
ば
ら
ざ
る

を
り
な
い
の
が
、
今
の
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

●

　

こ
う
し
た
中
で
第
二
の
問
Ｕ
点
と
し
て
、
透
析

人
口
の
増
加
や
、
医
療
費
の
増
加
刄
の
こ
と
で
Ｉ

医
療
、
柵
祉
の
切
り
捨
て
時
ほ
と
な
り
、
私
た
ち

の
雌
動
な
し
で
、
私
た
ち
自
４
を
守
も
ろ
こ
と
も

極
め
て
む
ず
か
し
く
な
る
一
方
で
、
ｎ
析
小
一
昔
が

十
万
人
を
超
え
る
日
近
か
く
、
先
破
が
死
を
堵
け

て
愕
ち
と
っ
た
今
の
状
況
を
少
し
で
も
ａ
く
保
つ

た
め
に
も
、
新
し
い
わ
れ
わ
れ
の
９
求
を
孵
ち
と

る
た
め
に
も
、
企
（
過
）
腎
協
の
運
動
強
化
は
必

ｗ
不
可
欠
な
も
の
と
思
い
ま
Ｉ
こ
う
し
た
運
動

他
化
の
中
で
「
ぜ
ひ
若
い
力
を
」
と
吼
み
'
　
'
Ｓ
持

+
1
S
ど
こ
の
腎
友
会
で
も
同
じ
も
の
で
し
喘

　

ｌ
二
の
題
点
と
し
て
腎
友
ゑ
の
庁
年
部
を
ど
う

す
る
か
。
に
つ
い
て
、
青
年
部
と
は
、
各
祁
心
府

跳
組
織
の
一
部
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
机
槻
の
指
導
、

援
助
を
も
と
に
、
遊
び
た
い
、
学
び
た
い
、
働
き

た
い
、
結
婚
し
た
い
な
ど
ほ
々
な
要
求
に
む
え
ら

れ
る
よ
う
組
織
化
し
た
も
の
で
、
ｔ
に
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
学
習
会
。
研
作
会
な
ど
、
情
報
交
換

を
±
i
!
＊
と
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
活
動
は
し
て
み
た
も
の
の
、
仕
Ｉ
は

し
た
い
が
、
職
安
へ
行
っ
て
も
適
当
な
仕
事
は
な

^
/
'
Ｓ
ｇ
し
た
い
が
、
そ
の
あ
と
の
不
安
も
絶
え

な
い
、
と
い
う
悩
み
を
持
つ
人
も
多
く
、
透
析
に

導
入
ば
っ
か
り
に
、
職
場
を
転
々
と
し
た
と
か
、

橡
談
が
破
ｎ
に
な
っ
た
と
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ

と
を
断
ち
ま
せ
ん
。
体
験
行
か
ら
の
教
訓
や
ア
ド

バ
イ
ス
も
、
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
結
岫
と
し
て
、

愚
行
自
身
の
、
努
力
と
磁
性
し
か
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｅ

　

こ
れ
を
読
む
人
の
中
に
、
腎
々
《
つ
て
な
に
や

っ
て
ん
だ
と
思
う
人
は
い
て
も
、
腎
々
会
が
な
こ

な
れ
ば
い
い
と
思
う
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
Ｉ

腎
友
会
を
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
な
ら
、
ぜ
ひ
と

も
ほ
ほ
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
、
そ
こ
で
令
閥
共

涸
な
悩
み
と
し
て
、
ほ
い
の
後
継
膏
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
や
っ
て
い
る
こ
と
と
い
え

ば
、
「
会
Ｑ
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
頭
を
下
げ

　

r
g
c
＾
を
お
願
い
し
ま
亡
と
皿
を
下
げ
'
　
＊
'
Ｓ

自
口
は
損
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
徳
す
る
こ
と
な

ど
な
べ
さ
ら
に
は
、
法
律
条
例
が
輿
い
方
に
傾

い
て
当
然
で
、
も
し
も
。
悪
い
方
に
傾
け
ば
「
お
ま

え
ら
な
に
や
っ
て
ん
だ
」
つ
て
頗
さ
れ
る
I
　
ｖ
れ

か
が
い
っ
て
た
、
「
役
い
さ
ん
に
は
懸
い
け
れ
ど

り
こ
う
じ
ゃ
で
き
な
い
こ
と
だ
」
つ
Ｉ
ｙ

　

こ
れ
で
は
後
継
者
が
介
だ
な
い
の
も
無
理
は
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
腎
を
会
活
助
が

必
要
な
ん
だ
と
、
小
一
昔
一
人
ひ
と
り
が
忘
れ
な
け

れ
ば
、
後
m
ｖ
i
必
ず
晋
つ
と
i
*
n
じ
て
い
ま
す
。

　

き
つ
い
日
程
を
。
綿
え
て
、
比
較
的
拾
い
連
中
と

は
意
Ｑ
も
Ｊ
r
[
つ
た
、
自
分
の
稽
え
て
い
る
こ
と
は
、

相
手
も
考
え
て
い
た
し
、
ま
た
、
そ
の
符
え
も
に

い
だ
せ
ず
に
あ
え
い
で
い
た
。
お
互
い
の
傷
が
手

に
と
る
よ
う
に
わ
か
っ
た
の
も
青
年
交
流
嶼
会
の

一
つ
の
成
叫
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
と
い

っ
た
解
決
法
な
と
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
互
い
の
心

の
な
に
か
が
と
れ
、
な
に
か
が
唄
づ
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｊ
襲
に
は
ｄ
い
表
せ
な
い
け
れ
ど
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　

(
札
幌
腎
々
会
‘
’
務
Ｑ
次
Ｑ
）
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仏
げ
に
光
耀
Ｑ
い
の
活
細
ら
・
、

透

の
七
竃

そ
は
じ
め
、
り
護
り
、
子
夕
子
ン
グ
三
’
の
皿
ス

ツ
レ
つ
の
な
々
ご
け
政
関
係
、
各
医
り
器
機
ズ
ー

カ
ー
．
叫
囃
勁
吐
の
円
印
、
そ
し
て
私
た
ち
を
温

か
’
、
μ
Ｉ
り
吻
ま
し
て
ド
さ
っ
た
で
成
、
々
人
の

ぢ
々
Ｉ
の
町
命
な
ご
努
り
ざ
。
一
々
図
、
ご
Ｍ
勾
が

あ
っ
～
こ
と
を
｛
し
て
人
念
し
て
は
な
ら
な
い
で

し
Ｊ
つ
シ
ミ
ん
、
心
片
白
り
の
申
。
痛
な
ま
で

の
努
り
が
あ
っ
た
こ
J
l
-
t
*
い
う
ま
で
ら
あ
り
ま
せ

ん

　

さ
て
づ
・
う
ぃ
う
さ
味
で
、
今
川
の
記
き
式
佩
、

"
■
II
て
‘
河
沁
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
<

)

　

当
‐
、
あ
い
1
　
I
.
、
み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
。
｀
足
民
で

ゴ
あ
り
ま
し
ヤ
。
が
ン
琵
Ｉ
ｊ
Ｔ
的
圧
時
の
川
ら
。
・
一

か
一
位
・
。
切
れ
ず
に
？
、
か
ら
出
■
:
ｒ
!
i
:
;
-
ｒ
-
'
+
ｗ
"
て

透析1α年以上の10OSか表彰された

Ｊ

れ
ま
し
た

申
吋
μ
人
川
舛
協
が
防
Ｑ
に
の
開
y
の
あ
い
さ

が
あ
り
、
す
で
に
他
Ｗ
さ
れ
た
v
'
w
の
び
々
へ

の
ｔ
汚
の
あ
J
l
-
　
Ｓ
'
~
＾
の
卵
木
啓
７
氏
ｋ
り
、
こ

の
ト
限
川
々
Ｍ
り
返
り
関
限
外
位
の
方
々
へ
お
礼

が
の
べ
ら
れ
ご
ゐ
砲
念
式
佩
ぶ
痢
問
に
町
こ
な

い
Ｉ
を
目
指
し
札
幌
呵
ｙ
ぶ
二
ｚ
発
:
ａ
;
ｒ
i
+
-
i
-
H
^

し
ょ
う
と
い
う
あ
い
さ
っ
が
あ
り
ま
し
た

　

引
き
廸
き
裳
賓
で
は
、
む
腎
協
三
員
岩
崎
薫
氏
、

几
幌
透
析
Ｍ
八
‥
一
｀
．
．
艮
唯
藤
哨
冲
浅
、
叱
大
″
‥
碕
数

雌
辻
．
郎
氏
ｋ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
■
-
'
Ｓ

-
Ｏ
ら
お
呪
辞

４
　
呵
わ
り
ｉ
し
た
祝
ぶ
、
ゞ
ｙ
七
万
ン
披
露
の

山
と
、
明
代
会
長
の
辻
．
正
延
氏
、
洲
川
．
匹
‥
山
氏
、

阿
部
汗
氏
、
庄
司
持
利
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
Ｓ
謝
状
と

-
J
念
‥
Ｊ
が
川
り
さ
れ
、
代
人
し
て
眉
川
氏
ｋ
り
お

Ｍ。

が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
こ
の
4
C
J
)
十
八
怖
以
に

'
≪
£
Ｓ
:
i
U
-
C
J
i
ト
ー
以
Ｌ
透
析
片
ご
Ｏ
Ｏ
々
．
の
乙

前
か
べ
？
、
一
に
読
み
あ
げ
ら
れ
各
県
設
の
代
人
所

に
μ
治
状
と
記
ま
‥
】
が
そ
れ
ぞ
れ
川
ｊ
、
一
れ
ま
し

ｔ
代
心
’
‥
を
は
じ
め
、
表
の
八
に
ａ
ん
だ
透
析

心
‥
の
胸
に
、
こ
の
ト
ぶ
川
の
思
い
出
が
心
篤
灯
の

1
1
う
1
1
:
;
'
＾
し
た
こ
と
で
し
ｋ
う
そ
し
て
、
も

・
つ
ト
庫
、
い
や
ニ
ト
叫
．
勧
張
ろ
う
と
舛
た
な
湊
．
ぴ

｛
．
さ
れ
た
に
４
・
い
あ
り
ま
せ
ん
式
胆
．
の
最
後
に

I
;
:
:
'
i
ｙ
c
T
:
ｉ
の
鈴
木
中
次
同
氏
ｋ
り
ど
こ
数
Ｉ
、

已
た
ら
の
完
硲
が
命
令
か
け
て
か
ち
と
っ
て
こ
ら

れ
ｔ
Ｍ
祉
川
度
の
Ｉ
？
ど
ろ
が
吸
収
の
危
賤
に

さ
ら
さ
れ
て
き
て
い
る
*
"
-
-
T
の
Ｉ
Ｓ
-
Ｓ
団
結
と

川
否
々
位
の
‐
印
の
な
お
Ｉ
り
の
f

I
理
解
呉
砥

り
を
お
卯
し
、
．
新
た
な
ト
ー
が
札
幌
腎
反
ら
．
‐
一
や
腎

９

札
幌
ブ
ロ
ッ
ク

。
札
幌
腎
友
会
結
成
十
周
年

　
　
　
　
　
　

記
念
式
典
を
開
催
″

　

昨
限
ト
口
ニ
ト
ヒ
日
一
日
・
、
北
加
心
教
介
会

館
人
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
札
幌
町
り
心
‥
一
砧
収
ト
川

ぶ
砲
念
式
叫
が
．
円
介
気
‥
の
Ｉ
ぶ
片
を
哨
め
て
盛
大

に
回
な
わ
れ

両
々
ぶ
ｌ
時
一
だ
〔
‥
乙
の
･
…
'
―
で

発
】
し
た
吐
幌
腎
反
（
は
、
卜
印
腱
の
心
．
‐
だ
い

‐
乙
を
超
え
る
大
１
Ｉ
七
一
な
り
ま
し
た

　

う
ち
と
Ｊ
、
．
ま
す
と
、
阿
叫
の
腎
Ｑ
べ
．
ｙ
一
荊
動
は
徊

腎
吻
を
巾
心
;

I
'
　
.
*
-
国
の
憑
附
心
片
よ
て
の
・
．
ｙ
Ｗ

が
川
や
地
り
自
沿
休
に
陳
切
々
し
、
昭
削
円
卜
Ｌ

Ｉ
ト
‐
か
ら
の
透
附
小
一
片
の
り
休
障
Ｉ
片
Ｆ
帳
の

■
.
ｙ
＾
j
.
I
こ
れ
に
伴
う
史
実
氏
療
の
適
川
、
障
ｔ
‥
限

飛
の
祐
付
、
タ
限
の
i
＾
ｔ
i
心
.
■
ｒ
ｅ
-
-
j
ｔ
i
-
'
ｉ
s
^
助

心
割
度
を
か
も
と
る
ま
で
は
、
．
忿
の
切
れ
目
が

命
の
旧
れ
目
し
Ｉ
い
わ
れ
か
吊
祠
な
時
代
で
あ
り

ま
し
た

　

し
た
が
７
「
経
済
的
理
山
か
ら
透
析
を
う
り

ら
れ
ず
亡
．
、
な
ら
れ
ｔ
な
か
り
吟
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
梵
四
ト
に
Ｉ
以
唯
、
諸
制
度
か
確
か
］
さ
れ

る
巾
で
必
ｓ
'
肘
に
貨
川
の
透
肝
小
一
片
も
紅
川
し
、

そ
ん
ぢ
巾
、
川
幌
腎
‥
‥
よ
．
’
一
も
四
ト
粍
仕
河
代
」
．
’
一

に
辻
ぶ
延
氏
を
巾
心
に
柚
成
さ
れ
た
わ
け
で
す

　

結
成
当
時
は
、
大
池
析
の
聚
宍
も
唯
、
、
７

犬
‐
う
ｒ
仔
－
の
効
率
や
。
医
療
陸
術
も
八
。
‐
ｋ
り

嘔
、
、
ｊ
’
ふ
、
Ｌ
の
ト
う
ゾ
叱
や
Ｇ
均
衡
症
喫

詐
の
乙
企
男
で
小
片
の
状
卯
ら
り
、
あ
り
ま
サ
ハ

フ
ー
て
沌
ご
淫
心
．
’
一
復
り
ら
現
Ｉ
の
Ｌ
‐
ン
価

う
J
J
.
う
に
ぢ
ら
な
い
叫
代
で
し
ｔ

そ
ん
な
～
況
の
巾
で
の
ら
．
．
一
活
勣
で
す

カ
”

り

｀ 1 ‘ ' 1

叫
の
ほ
Ｑ
の
な
々
の
片
方
は
Ｉ
常
に
人
隻
だ
ろ
た

と
"
'
■ｒ
-
れ
ま
す
昨
‐
ま
で
■

ｆ

い
た
人
が
次
の
‐
に
は
も
う
に
こ
な
ら
れ
て
た
と

い
う
二
と
が
め
ず
ら
し
い
’
一
と
で
は
あ
り
ま
付
・
．
ん

で
し
I

1

　

1
　
I
の
ト
ー
川
に
、
感
吟
唄
設
・
い
増
設
が
’
．
け
な
わ

れ
、
７
犬
’
う
ｒ
灯
Ｉ
の
改
良
、
凹
一
向
透
吟
の

片
陸
な
ビ
ｙ
一
や
技
術
の
包
哩
な
池
ｔ
、
腎
μ
、
へ
‥
一
Ｉ
’

の
Ｉ
配
印
で
Ｉ
乱
ぷ
賤
関
訪
の
切
報
に
ｈ
る
白
ｄ

管
叩
．
能
り
の
向
卜
で
小
一
片
の
生
り
率
し
人
守
、
呻

７
ま
し
た
仏
た
ち
イ
睨
陀
喰
心
し
て
透
析
の
り

心
岑
弓
『
ｊ
て
い
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
>
　
I
う
し
だ



臓
利
で
a
r
し
む
人
々
に
と
っ
て
す
ぱ
ら
し
い
十
年

に
な
弓
ミ
を
祈
り
ま
す
｡
　
Ａ
ｌ
ｃ
＾
'
　
＾
H
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
札
幌
腎
な
会
で
は
、
こ
の
式
典
を
目
拓

し
Ｕ
唱
を
包
い
で
お
り
ま
し
た
十
同
年
記
念
誌

　

で
き
る
伸
少
も
£
６
に
配
ら
れ
大
変
喜
こ

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
新
聞
各
紙
で
も
と
り
あ
げ
ら

れ
、
遭
立
図
庸
１
１
厠
で
も
永
久
保
存
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
実
蛇
咀
で
は
あ
り
ま
す
が
、
1
　

g
?
i
L
)
.
n
J
念
式
叫
を
終
え
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
■
ｔ
;
近
グ
で
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
効
率
が
良
く
な
り
、

小
樽
ブ
ロ
ッ
ク

―
一
向
透
析
の
ｉ
:
＆
に
も
拘
わ
ら
ず
、
休
爪
竹
理

の
で
き
な
い
心
者
さ
ん
が
川
え
て
い
る
と
耳
に
す

る
こ
と
が
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
す
。
透
析
環
境
の

良
化
が
、
あ
だ
に
な
っ
て
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
、

人
間
で
す
か
ら
、
鵬
に
優
Ｉ
生
で
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
も
・
つ
一
度
、
自
分
の
導
入

明
の
あ
の
竃
持
ち
に
か
え
っ
て
、
透
析
と
い
う
も

の
を
Ｑ
つ
め
直
し
て
1
7
さ
い
。

　

そ
し
て
自
分
の
命
を
四
大
切
に
。
一
日
で
も
一
年

で
も
琴
ヽ
宅
き
、
透
析
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ｋ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

天
候
に
恵
ま
れ
一
日
楽
し
ん
だ
バ
又
旅
行

小
樽
・
後
志
腎
友
会

　

飯

　

田

　

興

　

治

　

小
樽
・
後
志
ブ
ロ
″
ク
と
し
て
初
の
三
病
呪
‥

同
の
会
い
と
ぶ
族
に
ｋ
る
日
帰
り
バ
ス
惣
け
を
火

ｍ
．
昨
乍
度
ま
で
は
、
各
病
院
が
巾
独
で
唇
け
を

実
吸
し
て
い
た
の
で
す
が
、
九
月
に
入
っ
て
忽
濾

哨
弓
方
而
へ
の
｀
‥
同
旅
行
を
火
哨
す
る
こ
と
に
声

々
し
、
尾
月
ニ
ト
几
日
（
日
二
吊
咳
し
た

　

総
勢
二
卜
ぺ
＆
c
　
(
Ｂ
二
狗
院
ぺ
″
．
、
田
巾
医
院

四
^
^
C
'
う
の
哨
院
十
i
v
'
.
ｓ
:
'
)
　
'
皆
さ
ん
の
阿
段
の

'
1
-
い
が
心
い
か
ら
か
防
臍
れ
の
好
天
‥
公
一
な
り
、

恥
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん
つ
き
の
レ
ン
タ
ー
バ
ス
に
嘔

り
．
小
樽
ｙ
前
を
九
時
に
出
発
、
ま
ず
康
初
に
．

占
７
町
の
禅
間
寺
に
て
「
五
百
羅
漢
」
を
Ｑ
？

こ
れ
が
岫
哨
で
描
か
れ
た
め
ず
ら
し
い
も
の
で
、

^
[
'
.
ず
ら
り
と
掲
げ
ら
れ
て
い
た
．
た
だ
こ
の
日
、

停
飛
で
令
内
が
岬
町
、
Ｑ
え
７
ヽ
こ
ち
ょ
っ
と
残

念
で
あ
っ
呉
次
い
で
、
力
国
へ
．
こ
こ
で
は
ま

ず
'
R
J
念
７
μ
、
搬
旨
み
．
し
、
す
べ
海
底
探
勝
船
」

に
東
哨
約
三
卜
分
川
の
海
底
探
勝
、
胎
Ｗ
の
ガ

ラ
ス
を
■
ｓ
し
て
Ｑ
る
眺
め
の
す
ば
ら
し
さ
、
海
底

の
い
や
動
・
哨
初
が
手
に
と
る
艮
う
に
は
っ
き
り

Ｑ
え
る
ご
’
一
だ
少
々
波
が
あ
っ
た
こ
と
≒
海
l
i
l

を
続
け
て
Ｑ
て
い
た
こ
と
で
、
酔
い
ぞ
み
の
人
が

数
人
出
、
心
配
し
た
が
、
下
９
＆
元
気
を
回
化
し

た
の
で
安
心
し
｛
火
卜
．
食
は
ｎ
名
な
災
国
の
　
１
ふ

じ
鮪
｝
に
て
生
り
ｄ
を
食
べ
た
が
、
岬
判
通
り
の

味
、
す
７
ヽ
昧
し
か
っ
た
。
Ｉ
々
ｄ
ｈ
一
、
（
い

　
　
　

●

Ｏ
（
‥
円
也
Ｊ

　

十
こ
時
一
ｆ
分
に
≪
■

市
で
は
'
　
｜
:
j
i
k
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
永
渇
園
に
て

　

『
ブ
ド
ウ
狩
り
に
。
津
田
会
艮
さ
ん
の
傾
利
き
で
、

入
剛
料
は
た
だ
と
な
り
余
米
六
〇
〇
円
』
キ
″

ン
ベ
φ
と
デ
う
り
’
ｙ
の
心
べ
放
Ｕ
　
(
た
だ
し
、

カ
リ
ウ
ム
の
心
配
を
し
な
が
ら
て
自
分
で
も
い

ご
プ
ド
ウ
を
写
、
買
い
水
め
、
人
’
改
は
十
五
夜
さ

ん
祈
鮮
で
＞
i
'
味
し
い
ブ
ド
り
を
あ
げ
れ
る
と
”
‥

ん
で
い
る
人
も
い
ま
し
芯

　

こ
の
吸
、
「
・
フ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
こ
励
」
へ
。

こ
の
一
河
で
守
衛
を
し
て
い
る
会
Ｑ
の
浅
野
さ
ん

の
出
迎
え
を
受
け
、
人
。
日
の
日
付
を
う
っ
た
記
念

メ
ダ
ル
を
い
た
尽
、
ま
た
飲
み
靭
ら
で
ス
キ

ー
、
赤
リ
ｆ
ン
、
シ
ロ
ッ
プ
）
の
試
飲
、
こ
れ
が

飲
み
放
叩
ウ
イ
ス
キ
ー
は
大
擲
か
ら
自
由
に
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｅ

め
、
水
分
川
限
が
な
か
っ
た
ら
…
…
ゝ
】
、
残
念
が

る
＆
さ
'
･
｡
-
;
い
ま
し
た

　

二
れ
で
今
日
の
'
i
｡
｡
"
J
J
の
ほ
｝
は
終
了
。
一
路
小

噂
へ
天
候
に
川
ま
れ
、
「
ま
た
来
限
も
日
卵
り

旅
一
口
を
計
画
し
て
ネ
／
・
「
こ
れ
に
温
９
を
卵
え

て
Ｉ
な
ど
と
■
　
:
:
'
　
ｑ
…
…
…
竹
さ
ん
に
こ
ん
な

に
ｗ
‥
ん
で
い
た
だ
き
、
幹
ｔ
一
し
て
う
れ
し
さ
こ

の
Ｌ
に
も
な
し
来
年
哩
は
日
ｙ
ふ
ら
計
両
を
立
て

ｋ
う
。

ｙ
’
・
こ
の
原
稿
は
飯
田
氏
の
｀
’
稿
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
ご
Ｍ
柵
を
お
祈
り
し
ま
Ｉ

y4
ｒ
Ｉ
″

20



旭
川
フ
ロ
ッ
ク

１

滝
の
上
芝
桜
見
学
記

旭
川
日
赤
清

　

野

　

浅

　

吉

私
達
の
日
赤
腎
を
会
で
は
去
る
六
月
二
日
の
日

　

た
ポ
を
改
め
て
m
さ
せ
ら
れ
ま
し
に

曜
日
、
バ
ス
の
日
帰
り
で
冊
の
ヒ
町
の
芝
桜
公
剛

を
-
c
学
す
る
こ
と
と
な
り
、
好
天
の
一
日
を
Ｉ
楽
し

’
ヽ
過
ご
し
令
Ｑ
皿
丿
帰
祷
し
た
わ
け
で
す
が
、
モ

の
紀
】
け
文
を
陶
‥
で
よ
う
に
と
の
こ
と
、
文
才
の
な

い
私
に
■
ｗ
照
即
と
忠
い
つ
つ
ベ
ン
を
取
っ
た
次
第

で
拙
な
い
文
章
で
す
が
、
退
屈
し
の
ぎ
に
読
ん
で

も
ら
え
れ
ば
や
い
と
思
い
ま
Ｉ

　

今
卵
人
r
＾
V
i
二
八
名
と
か
八
４
　
歳
の
刀
性
出
片

を
先
頭
に
自
力
で
行
動
出
来
ろ
患
者
は
皆
、
μ
ん

で
出
席
し
た
ｋ
う
で
す
そ
れ
に
伊
達
先
生
を
始

め
栄
＊
ｇ
の
巾
田
浬
ａ
さ
ん
外
栄
≪
十
さ
ん
一
一
名

も
］
け
さ
れ
、
万
令
の
ｔ
外
で
出
発
し
た
わ
け
で

す
。
話
に
ｋ
れ
ぱ
透
析
心
者
の
こ
う
し
た
旅
一
け
は

初
め
て
と
の
こ
と
。
一
切
の
献
食
物
は
病
院
側
で

用
意
下
さ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
乃
栄
養
士
さ
ん

方
は
当
月
早
朝
六
時
叩
よ
り
準
㈲
下
さ
れ
た
そ
う

で
折
角
の
休
日
本
当
に
ご
苫
労
さ
ま
で
し
た
、
と

心
よ
り
お
礼
申
し
ｈ
げ
た
い
気
持
で
す
。

　

乍
前
九
時
病
院
加
を
出
兌
、
天
･
＾
■
ｗ
-
l
:
々
ま
る

で
幼
碓
園
児
の
遮
足
の
よ
う
に
心
う
き
う
き
、
自

分
が
病
身
で
あ
る
こ
と
を
つ
い
忘
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
気
分
で
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ま
で
に
体
力
が
回
復
出
哭

　

麿
行
経
路
■
ｗ
、
ｈ
川
町
■
■
m
>
旧
ｍ
一
七
＝
一
り
線

に
入
り
沌
の
Ｌ
町
に
歪
り
、
帰
賂
は
肖
Ｍ
内
グ
ム

岑
．
Ｑ
物
の
後
、
士
別
市
を
経
て
帰
旭
と
の
ｆ
定
で

し
た
。

　

Ｌ
川
町
迄
の
岡
恣
沿
線
は
、
発
■
＊
-
"
i
:
;
何
度
も
Ｑ

馴
れ
た
吼
眼
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
い
や
に
新
鮮

で
、
ま
る
で
初
め
て
３
１
０
-
４
う
な
感
動
を
嘔
け
た

次
葡
で
多
分
ほ
い
入
院
生
ａ
で
Ｑ
る
も
の
が
み
ん

な
折
し
こ
惑
じ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

し
川
町
よ
り
国
迦
二
七
三
り
線
に
入
る
と
急
に

山
が
迫
り
両
吟
が
挟
こ
な
り
、
深
山
に
入
っ
た
悠

じ
で
沿
線
に
平
地
は
な
ヽ
山
の
谷
間
を
縫
う
よ
う

に
一
条
の
白
線
が
虐
っ
て
い
る
風
景
で
１
　
山
の

眼
色
は
新
秘
だ
が
一
映
な
ら
ず
政
あ
り
、
薄
秘
り

あ
り
、
木
一
本
一
本
が
独
特
の
色
、
‥
い
を
り
し
、

ま
る
で
ｇ
匠
の
雫
に
な
る
日
収
両
を
:
Ｓ
'
.
Ｑ
＾
う
な

Ｓ
じ
で
し
芯
北
海
泗
で
は
山
の
Ｍ
も
刃
し
い
時

明
な
の
で
す
。

　

秋
の
紅
哨
は
ち
６
で
k
'
し
い
が
、
眼
加
に
冬
冷
・

控
え
て
淋
し
さ
を
感
じ
'
　
ｃ
ｔ
ｅ
の
山
は
川
一
に
近
い

哨
調
な
深
緑
一
色
で
観
し
み
を
感
じ
な
い
。
早
作

の
山
に
は
刀
再
さ
え
感
じ
る
暖
か
さ
と
何
ら
か
の

希
望
と
心
の
安
ら
ぎ
を
I
f
b
え
て
こ
れ
る
風
情
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

り
ま
す
。
吸
念
乍
ら
小
鳥
の
ぶ
は
ポ
の
ｍ
ｊ
で
聞

え
な
か
っ
た
が
時
折
水
喩
の
多
＼
/
な
い
が
小
川
の

流
れ
が
‥
ｔ
え
た
の
が
い
や
に
印
象
的
で
し
た
。
紅

日
水
と
の
格
闘
の
病
気
で
置
流
で
あ
う
っ
こ
の
屡
、

山
の
冷
水
を
思
い
切
り
口
に
含
ん
で
飲
ん
で
Ｑ
た

い
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

洒
ａ
た
５
Ｃ
Ｓ
の
浮
ａ
「
ト
ン
ネ
ル
」
も
初
め
て

通
り
ま
し
た
『
会
妊
さ
ん
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ

の
r
ト
ン
ネ
ル
1
1
　
　
■
ｗ
昨
年
完
成
し
た
ば
か
り
で
、

令
民
円
㎞
近
こ
と
の
こ
と
。
そ
の
立
派
さ
と
艮
さ

に
は
感
嘆
さ
せ
ら
れ
た
次
Ｂ
-

r
ト
ン
ネ
ル
に
の

無
か
っ
た
時
は
、
定
め
し
曜
渋
な
峠
酒
で
あ
っ
た

ろ
う
と
想
像
さ
せ
ら
れ
ま
し
侃

　

山
儒
取
り
の
最
盛
吻
で
至
る
所
に
山
喫
の
あ
り

そ
う
な
山
の
斜
㈲
が
あ
り
、
楽
し
み
乍
ら
窓
外
岑
・

－●~●一一７9Ｗ

Ｉ
。
ｉ
Ｆ
Ｉ
」

」
熹

、

I
^
て
い
ろ
内
に
忽
に
両
…
″
が
広
が
り
、
民
窄
と
加

与
山
の
斜
面
一
休
の
ピ
ン
ク
色
が
Ｑ
え
て
来
て
、

愈
々
陥
の
ｈ
到
荷
で
す
。

　

滝
の
ｈ
の
側
に
入
り
芝
桜
公
閥
入
口
附
近
に
i
h

^
/
と
自
Ｉ
用
小
で
混
雑
、
警
官
が
ま
る
で
都
会
の

々
差
点
の
よ
う
ぶ
Ｊ
を
誘
導
し
て
い
る
始
末
で
、

仏
遠
の
バ
ス
も
駐
市
場
に
入
る
ま
で
少
々
時
間
が

か
か
り
、
公
開
斜
而
の
中
腹
に
あ
る
駐
屯
珊
に
落

酋
い
た
の
は
丁
哩
十
一
時
‘
ｔ
頃
で
、
ｊ
定
通
り
の

】
は
動
で
し
ょ
う
。

　

駐
巾
励
は
衡
と
公
剛
の
Ｉ
容
が
一
に
出
米
る
高

白
の
位
囃
に
あ
り
花
畑
は
山
の
中
腹
を
切
り
開
い

て
一
e
l
!
£
え
込
ん
だ
も
の
、
可
憐
な
花
な
が
ら

山
一
呵
に
ジ
1
I
タ
ン
を
敷
き
岫
め
た
ｋ
う
に
咲

い
て
い
ろ
Ｑ
は
壮
観
で
し
た
。
赤
茶
‥
心
な
山
の
小

口
ば
か
り
で
肥
料
心
な
ん
か
全
く
な
い
ｋ
う
な
七

嶼
に
よ
く
も
ｃ
つ
て
花
を
咲
か
せ
ろ
葦
花
の
生
命

り
の
強
さ
に
改
め
て
Ｓ
心
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で

す
。

　

花
畑
の
壮
観
さ
を
-
0
る
に
つ
け
こ
こ
迄
ｃ
て
ｈ

げ
た
町
民
の
苦
労
に
敬
意
を
表
し
た
い
乱
に
な
り

ま
し
た
。
滝
の
ｈ
町
の
市
側
は
四
方
小
高
い
山
に

囲
ま
れ
た
小
さ
な
盆
地
、
都
会
ら
し
い
建
物
も
少

し
あ
る
よ
う
で
す
が
、
Ｑ
ろ
か
ら
に
静
か
な
食
‥

い
の
側
と
い
う
感
じ
で
。
木
材
の
嶼
哨
が
目
‥
包
つ

町
を
‥
’
る
と
ｔ
曜
物
は
木
材
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
し
に

　

地
図
で
に
る
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
牟
の
紋
別
あ
た

り
か
ら
鉄
ａ
が
麦
て
い
ろ
所
か
ほ
る
と
そ
の
ｉ
Ｚ
Ｔ

削
当
の
鉄
盾
利
用
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に
。
｀
。
で
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は
時
代
の
流
れ
に
お
さ
れ
お
定
ま
り
の
鹿
止
の
運

命
に
あ
る
と
Ｉ
他
に
特
曜
品
も
あ
る
こ
と
も
聞

か
な
い
し
、
見
た
所
広
い
排
地
も
無
い
よ
う
で
農

作
物
と
い
っ
て
も
知
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
ら
、

町
の
将
来
は
目
下
の
と
こ
ろ
は
明
る
い
も
の
で
は

な
い
か
も
知
れ
な
い
し
乃
政
者
は
頭
を
痢
め
て
い

る
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
若
者
よ
今
は
や
り
の
歌
で

は
な
い
が
Ｉ
。
俺
ら
こ
ん
な
町
い
や
だ
咀
京
さ
で
て

金
貯
め
て
銀
座
に
山
買
う
だ
’
。
な
ん
て
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
祈
り
た
い
Ｍ
に
な
り
ま
し

た
。

　

昼
食
■
Ｍ
駐
市
埓
の
片
隅
に
自
由
の
両
所
を
見
つ

け
配
給
さ
れ
た
「
お
に
ぎ
り
」
に
「
サ
ン
ド
イ
。

チ
」
牛
乳
に
「
お
か
ず
」
と
盛
り
沢
山
の
ご
馳
走
、

久
し
振
り
で
の
青
空
下
の
食
事
の
お
い
し
か
っ
た

こ
と
詞
人
に
は
余
る
程
の
電
な
の
で
私
は
お
に

ぎ
り
’
。
と
牛
乳
の
み
で
満
腹
と
な
り
‥
サ
ン
ド
い

は
夕
食
の
分
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　

食
後
は
自
由
行
動
を
し
た
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

だ
り
で
帰
路
に
つ
い
た
の
は
午
後
三
時
頃
で
し
た

が
、
帰
路
も
平
凡
な
山
退
な
が
ら
快
適
な
舗
装
退

路
で
途
中
所
々
に
残
『
の
Ｑ
え
る
峠
遭
を
経
て
間

も
な
ｙ
、
岩
尼
内
ダ
ム
に
到
綺
と
な
り
ま
し
た
。
ダ

ム
の
小
公
園
ら
し
く
整
備
さ
れ
た
休
憩
所
で
小
休

止
し
ゲ
ム
の
漿
観
を
ほ
て
一
路
朝
日
町
・
士
別
市

を
経
て
帰
旭
を
急
い
だ
わ
け
で
す
。
詞
院
に
は
午

唆
五
時
半
頃
絢
い
た
よ
う
で
し
た
。
允
病
以
来
の

艮
時
間
の
バ
ス
旅
行
で
体
力
に
少
々
の
心
配
も
あ

り
ま
し
た
が
。
少
し
の
岐
れ
を
感
じ
た
程
度
で
誰

一
人
と
し
て
先
生
方
に
ご
心
配
を
か
け
る
こ
と
な

く
帰
旭
出
来
た
こ
と
を
打
難
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
改
め
て
伊
達
先
生
始
め
お
世
話
下
さ
れ
た
方

々
及
び
旅
行
を
計
両
さ
れ
た
幹
事
さ
ん
方
に
お
礼

を
申
し
ｈ
げ
ま
す
。

　

こ
の
旅
行
記
を
Ｃ
^
'
に
つ
き
ど
う
し
て
も
追
記

し
て
置
き
た
い
こ
と
が
出
来
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
旅
行
に
は
同
行
さ
れ
た
同
僚
の
下
元

さ
ん
が
こ
の
旅
行
の
一
週
間
後
突
然
他
Ｗ
さ
れ
た

こ
と
で
１
　
円
滴
な
人
納
と
風
絡
か
ら
み
ん
な
に

親
し
ま
れ
同
病
の
ご
婦
人
方
か
ら
は
旦
那
さ
ん
と

愛
称
さ
れ
た
人
、
新
し
い
高
級
心
を
求
め
今
年
の

竃
は
思
い
切
り
・
ｙ
ラ
イ
ブ
’
。
。
を
楽
し
む
と
晋
を

降
っ
て
い
た
人
、
今
度
の
旅
行
の
バ
ス
中
で
ｎ
ｍ

ら
し
い
美
μ
を
聞
か
せ
て
こ
れ
た
人
で
年
齢
も
ま

だ
五
十
九
歳
で
平
ぶ
詞
人
ら
し
く
な
い
元
気
な
人

留
萌
ブ
ロ
ッ
ク

で
し
た
の
に
、
急
の
赴
報
に
接
し
お
悔
み
の
Ｉ
丿
哨

も
な
こ
只
々
Ｍ
柵
を
折
る
次
第
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
私
達
は
全
快
の
ｑ
込
み
の
な
い

不
治
の
病
、
し
か
も
き
び
し
い
食
生
活
に
と
も
す

れ
ぱ
生
き
る
希
望
さ
え
失
い
そ
う
な
毎
目
で
す

が
、
治
療
に
当
ら
れ
る
先
生
方
を
始
め
ｎ
腱
姉
さ

ん
、
栄
養
士
さ
ん
方
の
注
奪
指
導
を
守
り
な
が
ら

享
受
し
た
天
命
を
企
う
す
る
ま
で
貧
欲
に
生
き
た

い
も
の
で
Ｉ

　

懸
で
、
一
、
こ
ん
な
旅
行
を
た
び
た
び
し
て
く
れ
れ
ば

良
い
が
、
と
Ｊ
‥
わ
れ
た
ａ
業
を
思
い
出
し
た
の
と
、

旅
行
中
、
ト
イ
レ
煕
用
の
さ
さ
や
か
な
利
便
さ
の

あ
っ
た
こ
と
を
発
Ｑ
し
た
の
が
印
象
的
で
す
。

わ
が
ブ
口
ッ
ク
会
、
昨
年
の
活
動

―
留
萌
水
無
人
腎
友
会
＝

拝
啓
留
萌
≫
:
＾
<
f
(
l
に
お
け
る
下
半
期
の
お
も
な

活
勣
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

六
月
に
は
豪
遊
一
斉
に
行
わ
れ
た
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
本
会
は
も
（
十
五
名
）
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
小
雨
の
ば
ら
つ
く
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
皆
さ
ん
小
雨
に
も
め
げ
ず
帰
命
に

通
行
す
る
人
た
ち
に
呼
び
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
枯
吸
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ
。
ト
や
ｎ
録
カ
ー

ド
、
テ
″
ツ
シ
ュ
な
ど
す
べ
て
配
り
お
え
る
こ
と

　
　
　

●

が
で
き
ま
し
た
。
七
月
の
四
。
五
日
に
仮
例
の
研

修
旅
行
が
行
わ
れ
憑
升
及
び
ス
タ
ッ
フ
き
わ
せ
て

二
十
名
程
参
加
し
ま
し
i
'
"

　

今
年
は
天
人
峡
温
泉
で
一
泊
す
る
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
戊
の
会
食
で
は
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で

楽
し
み
わ
き
鳶
い
な
い
の
内
に
旅
行
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
『

　

又
七
月
下
旬
に
は
研
作
旅
行
に
。
’
如
で
き
な
か

っ
た
に
ぺ
た
ち
な
ど
を
中
心
に
増
毛
町
の
火
樹
聞
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

留萌＜にいデパート前で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
】
け
わ
れ
一
の
日
の
一
日
を

さ
＼
/
i
O
ん
ぽ
狩
り
や
賤
に
は
木
の
下
で
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
な
ど
で
所
つ
づ
み
し
て
患
者
及
び
ス
タ
″
フ

の
倆
さ
ん
が
阿
段
で
は
ｚ
s
ら
れ
な
い
冬
っ
な
顔
で

元
Ｉ
い
っ
ぱ
い
は
し
や
い
で
お
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
二
日
間
に
令
国
一
斉
の
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
六
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
桃
い

て
こ
と
で
十
三
名
の
や
川
の
も
と
み
ん
な
は
つ
ら

つ
と
呼
ぴ
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
嶮
に
も
恵
ま
れ
て
も
の
の
二
時
川
程

の
川
に
用
意
し
た
、
ち
ら
し
、
パ
ン
フ
レ
″
ト
、

子
ブ
ン
ユ
ペ
ー
バ
ー
、
風
船
な
ど
ほ
と
ん
ど
配
り

終
え
る
事
が
で
き
ま
し
尽
こ
れ
も
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
回
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
強
＼
f
'
市
民
の

人
々
に
呼
び
か
け
た
結
火
、
徐
々
に
即
解
が
り
ら
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れ
て
き
た
事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

続
い
て
十
一
月
に
は
こ
れ
も
恒
例
の
国
会
Ｍ
願

署
名
川
動
が
実
衝
さ
れ
ま
し
た
こ
う
い
う
毎
年

行
わ
れ
て
い
ろ
も
の
事
は
徐
々
に
マ
ン
ネ
リ
化
し

７
名
傾
向
が
あ
る
の
で
す
が
、
今
年
は
会
ａ
の

協
力
も
じ
ヽ
さ
ん
り
ら
れ
、
市
立
病
院
、
役
嚇
、

地
区
労
支
庁
は
じ
め
じ
ヽ
さ
ん
の
方
㈲
の
方
々
に

ご
署
名
し
て
い
た
だ
き
過
去
を
み
て
も
Ｍ
高
の
成

叫
を
し
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
く
ご
Ｋ

名
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
鳴
謝
し
。
米
昧
も
ま

た
い
っ
そ
う
ご
協
力
Ｅ
え
る
よ
う
余
ｎ
み
ん
な
で

薦
動
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す

　

尚
７
″
。
Ｉ
動
で
吻
め
ら
れ
た
募
金
の
一
部
で
今

年
は
腎
只
呵
予
防
を
f
i
み
訴
え
る
た
め
に
ボ
ス
タ

道
南
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

・

ｊ
を
制
作
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
回
七
年
前

に
も
Ｉ
度
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
腎
臓
詞
冷
一
眼

底
か
ら
予
防
の
た
め
検
尿
を
広
く
励
】
け
す
る
ね
う

に
呼
７
か
け
た
も
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
み
て
い
た
だ
き
脚
気
を
ｆ
防

し
、
と
ぐ
に
子
供
さ
ん
を
も
つ
親
、
学
院
の
先
生

方
に
は
咀
非
Ｑ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
実

　

４
　
二
月
に
は
今
年
も
し
め
て
こ
る
た
め
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
と
忘
年
会
が
行
わ
れ
小
一
片
暁
ぴ
ス
タ
ッ

フ
み
な
さ
ん
二
十
名
が
吻
ま
っ
て
特
に
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
に
お
い
て
は
哩
。
愕
片
に
は
ト
ロ
フ
″
１
始

め
皆
さ
ん
に
商
品
が
で
ろ
と
い
う
こ
と
で
み
ん
な

阿
段
で
は
み
ら
れ
な
い
ハ
レ
ス
ル
ぷ
り
で
走
り
回

っ
て
い
ま
し
≒

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
勉
強
会
開
く

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か

　

こ
こ
ぬ
南
は
日
巾
…
。
も
解
け
て
道
路
は
ホ
コ
リ

が
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
Ｉ

　

改
は
ま
だ
シ
バ
レ
が
強
い
の
で
す
が
…
…
…

　

と
こ
ろ
で
一
河
九
日
（
日
曜
日
Ｊ
に
函
館
市
内

に
あ
る
ホ
子
ル
ア
カ
シ
ヤ
白
ｎ
の
川
で
道
南
腎
協

ｔ
佻
の
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
勉
強
会
１
　
を
行
な
い
ま
し
た
、

　

港
南
で
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
治
療
を
し
て
い
る
人
が
現

住
ヒ
名
（
あ
と
二
名
は
手
術
日
が
決
ま
っ
て
い
る
）

―
道
南
腎
協
＝

　
　

い
ま
し
て
ま
た
、
ア
ン
ヶ
－
ト
凋
汽
に
よ
り
l
e
？
･
'

　
　

者
も
多
数
い
る
こ
と
か
ら
ト
ラ
ベ
ノ
ー
ル
よ
り
資

　
　

料
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
レ
ポ
ー
ト
「
ス
マ
イ
ル
」
Ｍ
Ｉ
～
Ｍ

　
　

６
Ｉ
を
い
た
だ
き
午
後
十
一
蒔
半
よ
り
受
吋
一

　
　

時
か
ら
ｐ
南
腎
吻
会
妊
中
野
龍
一
の
あ
い
さ
ｒ
'

　
　

つ
づ
い
て
函
川
協
会
病
院
で
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
１
Ｉ
戈

　
　

哨
し
て
い
る
丹
田
勝
敏
先
生
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

　
　

た
。
丹
田
先
生
の
説
明
は
ス
ラ
イ
ド
を
・
使
い
、
私

　
　

た
ち
心
者
に
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
ｋ
う
に
工
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＠

し
て
お
ら
れ
一
時
間
以
ｈ
の
説
明
も
六
〇
数
名
の

患
肴
、
ｎ
腱
婦
、
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
が
熱
心
に
閃
い

た
り
．
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
．

　

午
後
二
時
半
か
ら
質
議
心
答
に
移
り
お
金
の
Ｑ

担
は
？
食
t
―
.
'
^
*
？
水
分
は
？
お
風
呂
は
？

i
i
＾
ａ
r
=
=
が
な
ヽ
さ
ん
あ
り
一
つ
一
つ
に
不
安
の
な

’
ヽ
な
る
ち
っ
な
説
明
を
し
て
こ
れ
ま
し
な
ま
た
、

現
陛
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
治
？
ぶ
４
し
て
い
る
方
も
会
場

　
　
　
　

－

釧
路
ブ
ロ
ッ
ク

に
き
て
い
て
、
と
て
も
体
瓜
が
亨
ヽ
な
っ
た
と
答

え
て
い
ま
し
た
。
終
了
は
三
時
を
過
ぎ
て
い
ま
し

た
。

　

景
吸
に
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
と
て
も
良
い
治
簾
法
だ
が

心
嗇
自
身
ヤ
ル
気
が
な
い
人
に
は
で
き
な
い
泊
療

方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
酒
南
腎
脇
事
務
岫
』

西
別
岳
登
山
リ
ポ
ー
ト

釧
路
地
方
腎
友
会
橋

　
　

本

　
　

巌

　

透
析
想
行
自
心
が
、
聞
常
者
ｔ
み
と
七
え
ろ
か
、

爪
脚
人
と
考
え
る
か
に
よ
っ
て
、
社
《
生
活
に
お

け
る
行
動
内
方
・
範
囲
が
大
き
く
変
わ
や

　

釧
粁
会
で
は
、
色
々
な
休
９
を
通
じ
て
吐
会
参

加
を
出
来
る
Ｈ
う
I
'
＾
Ｔ
-
を
計
画
す
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

、
。
回
は
、
会
ほ
相
互
の
親
睦
・
団
砧
と
休
力
漕

迎
の
目
的
で
又
哨
し
た
？
i
山
行
が
今
年
で
三
回
目

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
リ
ポ
ー
ト
を
報
告
し

ま
Ｉ

　

七
月
ニ
ト
ー
日
０
、
天
気
曇
Ｏ
'
朝
五
時
に
目

が
さ
め
た
。
外
を
Ｑ
る
と
、
雨
で
も
タ
ー
て
き
そ

う
な
悉
じ
が
し
々
し
ょ
ぽ
く
れ
た
目
を
こ
す
り

な
が
ら
、
６
い
朝
几
を
す
ま
せ
、
六
時
三
〇
分
に

r
i
七
七
」
に
硫
話
を
し
て
天
４
ヤ
報
を
確
認
し

た
r
ｓ
Ｓ
:
地
方
、
曇
り
、
南
の
方
は
冥
が
か
か

る
、
山
ぞ
い
は
時
々
晴
れ
る
で
し
ょ
う
≒
少
々

不
安
で
は
あ
っ
た
が
、
山
臨
辿
盟
の
佐
々
木
さ
ん

　

健
常
者
)
　
Ａ
一
相
談
し
た
う
え
で
、
ａ
山
を
決
行

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

午
前
七
時
。
氷
を
買
う
た
め
に
９
め
に
家
を
出

『
待
ち
あ
わ
せ
て
い
た
金
拝
く
ん
と
一
緒
に
氷

を
ｙ
ｆ
ス
ボ
ｙ
ク
ス
に
っ
め
て
、
雙
碍
所
の
林

円
グ
リ
ー
で
ク
ま
で
】
ワ
ヽ
。
既
に
山
陽
連
Ｕ
の
i
i
;
!

々
木
!
i
＾
雄
さ
ん
が
宋
て
い
た
。
そ
こ
で
細
部
の
打

｀
‥
せ
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
続
々
と
琴
加
者
が
嶼

ま
っ
て
き
な

　

集
ま
っ
て
き
た
人
連
の
剛
に
は
、
不
安
と
明
侍

が
入
り
混
じ
っ
た
よ
う
な
複
雛
な
表
情
が
浮
か
ん

で
い
な
お
そ
う
ヽ
。
天
候
や
山
の
咲
子
の
こ
と

が
気
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
尿
仙
八
時
七
分
、

林
剛
タ
リ
ニ
^
夕
出
竃
協
立
病
院
で
待
っ
て
い

-
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る
ト
ヘ
遡
を
迎
え
I

l
l
＾
つ
た
午
前
八
時
二
〇
分
、

吻
作
別
院
で
侍
っ
て
い
る
人
港
を
病
せ
て
、
一
路

所
川
防
を
目
指
し
≒

　

午
的
九
時
一
石
分
、
佩
暴
駅
で
休
憩
．
そ
し
て

乍
前
一
〇
時
コ
分
、
西
別
m
i
山
入
口
に
到
達

し
た
こ
の
川
、
バ
ス
の
中
で
は
日
赤
病
院
の
艮

岡
さ
ん
と
、
市
立
病
院
の
え
吽
こ
ん
の
二
Ｌ
へ
が
、

楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
て
こ
れ
た
の
で
、
退
佩
し
な

い
？
ワ
ヽ
こ
と
が
で
き
芯

　

バ
ス
を
降
り
て
、
広
心
に
円
帥
を
組
ん
で
．
軽

い
準
附
体
樅
そ
し
た
．
午
前
一
〇
時
二
四
分
、
ａ

バ
ー
一
「
Ｉ
ご
と
に
人
ほ
を
碇
肥
し
、
い
よ
い
よ

第
一
パ
ー
テ
″
－
か
ら
出
発
し
た
．
第
二
、
第
三
、

第
四
八
Ｉ
テ
″
１
と
そ
の
あ
と
に
統
い
芯
一
い
ヘ

ー
ベ
、
色
と
り
ど
り
の
り
～
ク
を
篤
‥
政
い
、
軽

い
ぼ
ど
り
？
で
び
り
岫
め
i
>
'
-
二
〇
〇
μ
ほ
ど

け
ヽ
と
、
い
き
な
り
急
な
ａ
り
に
な
っ
て
い
苓

そ
れ
が
Ｉ
、
白
ほ
ど
続
い
て
い
る
．
’
一
こ
で
既
に

心
が
あ
が
っ
て
し
ま
い
、
休
む
人
が
出
始
め
芯

バ
ー
予
″
－
僊
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
の
は
最
初
の

う
ち
だ
け
で
、
あ
と
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
そ
れ
で
も
、
前
・
巾
・
汲
に
山
岳
辿
盟
の

Ｌ
へ
遮
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
こ
れ
て
い
た
の
で
、
安
心

し
て
び
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
Ｉ
ま
た
、
無
線

賎
の
S
l
I
J
C
も
密
に
し
て
い
た
の
で
、
一
瞬
安
心
で

あ
っ
た
．

　

忽
傾
斜
の
途
中
で
、
「
こ
ん
な
山
、
選
ん
だ
の

だ
れ
？
「
も
う
、
や
め
与
ヽ
な
っ
た
」
「
米
年
は

弩
加
し
な
い
ぞ
・
「
ま
だ
ま
だ
ｈ
に
行
く
の
か
い
」

な
ど
≒
ぼ
や
ヽ
Ｌ
へ
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
い
芯

S』駱腎友の会の西別岳登山．山頂にて

そ
れ
で
も
、
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
そ
の
難
所
を
竃

り
切
っ
た
ら
、
少
し
な
だ
ら
か
に
な
っ
て
き
仁

み
ん
な
の
ぽ
や
き
も
聞
こ
え
な
’
ヽ
な
っ
て
き
た
。

そ
の
時
一
一
時
三
〇
分
で
あ
っ
た
。

　

あ
と
は
比
較
的
楽
な
?
ｉ
ｒ
で
、
二
〇
分
ほ
ど
で

尼
唄
に
出
た
Ｍ
眼
づ
た
い
に
ホ
い
て
一
一
〇
分
、

つ
い
に
先
頭
の
人
が
頂
ｈ
に
た
ど
り
ｚ
い
た
。
乍

后
一
二
時
一
〇
分
の
こ
と
で
し
た
。
あ
と
か
ら
来

る
人
一
を
侍
ち
き
れ
ず
、
肖
、
弁
当
を
ひ
ろ
げ
。

パ
ク
パ
ク
、
ゴ
ク
ゴ
ク
、
ニ
コ
ニ
兄
さ
わ
や
か

な
噸
！
閤
！
閤
Ｉ
・
。
吹
き
ｈ
け
て
く
る
唄
も

沖
し
こ
て
窓
持
良
か
っ
た
。
ま
わ
り
の
景
色
と
い

え
ば
、
霧
が
か
か
っ
て
い
て
何
も
Ｑ
え
な
か
っ
た

が
、
そ
ん
な
こ
と
に
は
お
か
ま
い
な
し
で
、
た
だ

ひ
た
す
ら
食
事
を
と
り
続
け
て
い
た

　
　
　

＠

　

Ｔ
后
ご
一
時
三
〇
泄
策
終
う
ン
ナ
ー
の
ｒ
-
£
'

ポ
隋
り
に
と
波
佐
谷
さ
ん
が
９
Ｍ
し
て
き
た
な

！
な
ん
と
令
Ｑ
が
?
i
E
し
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
思

わ
ず
、
拍
予
を
し
て
し
ま
っ
た

　

９
　
坂
さ
ん
た
ち
は
、
さ
す
が
に
疲
れ
た
映
．
Ｐ
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
笑
噸
は
印
象
的
で
し
た
頂
ト

で
記
念
撮
彫
・
そ
済
ま
せ
．
午
後
一
時
、
ド
山
を
開

始
し
た

　

び
り
も
つ
ら
か
っ
た
が
、
下
り
る
時
の
つ
ら
い

二
と
．
ヒ
ザ
が
笑
っ
て
、
ど
う
し
ぢ
っ
も
な
か
っ

た
休
ん
で
は
ド
り
、
下
り
て
は
休
み
、
よ
う
や

こ
の
こ
と
で
Ｆ
り
町
る
こ
と
が
で
き
尽
竹
さ
ん

の
剛
に
は
疲
れ
と
一
緒
に
、
綱
咀
な
映
于
も
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
た

　

一
緒
に
ひ
っ
て
’
ヽ
れ
た
伊

｢癩i‾1

海
外
旅
行

州
む
議
さ
ん
や
高
鳴
市
議
さ
ん
も
、
さ
す
か
に
痩

れ
た
球
ｆ
で
し
た
午
後
二
時
三
〇
分
。

　

帰
り
に
ｒ
>
'
カ
ヤ
f
£
Ｓ
-
j
f
で
Ｉ
･
３
'
　
i
i
山
の
汗

を
流
す
。
釧
路
酋
午
眼
｛
時
二
五
鯖

　

９
年
は
Ｉ
い
へ
の
脱
落
者
も
な
ヽ
、
全
い
が
竃
ｍ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
本
当
に
ぶ
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
男
こ
れ
も
偏
に
、
山
図
会
の

方
々
や
、
茜
哨
院
の
ち
々
の
お
か
げ
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
A
1
0
ご
ざ
い
ま
し
た

　

八
。
限
、
Ｑ
省
す
る
こ
と
も
ひ
ヽ
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
こ
と
を
Ｉ
か
し
て
、
家
牟
は
も
っ
と
、

も
っ
と
、
参
り
者
が
増
え
る
素
隋
ら
し
い
ａ
山
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
Ｑ
の
皆
さ
ん
楽
し
み
に

ハ
ワ
イ
透
析
の
旅

　
　
　
　
　

市
変
幌
麗
中
村
信
夫

　

本
年
一
月
九
日
か
ら
四
泊
六
日
の
い
リ
ｒ
旅
行

を
し
た
か
ね
て
、
父
方
の
椚
父
が
移
民
で
明
沿

三
十
年
ハ
ワ
イ
経
由
で
カ
ル
フ
ー
ル
ニ
ア
に
渡
っ

た
が
、
ハ
ワ
イ
の
Ｍ
大
の
島
ハ
ワ
イ
凡
に
叔
母
が

ヒ
十
五
歳
で
存
命
な
の
で
二
ａ
ｓ
<
!
:
i
が
あ
れ
ば
、

９
非
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
特
剛
格

喰
の
ツ
ｙ
－
が
あ
り
、
又
叔
ほ
か
ら
o
y
が
不
自
由

に
な
っ
た
の
で
、
日
本
を
紡
れ
る
こ
と
が
む
ず
か

し
い
と
の
こ
と
で
、
葛
と
一
緒
に
弩
咄
し
た
。

￥

　

し
か
し
、
今
ま
で
ほ
き
た
い
と
思
っ
て
は
い
た

が
、
鰻
大
の
川
９
は
透
析
の
こ
と
で
あ
る
二
年

仙
に
一
曖
現
地
に
手
紙
を
出
し
た
が
、
刈
Ｑ
と
の

こ
と
で
こ
と
わ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
半
分
あ
き

ら
め
て
い
た
。
し
か
し
、
叔
に
の
三
刀
の
息
子
が

歯
科
医
の
叩
に
な
っ
て
舛
院
に
勣
め
て
い
る
と
の

こ
と
で
そ
の
1
て
も
た
ｋ
つ
て
、
お
願
い
し
た
ら
、

ク
リ
キ
ニ
病
眺
で
乃
、
入
れ
て
’
ヽ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
次
Ｂ
で
す
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ハ
ワ
イ
で
一
回
の
予
定
で
し
た
の
で
、
】
月
ぺ

日
改
間
透
析
、
出
発
の
日
、
午
的
中
透
析
と
辿
口

や
り
、
午
後
五
時
ハ
リ
v
:
-
]
ｈ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

で
六
晴
間
半
ほ
ど
で
ハ
ワ
イ
≪
の
l
^
定
だ
っ
た

が
、
吹
ｚ
-
の
た
め
、
成
田
経
由
、
定
明
便
と
竃
っ

で
ハ
ワ
イ
九
日
朝
酋
い
た
。
連
日
の
透
析
で
少
々

バ
テ
気
味
で
飛
り
賎
の
中
で
咲
に
な
っ
て
い
っ

た
。

　

匈
い
て
す
ぐ
バ
ス
で
市
内
に
物
、
Ｗ
．
良
は
ホ
テ

ル
で
と
り
、
で
ト
コ
が
迎
え
に
来
て
こ
れ
た
の
で
、

ク
ワ
キ
ニ
哨
院
へ
、
士
治
医
か
ら
の
診
断
を
渡
し
、

確
認
し
た
の
ち
、
五
時
の
飛
行
賤
で
ハ
ワ
イ
島
コ

ナ
に
直
】
吋
し
、
叔
母
や
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
火

７
ヽ
れ
た
下
の
叔
ほ
夫
婦
の
出
迎
え
を
う
け
た
．

叔
母
に
は
几
人
の
子
供
が
お
り
、
円
ぶ
族
が
、
擢

ほ
の
l
ｔ
)
v
/
Ｗ
ん
で
い
る
の
で
、
叔
に
の
家
で
皆
ん

な
侍
っ
て
お
り
、
大
歓
迎
を
受
け
た
が
小
字
は
バ

テ
気
味
で
９
々
と
べ
ｙ
ト
に
入
り
、
十
一
時
間
あ

ま
り
＼
/
つ
す
り
４
込
ん
で
し
ま
っ
た

　

翌
日
、
ハ
ワ
ず
几
の
旧
立
公
園
や
コ
ナ
コ
ー
ヒ

ー
園
を
見
学
し
た
り
、
叉
し
い
海
'
M
'
[
S
L
>
り
、

ハ
ワ
イ
以
住
民
の
遺
跡
な
ど
一
日
巾
歩
き
回
っ

た
翻
日
は
．
透
析
日
、
ホ
ノ
ル
ル
に
戻
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
．
十
時
の
飛
行
機
で
ホ
ノ
ル
ル
へ
．

市
内
シ
ョ
ｙ
ピ
ン
ブ
の
後
、
そ
定
の
時
c
=
四
時
に

病
院
に
押
き
、
丼
襖
え
も
な
、
、
休
眠
を
計
り
、

水
を
い
こ
ら
引
で
か
質
問
を
受
け
、
こ
ち
ら
か
ら

血
流
を
指
示
し
て
透
析
に
入
っ
Ｖ
-
始
め
麻
酔
ａ
:

射
を
し
て
、
せ
ん
刺
し
て
も
ら
い
、
三
・
五
４
引

こ
た
め
透
析
時
川
は
三
時
間
半
に
決
め
、
べ
ｙ
ト

　
　
　

●

で
な
；
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
プ
椅
了
に
す
わ
り
ま
し

た
。

　

か
な
り
大
き
な
榔
院
で
透
析
令
は
き
れ
い
な
唯

に
㈲
し
た
嘔
り
建
て
の
哨
ａ
で
、
一
室
に
二
十
五

ほ
ど
賤
帥
’
が
あ
り
、
中
ｒ
｡
”
!
医
師
の
事
務
机
が
あ

り
ま
し
な
透
析
の
途
中
で
ｎ
埓
如
さ
ん
が
、
ｒ
(

ｒ
が
ど
う
か
聞
き
に
き
ま
す
。
私
が
日
本
人
と
の

こ
と
で
日
本
語
の
分
る
方
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

日
木
語
は
Ｉ
．
ｄ
も
闘
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
叫
一
’
‥

は
剛
時
、
人
っ
て
き
て
お
り
、
一
目
二
交
肪
‥
川
で

も
な
い
よ
う
で
す
。
時
川
が
来
て
力
″
ト
に
な
り

ま
し
た
生
食
の
パ
ｙ
ク
を
刀
護
婦
さ
ん
が
ひ
ね

っ
て
三
ト
秒
位
で
戻
血
が
終
っ
た
の
に
は
ビ
イ

り
し
ま
し
た
ご
Ｉ
ヽ
の
あ
と
血
圧
岑
‐
｛
り
自
己
の
ｓ

常
の
直
に
ｔ
ま
で
更
に
ｔ
食
を
入
れ
て
、
力
″
ト
が

い
ｌ
．
．

クワキニ病院の透析室風景

″
り
ま
し
芯
途
巾
、
変
叱
も
な

９

系
の

Ｌ
へ
、
白
べ
の
方
、
男
人
の
む
、
ｙ
シ
ｙ
系
の
方
と

い
ろ
い
ろ
な
方
の
透
析
や
ｒ
i
i
＜
-
'
[
:
=
?
て
い
る
と
、

我
々
と
同
し
透
析
風
験
で
符
に
竃
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
パ
ジ
ご
ヽ
の
人
も
い
ま
し
た
が
入
院

さ
れ
て
い
る
方
で
し
よ
<
-
＼

　

料
金
は
週
八
〇
〇
ド
宍
初
川
は
一
七
〇
ド
ル

ー
一
邨
ヽ
、
私
は
円
三
〇
ド
ル
ほ
ど
-
ｙ
払
い
ま
し

た
す
べ
て
自
尽
午
の
で
、
日
本
で
の
透
析
の

白
難
さ
が
分
か
り
ま
す

あ
り
に
。
限
円
月
に
尺
ほ
の
い
る
コ
ナ
市
に
も
透

析
瞰
股
が
出
火
る
と
の
こ
J
l
で
<
J
-
≫
は
ホ
ノ
ル

ル
ま
で
ほ
か
な
こ
て
も
ｋ
い
の
で
、
来
防
も
Ｘ
け

ロ
た
ら
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
初
の
海
外
透
析
で
し
た

　

次
ｔ
i
lj
;
-
Ｖ
リ
カ
の
Ｍ
療
費
制
度
に
つ
い
て
報

ｔ
‥
し
た
い
と
思
い
ま
す
、

　

わ
が
旧
の
医
療
費
制
度
は
将
家
、
ア
■
X

^
力
の

び
式
に
移
i
h
i
-
t
ｐ
t
ｔ
が
多
分
に
思
わ
れ
ま
実

　

す
で
に
巾
川
恢
股
な
ど
は
実
吻
に
入
っ
て
い
ま

ハ
ワ
Ｖ
に
は
こ
の
ほ
か
一
弓
ほ
ど
透
析
哨
股
が

　

す
の
で
。
必
腎
吻
ぶ
防
』
艮
ご

医
師
と
の
懇
談
会
開
く

当
面
の
諸
問
題
を
を
協
議

　

本
限
二
月
二
十
五
［
、
午
後
六
時
か
ら
．
札
幌

市
内
の
ホ
テ
ル
で
透
析
医
の
医
師
五
氏
と
泗
腎

協
、
札
幌
腎
々
の
<
…
＼
の
三
池
九
名
な
ど
十
六
名
が

弩
胴
し
て
男
一
回
の
■
m
側
と
の
懇
渦
会
を
開
聞

し
た
．

　

か
ね
て
、
医
師
側
と
コ
ミ
ー
ユ
ー
享
Ｉ
シ
ク
ぶ
・

閥
り
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
つ
つ
、
ｊ
㈲
す

る
透
析
医
り
間
題
、
想
乙
会
活
勣
に
つ
い
て
懸
詞

し
た
り
品
し
へ
‥
い
を
准
・
め
て
い
た
が
．
先
生
方
と

の
目
印
の
祁
｀
‥
が
つ
き
．
開
催
と
な
っ
た
．

　

当
日
、
医
療
側
か
ら
、
北
海
道
透
析
医
会
会
艮

阿
片
利
院
の
阿
坪
光
生
．
札
幌
透
析
医
会
合
艮
佐

州
裳
辿
先
生
、
い
の
け
医
院
院
艮
猪
野
毛
先
生
'
１

沢
医
眺
院
せ
『
沢
先
生
．
さ
ら
に
札
槻
市
立
病
院

腎
蔵
移
植
科
副
医
妊
平
野
先
生
の
五
氏
と
岩
崎
道

腎
協
会
妊
な
ど
、
剛
会
艮
、
事
防
Ｑ
侵
な
ど
二
ほ

が
透
析
の
あ
と
'
＋
!
l
＾
の
あ
と
今
如
し
i
-
ｒ

　

懇
談
会
は
三
時
川
に
叉
ん
だ
が
、
特
に

　

０
四
阿
川
透
析
の
=
5
"
＾

　

〇
医
療
９
政
宅
の
問
司
特
に
件
畝
払
い
に
つ

　
　

い
て

　

（
‥
腎
臓
移
植
と
脳
死
の
間
幽

　

０
災
力
９
急
時
に
於
け
る
対
策
に
っ
い
て

　

Ｏ
心
者
の
自
己
ｔ
理
に
つ
い
て

　

Ｏ
患
跨
会
ｇ
勣
に
つ
い
て
特
に
財
政
川
叩
七

　
　

い
て

　

な
ど
が
話
=
)
4
|
H
o
-
夕
食
を
と
り
な
が
ら
、

意
ほ
の
夕
喚
が
行
わ
れ
、
非
常
に
有
意
義
な
会
‥

で
し
た
I
'
■
■
4
(
1
的
な
ご
意
Ｑ
に
つ
い
て
は
今
後
、

、
。
涙
動
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
恐
い
ま
す
。
又
、

25



今
s
S
'
も
続
け
ろ
こ
と
を
確
認
し
て
散
会
し
ま
し

　

ご
出
席
を
戴
き
ま
し
た
竹
様
、
打
讐
つ
ご
ざ
い

ま
し
た
。

昭
和
6
0
年
度
活
動
な
ど
総
括
、
審
議

　

道
腎
協
第
1
8
回
幹
事
会

　
　
　
　

３
月
2
9
日
3
0
日
定
山
渓
で
開
く

　

遊
腎
協
第
卜
八
回
斡
？
■
<
'
■
;
が
去
る
三
月
二
十

九
、
三
十
日
両
日
。
札
幌
市
南
区
定
山
渓
、
立
正

佼
成
会
定
山
荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

幹
事
会
Ｖ
.
Ｂ
二
回
叩
‐
ヽ
も
の
で
、
今
回
は
本
年

哩
二
回
目
で
、
豪
遊
各
プ
ロ
。
ク
か
ら
二
十
八
名

の
運
Ｍ
．
｀
’
Ｕ
、
幹
Ｉ
が
弩
㈲
、
汲
明
の
各
プ
ロ
ッ

堀井（れ扇腎友会）氏を議長に熟心に肘膳を進める

夕
の
活
動
報
占
、
珊
腎
協
、
令
腎
協
の
報
告
。
さ

ら
に
、
五
月
二
十
五
日
、
開
叩
１
　
定
の
総
<
r
i
i
提
出

議
案
な
ど
が
市
雛
さ
れ
ま
し
に

　

二
十
九
日
■
Ｈ
乍
後
四
時
か
ら
、
会
議
が
始
め
ら

れ
、
会
艮
あ
い
さ
つ
の
後
、
坂
坪
会
計
が
議
妊
に

避
出
さ
れ
、
本
年
後
明
の
各
ブ
ロ
ご

v
~
が
各
会
肖
係
者
か
ら
な
さ
れ
、
酒
腎
協
報
｀
‥
が

巾
忖
串
吻
Ｑ
艮
、
貨
腎
協
報
’
‥
が
、
岩
崎
会
艮
か

ら
さ
れ
、
い
ず
れ
も
質
疑
回
答
の
吸
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
昭
和
6
0
年
哩
心
腎
協
活
動
報
T
l
'
]
般
、

特
別
両
会
叶
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
新
年

吹
晒
価
方
針
（
活
動
目
標
と
雌
助
方
針
、
私
た
ち

の
願
い
Ｉ
:
X
i
ｔ
的
な
m
の
要
吼
項
目
）
な
ど
が

捉
ｔ
さ
れ
。
当
日
の
日
罹
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

三
十
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
前
日
提
案
の
活
動

方
針
を
一
部
昨
正
し
て
承
認
、
次
い
で
一
般
、
特

別
両
や
算
案
を
制
坏
会
計
か
ら
提
案
、
一
部
昨
正

の
Ｌ
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
、
次
い
で
鋤
木
副
会
長

か
ら
即
雫
さ
れ
た
新
年
厦
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
松
山

副
会
艮
か
ら
提
案
さ
れ
た
総
＜
-
＼
＾
*
ｚ
が
い
ず
れ
も

原
案
ａ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
新
年
曖
ほ
ほ
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

　
　
　

ｅ

も
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
運
営
委
μ
、
斡
ｊ
の
人
片

が
代
っ
た
ほ
か
会
長
人
心
ｒ
に
っ
い
て
Ｉ
営
委
Ｕ
会

に
一
任
さ
れ
た
外
本
年
度
役
Ｑ
が
引
き
継
ぐ
こ
と

な
ど
承
肥
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
い
て
、
新
た
に
活
動
目
標
と
な
っ
た
『
自
力

会
は
削
哩
・
「
昨
き
梢
の
設
置
１
　
「
流
新
の
キ
～

ン
ペ
ー
ン
広
亡
「
新
し
い
全
国
心
ｔ
団
体
絹
織
」

に
つ
い
て
只
体
的
運
Ｍ
方
法
を
審
議
し
、
午
前
十

一
時
三
十
分
、
仙
田
副
会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ

で
お
わ
り
ま
し
な

　

ア
″
ゲ
ー
ト
調
査
集
計
、
分
析
中

　
　
　
　
　

一
'
W
l
三
名
、
　
　
一
一
％
心
改
収
率

　

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
に
実
哨
さ
れ
た
e
？
一
回

Ｉ
、
態
調
査
の
磐
一
回
調
在
が
昨
年
十
一
月
か
ら
七

年
振
り
に
行
な
わ
れ
、
5
6
％
の
回
収
で
終
了
し
ま

し
た
。
現
住
、
専
門
家
の
手
で
分
析
の
系
数
i
£
理

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
、

　

禦
‥
寓
‥
が
で
き
し
た
ら
、
何
Ｉ
か
の
方
法
で
皆

槻
に
ご
報
ｔ
‥
し
ま
す

　

こ
れ
ら
に
よ
り
'
<
ｒ
?
ｇ
ｒ
J
＾
の
実
態
を
把
卸
し
、

八
。
起
動
の
ｍ
外
の
域
礎
と
す
る
と
と
も
に
、
各
種

が
拷
、
陳
情
活
動
の
科
学
的
デ
ー
タ
ー
と
し
て
活

用
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

腎
臓
移
植
科
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
立
札
幌
病
院

　

北
海
流
腎
移
セ
ン
タ
ー
の
股
筒
さ
れ
て
い
る
市

立
札
幌
病
院
で
は
、
四
月
一
日
の
吸
膚
改
革
に
お

り
以
前
あ
っ
た
腎
臓
移
哨
診
事
室
を
ｓ
格
し
、
腎

臓
移
航
科
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

;
:
:
U
J
-
j
;
i
'
|
-
ｙ
+
*
．
片
岡
Ｑ
充
先
生
、
副
医
μ
ｊ

野
哲
夫
完
生
が
な
ら
れ
ま
し
な

　

移
植
希
９
の
び
剱
、
剛
談
に
足
非
ご
利
用
ド
さ

ｔ

　

道
腎
協
役
員
の
逝
去
に
つ
い
て

26-

　

飯
田
輿
治
氏
珊
腎
陥
旭
営
委
Ｑ
、
ま
た
小
樽

地
方
腎
友
会
～
紡
Ｑ
艮
と
し
て
ご
尽
力
戴
き
ま
し

た
が
、
六
十
一
年
三
月
二
十
二
日
午
前
一
蒔
三
十

分
心
不
全
の
た
め
逝
去
円
十
五
歳
、
透
析
歴
六
年

ヒ
カ
月
。

噴
し
ん
で
ご
｝
ｉ
を
お
折
り
し
、
ご
報
告
し
ま
男

編
集
４
　
諮

○
こ
の
一
年
。
我
々
を
取
り
≪
く
様
々
な
動
き

　

が
あ
っ
た
。
脳
死
問
題
も
国
の
基
雛
が
出
来

　

た
。
し
か
し
、
国
民
の
今
魚
を
り
る
ま
で
。

　

か
な
り
の
時
川
が
必
ガ
の
ｋ
う
だ
。

０
厚
生
宍
‥
が
、
今
年
か
ら
十
月
そ
腎
提
供
Ｑ
鉉

　

推
進
月
川
を
設
け
て
動
き
出
し
な
我
々
の

　

五
年
間
の
遡
勣
が
国
を
動
か
し
た

○
健
保
の
本
人
二
ｗ
.
ｃ
担
が
六
上
一
可
あ
た

　

り
、
実
哨
を
国
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
そ

　

う
す
ろ
と
限
々
の
｡
-
I
'
担
は
月
二
万
円
に
な
る

　

が
。
さ
て
？

○
｀
ｎ
治
三
千
八
の
患
者
の
入
八
一
面
動
を
進
め

　

る
。
会
ａ
に
な
る
こ
と
も
大
き
な
心
者
連
動

　

へ
の
支
畏
で
あ
る
。
ご
理
解
を
戴
い
て
、
ご

　

協
勾
そ
切
に
お
願
い
し
た
い
パ
Ｎ
・
Ｎ
記
）



一
、
は
じ
め
に

　

昨
年
三
月
一
Ｉ
か
ら
実
施
さ
れ
た
医
療
費
の
改

定
で
、
人
工
腎
膿
は
時
川
区
分
の
変
更
と
技
術
料

の
切
り
下
げ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

度
i
5
1
0
る
人
工
腎
臓
医
療
費
の
切
り
下
げ
は
。

医
縦
供
給
体
制
へ
の
不
安
の
み
な
ら
ず
、
合
理
化

に
伴
う
泊
療
そ
の
も
の
の
質
の
低
ド
に
も
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
給
付
參
大
巾
に
押
え
る
新
国
民
年
金
法

の
成
立
や
、
倒
鉄
運
賃
を
始
め
と
す
る
各
種
公
共

料
金
の
値
上
げ
な
ど
、
私
た
ぢ
忠
古
の
く
ら
し
の

而
か
ら
の
制
約
も
川
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
医
療
保
険
、
年
金
制
厦
に
続
い
て
福
祉
制
度
も

全
面
的
に
兄
直
そ
う
と
す
る
政
府
は
、
引
き
続
き
、

各
種
制
度
を
改
。
恋
し
、
そ
の
予
算
も
地
方
自
治
体

の
負
批
を
強
め
、
国
の
社
会
傑
≪
川
度
に
お
け
る

責
任
を
後
退
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
私
た
ち
は
、
忠

者
の
医
療
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
こ
の
一
年
川
、

二
十
一
項
目
の
活
動
ほ
標
と
連
営
方
針
に
基
づ
き

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

一
、
主
な
活
勣
と
成
果

　

田
透
析
医
療
賢
問
題

　

昨
年
三
月
】
日
か
ら
、
医
療
費
の
平
均
三
・
五

％
引
き
上
げ
が
文
施
さ
れ
ま
し
た
が
。
こ
の
中
で

人
工
腎
臓
の
技
術
料
に
つ
い
て
、
い
ま
ま
で
の
①

五
昨
川
米
原
１
時
川
以
上
九
時
川
未
傅
収
几
時

川
以
上
の
三
段
階
に
よ
る
透
析
畔
川
区
分
を
、
①

四
時
川
未
逍
口
四
時
川
以
上
の
二
段
階
に
改
め
、

四
時
間
以
上
は
Ｉ
、
八
〇
〇
点
（
一
万
八
千
円
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
購
人
仙
格
に
つ
い
て

も
、
四
～
五
百
円
の
引
き
下
げ
が
同
時
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
。
最
も
一
般
的
に
使
わ

れ
て
い
る
ホ
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
型
、
丁
五
平
米
未

渦
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
八
千
円
か
ら
七
千

五
百
円
に
、
「
五
平
米
以
上
二
平
米
未
満
は
八

千
三
百
円
か
ら
七
千
九
百
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
最
も
多
い
五
時

川
透
析
の
場
合
は
技
術
料
だ
け
で
も
二
千
円
の
引

き
下
げ
に
な
り
、
一
回
五
時
間
、
週
三
回
の
透
析

を
行
っ
て
い
る
旛
Ｊ
で
は
忠
者
一
人
に
つ
き
月
二

万
六
千
円
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
引
き
下
げ
分
も

入
れ
る
と
月
三
万
円
以
上
も
の
減
収
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
結
米
、
施
政
と
し
て
は
、
従
来
の
収
益
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
。
ス
タ
ッ
フ
の
減
八

な
ど
の
合
一

可
能
性
の
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ま
で
の
五
時
川
透
析
が
四
時
川
に
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
、
医
療
の
質
の
低
下
を
招

く
の
で
は
な
い
か
と
不
安
が
鳥
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
。
道
腎
協
で
は
四
月
七
日
忠
者
本
位

の
透
析
医
療
を
引
き
続
き
実
施
し
て
戴
き
た
い
旨

の
全
腎
協
作
成
の
「
医
療
費
改
定
に
当
っ
て
の
お

噸
い
」
を
道
内
全
透
析
偕
長
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
道
内
の
い
く
っ
か
の
患
者
会
、

個
人
か
ら
。
時
川
短
縮
の
訴
え
が
あ
っ
た
事
か
ら
。

　

『
医
療
費
改
定
の
彫
響
に
つ
い
て
』
の
ア
ン
ケ
ー

ト
闘
査
を
火
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
米
班
内
十
四

榔
ａ
で
透
析
時
間
の
短
縮
が
あ
り
。
こ
の
調
査
に

基
づ
ぎ
昨
年
十
月
全
腎
協
の
要
崎
で
透
析
の
短
時

川
化
が
行
な
わ
れ
た
施
設
の
内
、
五
ケ
所
に
つ
い

て
透
析
短
時
川
化
の
身
体
に
与
え
る
当
間
の
彫
響

に
つ
い
て
綱
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
全
腎
協
で
は
。

そ
の
結
米
を
持
っ
て
厚
生
ｓ
:
や
、
日
本
透
析
医
会

と
折
衝
す
る
子
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
四
月
一
日
か
ら
医
療
費
改
定
が
決
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
人
工
腎
臓
に
つ
い
て
は
、

①
四
時
間
未
満
の
場
合
は
五
〇
点
、
四
時
川
以
上

の
蝸
合
は
百
点
と
引
き
下
げ
る
こ
と
、
②
夜
間
透

析
加
算
に
つ
い
て
は
百
点
ア
ッ
プ
の
五
百
点
と
し
、

婁

従
米
の
五
畔
以
降
に
開
始
し
た
場
合
の
ほ
か
午
後

九
時
以
降
に
終
了
し
た
刈
合
も
加
算
の
対
象
と
す

る
こ
と
、
③
貧
事
加
算
も
十
点
ア
乙
フ
の
六
〇
点

と
す
る
こ
と
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
医
療
費
改
定
で
人
工
腎
臓
の
保
険
点
数

は
ご
一
年
迎
靴
し
て
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た

び
重
な
る
透
析
医
療
費
の
引
き
下
げ
は
、
医
療
供

綸
体
制
や
透
析
医
療
内
容
に
大
き
な
お
響
を
及
ぼ

す
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

口
『
腎
疾
康
総
合
対
！
の
確
立
を
め
ざ
し
て

　

す
で
に
透
析
忽
肴
は
、
全
国
で
六
万
人
に
遠
し

て
い
ま
す
。
本
近
で
も
三
千
人
を
赳
え
る
忠
古
が

お
り
ま
す
。
急
川
す
る
透
析
忠
者
と
他
方
で
、
臨

調
答
申
以
降
、
厳
し
さ
を
増
す
医
療
と
福
祉
の
相

反
す
る
流
れ
の
ひ
ず
み
は
、
今
日
、
医
療
現
場
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
鋭
く
現
象
し
つ
っ
あ
り

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
私
た
ち
自
身
の
置
か
れ
て
い
る
周

圓
の
情
勢
を
自
ら
決
議
し
、
わ
が
国
の
透
析
医
療

が
か
か
え
る
本
質
的
矛
盾
を
解
決
す
る
抜
本
的
方

策
、
す
な
わ
ち
「
腎
疾
忠
総
合
対
策
」
硫
立
へ
の

運
助
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
十
月
二
七
日
。
札
帆
市
に
於

て
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ー
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
外
か
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ら
六
人
の
パ
ネ
ラ
ー
の
皆
さ
ん
を
お
ま
ね
き
し
、

テ
ー
マ
ｙ
ｙ
腎
臓
移
植
閻
題
に
し
ぼ
り
そ
れ
ぞ
れ
が

意
兄
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、
百
人
を
越
え
る
参
加

者
が
熱
心
に
討
議
し
ま
し
た
。
今
後
も
予
防
か
ら

社
会
後
帰
に
い
た
る
種
々
な
テ
ー
マ
で
間
催
し
、

一
日
も
早
く
、
本
道
に
腎
疾
忠
饉
葺
策
委
員
会

が
設
置
さ
れ
る
努
力
を
私
た
ち
と
し
て
は
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

圀
腎
臓
移
植
を
願
う
運
動

　

窮
五
回
腎
バ
ン
ク
登
録
者
拡
大
全
国
一
斉
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
昨
年
九
月
二
二
日
全
国
二
五

六
ヶ
所
八
、
一
〇
〇
人
余
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
遊
腎
協
で
も
、
全
道
二
〇
市
町
村
四
〇

〇
人
ｋ
越
え
る
心
者
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
こ
れ
に

光
立
っ
て
六
月
十
五
日
遺
腎
協
独
白
の
全
道
】
斎

街
顛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

ほ
ぽ
同
規
模
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容
も
、
街
頭
腎
臓
病
相
談
、

血
圧
測
定
、
尿
検
査
紙
の
配
布
な
ど
新
た
な
企
画

が
工
夫
さ
れ
、
遊
民
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
実
施
し
た
各
市
町
村
広
樅

紙
に
腎
バ
ン
ク
登
録
を
柝
え
る
紀
轡
瓦
ｉ
し
て

い
た
だ
く
運
動
も
各
市
町
村
の
理
解
も
深
ま
り
。

協
力
自
治
体
が
川
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

㈲
二
つ
の
国
會
請
願
一
名
運
勣

　

私
た
ち
は
、
今
年
度
も
全
腎
協
と
全
国
皐
者
家

族
回
体
迎
絡
会
の
二
つ
の
圓
"
1
-
a
瓢
連
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

吏
員
、
患
嗇
が
さ
ま
ざ
ま
な
困
讐
否
服
し

て
然
心
に
運
動
に
協
力
し
た
結
果
、
全
腎
協
の
署

名
数
一
九
ご
ニ
○
一
名
、
募
金
額
一
、
四
五
二
、

六
六
四
円
、
連
絡
会
は
九
、
〇
〇
九
名
、
二
七
三
、

五
八
四
円
。
合
せ
て
署
名
数
二
万
九
千
弱
、
募
金

観
一
七
二
万
円
余
と
な
り
、
年
々
協
力
の
実
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

　

全
腎
協
の
岡
会
錆
恥
は
、
本
年
二
月
六
日
行
な

わ
れ
、
遺
腎
協
か
ら
二
名
（
全
国
で
一
二
四
名
）

が
参
加
し
て
、
本
道
選
出
衆
、
寮
両
院
、
自
民
社

会
所
賦
議
Ｕ
九
人
に
（
全
体
で
一
七
〇
人
）
に
紹

介
議
■
･
n
r
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
饗
消
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｉ
Ｅ
訥
駄
は
、
過
去
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て

き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
。
小
児
慢
性
腎
疾
忠
の

予
防
と
泊
療
に
関
す
る
研
究
班
の
ａ
置
、
腎
移
植

符
及
月
川
、
腎
移
植
推
逸
会
議
の
設
置
な
ど
の
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

全
国
患
者
、
家
族
団
体
連
絡
会
の
国
｛
｀
消
噸
は

二
月
十
二
日
行
な
わ
れ
、
遺
腎
協
か
ら
一
名
（
全

国
か
ら
四
七
名
）
が
参
加
し
て
衆
参
内
院
の
社
会

労
働
委
μ
約
七
十
人
に
紹
介
議
員
に
な
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
全
国
の
署
名
数
は
二

十
四
万
三
千
余
人
で
し
た
。

　

倒
会
Ｓ
数
一
千
六
百
人
越
え
る

　

組
織
活
動
の
Ｓ
礎
と
も
い
ぇ
え
ｎ
登
録
に
当

っ
て
本
年
度
は
全
患
古
に
対
し
。
入
会
申
し
込
み

書
を
配
布
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
患
者
会
役
員
の
舅
力

な
ど
で
こ
の
一
年
間
一
、
六
二
一
名
と
な
り
、
目

標
の
Ｉ
、
七
〇
〇
名
に
は
違
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
値
上
げ
を
し
た

札
帆
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
一
昨
年
度
よ
り
更
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
。
中
に
は
入
会
運
動
を
休

止
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
半
は
。
几
四
％
で
ま
だ
千
人
瓦
Ｔ

患
者
が
未
会
八
で
あ
り
、
組
織
化
は
以
然
大
き
な

課
題
で
す
。

　

未
ブ
ロ
ッ
ク
の
空
知
地
区
は
夕
張
が
ｉ
器
を

結
成
さ
れ
、
岩
見
沢
の
二
施
没
か
』
久
員
の
登
録

が
あ
り
、
来
年
喫
は
ブ
ロ
。
ク
組
織
砧
成
に
向
っ

て
連
動
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

圓
機
関
紙
ど
う
じ
ん
Ｉ
遭
Ｗ
協
情
報
の
発
行

　

本
年
度
は
ｇ
う
じ
ん
”
に
つ
い
て
は
三
回
発

行
し
、
新
た
に
道
腎
協
情
報
を
四
回
発
行
し
ま
し

た
。
定
期
的
刊
行
に
つ
い
て
は
種
々
の
事
情
か
ら

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
年
曖
か
ｉ
広
報
八
制

度
を
設
け
、
全
道
か
ら
の
情
報
の
提
供
を
受
け
、

三
ヶ
月
毎
年
四
］
発
行
を
め
ざ
し
、
道
腎
協
情
報

に
つ
い
て
は
、
ニ
ケ
月
毎
と
し
。
必
要
に
応
じ
刊

行
し
配
布
も
道
腎
協
役
ｎ
、
全
施
設
に
わ
た
る
よ

う
発
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
。
広
報
紙
の

配
布
に
当
っ
て
は
、
「
全
腎
島
（
六
回
）
『
透
析
ラ

イ
フ
』
（
四
回
）
「
ス
マ
イ
ル
」
（
六
回
）
や
「
求
庭
透

哲
や
「
北
海
道
腎
バ
ン
ク
」
そ
の
他
、
配
布
に

努
め
ま
し
た
。

　

閉
全
康
看
寞
懇
調
査
の
寞
施

　

今
後
の
活
動
の
指
針
や
陳
情
、
哨
願
。
対
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

交
渉
等
の
科
学
的
な
資
料
と
し
て
、
全
忠
者
を
対

取
と
し
た
「
実
態
翻
査
」
を
昨
年
十
一
月
十
五
日

か
ら
調
査
期
間
に
入
り
現
を
Ｉ
、
五
一
三
名
か
ら

結
-
i
f
が
寄
せ
ら
れ
五
土
ハ
％
の
回
収
率
で
す
。
こ

れ
か
ら
2
4
.
門
家
の
解
析
を
得
て
自
｀
‥
と
し
て
発
行

し
、
当
初
の
目
的
に
資
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
全
腎
協
に
於
て
も
十
五
周
年
記
念
事
巣
と

し
て
全
患
者
の
二
割
程
度
を
対
象
に
新
年
度
実
態

調
査
が
実
施
ま
管
れ
て
お
り
。
合
せ
て
活
川
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

㈲
医
療
関
係
者
と
の
交
流

　

私
た
ち
透
析
心
煮
あ
る
い
は
｀
碁
会
の
様
々

な
実
態
や
m
の
蝸
で
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
。

理
解
を
徴
協
力
を
求
め
る
場
と
し
て
、
数
年
加
に

一
度
開
か
れ
た
透
析
医
師
と
の
懇
談
会
を
本
年
二

月
二
十
五
日
。
札
帆
市
に
於
て
、
北
海
道
透
析
医

会
毬

か
。
猪
野
毛
先
生
ヽ
戸
沢
先
生
、
移
柚
セ
ン
タ
ー

の
平
野
先
生
五
氏
を
お
招
き
し
、
道
腎
協
役
ｎ
、

札
帆
腎
友
会
役
八
計
十
七
名
が
参
加
し
て
開
き
ま

し
た
。
本
遭
心
透
析
状
況
、
四
時
川
透
析
闘
題
、

脳
死
間
赳
。
災
害
時
の
透
析
等
、
又
、
１
裂
の

財
政
問
ｓ
i
L
i
つ
い
て
懇
談
し
、
実
り
多
い
会
合
で

し
た
。

　

〈
４
も
、
医
療
ば
か
り
で
な
く
関
連
業
Ｗ
Ｉ
と

も
協
議
の
場
を
鹸
け
、
相
互
の
理
解
と
協
力
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

剛
会
の
財
敢
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に

　

道
腎
協
の
活
動
の
基
本
の
一
つ
は
財
政
の
問
題
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が
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
会
八
か
ら
の
会
費

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
財
源
を
俳
る
た
め
に
本
年
も

販
売
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

夏
の
花
火
の
販
売
は
全
道
各
ブ
ロ
ッ
ク
患
者
会

で
取
り
組
み
、
売
上
総
額
二
百
七
十
万
円
の
売
上

げ
、
十
二
月
の
正
月
飾
り
に
つ
い
て
は
売
上
総
額

四
十
五
万
円
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
十
種
類
の
本
の

販
売
は
昨
年
に
引
き
続
き
す
す
め
て
い
ま
す
。
ま

た
資
金
造
成
外
郭
団
体
「
腎
友
会
崩
參
」
の
販
売

活
動
に
も
、
患
者
、
施
ａ
、
一
般
の
方
の
協
力
を

戴
き
、
本
年
度
推
計
一
千
万
円
を
越
え
る
売
上
げ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

闘
他
団
体
と
の
交
流

　

健
保
法
改
悪
反
対
で
三
年
前
、
｛
ゆ
た
か
な
ぽ
療

と
福
祉
を
め
ざ
す
全
圃
Ｖ
}
者
家
族
団
体
連
絡
会
」

に
も
全
腎
協
と
し
て
毒
加
し
、
道
腎
協
に
於
て
も

全
腎
協
と
連
携
し
て
、
全
国
的
な
運
助
を
膿
開
し

ま
し
た
。

　

本
道
で
は
。
道
難
病
連
が
こ
の
窓
口
と
な
り
、

こ
れ
に
禎
極
的
に
参
加
し
、
昨
年
か
ら
道
腎
協
か

ら
代
表
理
事
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
種
嘔

藁
に
全
近
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
支
部
に
於
て
も
参
加
し
、

最
大
の
忽
古
川
体
と
し
て
提
携
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
道
腎
バ
ン
ク
、
道
移
植
セ
ン
タ
ー
へ
の
協

力
。
職
労
病
協
議
｛
Ｊ
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

　

Ｈ
全
腎
協
活
動
へ
の
協
力

　

全
腎
協
第
十
五
川
総
会
は
昨
年
五
月
十
九
日
、

岡
山
県
斤
敷
市
で
開
催
さ
れ
、
道
腎
協
か
ら
五
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

１

　

ま
た
、
国
際
青
年
年
に
ち
な
ん
で
、
昨
年
七
月

二
七
・
二
八
日
と
東
京
で
闘
か
れ
た
、
全
国
昨
年

交
流
集
会
に
、
道
腎
協
か
ら
一
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
崩
令
化
が
逮
ん
で
ぃ
る
と
い
わ
れ
て
ぃ
る
透

析
患
者
中
で
、
若
い
人
独
自
の
悩
み
も
多
く
々
年

部
帖
成
の
経
験
交
流
や
結
肝
閻
題
に
つ
い
て
も
沢

山
の
意
兄
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
腎
協
へ
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度

も
岩
崎
会
員
が
製
。
憂
と
し
て
、
北
見
の
川
襲
〃

長
が
幹
事
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
岫
で
活
躍
し

て
き
ま
し
た
。

　

鼎
地
域
活
勣
に
つ
い
て

　

今
年
＾
Ｇ
糾
織
状
況
は
、
患
者
三
、
〇
〇
〇
名

に
対
し
、
会
Ｕ
一
、
六
。
：
名
（
五
四
％
）
、
施
ａ

数
九
五
に
対
し
、
患
者
会
六
四
（
六
七
％
）
、
ブ
ロ

。
ク
数
ト
几
、
未
プ
ロ
ご

数
六
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
地
域
忠
寛
二
梅
設
の
な
い
所
で
査
器

を
作
っ
て
い
る
）
が
千
歳
市
に
あ
り
、
本
年
江
別

市
に
於
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
将
来
地
元

に
透
析
施
政
を
作
る
連
動
の
母
体
と
な
る
も
の
で
、

活
動
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
陳
情
や
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、

道
腎
協
は
高
橋
厚
生
政
務
次
官
に
難
病
連
を
通
じ

て
陳
情
、
又
道
に
対
し
交
通
通
院
費
助
成
額
の
実

勢
に
合
っ
た
支
給
に
つ
い
て
要
望
、
又
市
町
村
に

対
し
交
通
通
院
費
の
助
成
や
川
額
の
運
動
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
活
動
に
っ
い
て
、
半
級
以
上
の
所
で
機
関

紙
を
発
行
し
て
お
り
、
中
に

で
の

発
行
も
川
え
て
き
て
お
り
、
年
々
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
、
学
ｇ
会
、
研
修
会
な
ど
も
行
な
わ
れ

　

「
年
金
法
改
定
闘
題
」
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
」
『
小

児
疾
患
、
成
人
病
に
つ
い
て
』
あ
る
い
は
「
体
験

発
表
」
「
患
者
会
活
動
に
つ
い
て
」
な
ど
様
々
な
テ

ー
マ
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
取
り
組
ん
だ
腎
梵
９
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
札
幌
で
は
新
た
に
、
街
頭
腎
臓
病
相
談
、
無

料
血
圧
測
定
、
富
蘭
も
含
め
て
、
尿
検
査
紙
の
配

布
な
ど
新
た
な
企
画
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
患

肴
会
と
も
活
発
で
、
登
山
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ボ

ー
リ
ン
グ
。
潅
水
浴
、
炊
事
遠
足
、
温
泉
拷
打
、

灸
捕
米
実
狩
り
な
ど
北
海
近
の
自
然
と
親
し
む
行

事
や
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
お
ぎ
な
う
活
動
で
忠

者
梱
互
の
親
ぼ
く
を
計
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
城
と
も
活
動
資
金
の
確
保
の
た
め
、
会
ｎ

の
川
加
に
努
め
る
と
共
に
。
会
費
の
値
上
げ
や
広

ｔ
‥
依
頼
、
物
品
販
売
（
花
火
、
正
月
飾
り
。
本
、

止
血
バ
ン
ド
）
年
賀
状
の
印
刷
あ
っ
せ
ん
、
ア
リ

コ
ジ
ャ
バ
ン
の
あ
っ
せ
ん
、
等
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
北
兄
連
絡
会
で
喫
茶
店
、
花
I
S
'
　
-
ｆ
ｔ
菓

子
の
製
造
販
売
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
。
〈
４
の

進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
忠
者
会
も
ト

年
を
迎
え
る
所
が
多
く
、
札
帆
腎
友
会
は
今
年
度

紀
念
誌
の
発
行
、
長
間
透
析
者
の
去
彰
、
記
念
講

演
会
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
来
年
度
は
恋
闇
釧
路
函

館
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仏
た
ち
は
こ
の
一
年
の
成
米
を
前
進
さ
せ
。
新

た
な
活
動
方
針
の
も
と
に
全
脚
一
、
〇
〇
〇
名
の

｀
著
と
、
さ
ら
に
広
く
遊
民
に
腎
臓
病
の
*
i
-
.
ｇ
を

訴
え
、
道
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
次
年
度
に
つ

な
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
、
お
わ
り
に

　

こ
の
一
年
川
で
、
私
た
ち
を
め
ぐ
る
状
況
は
、

。
段
と
厳
し
さ
を
川
し
ま
し
た
。
昨
年
三
月
に
実

施
さ
れ
た
透
析
医
療
費
の
実
質
的
な
引
き
下
げ
や
、

川
立
医
療
機
関
の
合
理
化
叶
画
は
透
析
医
療
供
給

体
制
の
増
大
を
瓢
う
私
た
ち
の
連
動
に
逆
行
す
る

　

一

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
全
腎
協
や
忠
者
窄

　

2
9

族
川
体
連
絡
会
の
運
動
は
ま
す
ま
す
系
§
i
に
な
り
、

　

一

姐
腎
協
と
し
て
も
禎
極
的
な
協
力
体
制
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

組
織
的
に
は
会
ｎ
数
は
着
火
に
伸
び
て
い
る
も

心
の
三
十
ｔ
ａ
え
る
未
砧
成
患
者
会
が
存
在
し
空

知
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
も
六
十
一
年
度
以
降
の
課
皿
と

な
り
ま
し
た
。

　

財
政
而
で
も
。
本
年
は
み
陳
者
職
場
適
川
助
成

金
辱
に
よ
り
、
健
全
財
政
を
つ
ら
ぬ
き
ま
し
た
が
、

米
乍
度
十
月
以
降
こ
れ
が
打
ち
切
り
と
な
り
、
事

務
Ｑ
体
制
を
維
持
す
る
上
で
も
ｙ
忽
に
財
源
価
保

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｊ
赳
も
あ
り
ま
す
。



(収入の部)

昭和60年度決算報告

　　　　　　　　　　　　

自

　　　　　　　　　　　　

至

昭和60年４月１日

昭和61年３月31日

科　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　考

●

会　　　　　費

配分交付金

職場適用助成金

事　業　収　益

寄　　附　　金

広　　告　　料

雑　　収　　入

特別会計より繰入

4,080,000

　950.000

2.220,000

　100,000

1,980,000

　300.000

　100,000

3.792,600

　955､000

2.071.960

　106,-106

1.590.731

　　40,000

　112.688

　278.470

　92.9

100.5

　93.3

106.4

　80.3

　13.3

112.6

会員数1.621名

北海道難病連

雇用促進協会

花火、正月飾り、池

国会邨金81万、商事78万、池

　″どうじん″機関紙

受取利息、売上機関紙、他

小　　　　　計 9.730,000 8.947,855 91.9

借　　人　　金

預　　り　　金

立　　竹　　金

前　期　繰　越 116,281

628.000

　63.270

　54.850

116.281

合　　　　　計 9.846､281 9,810.256 100.0

(収入の部)

昭和60年度特別会計決算報告

　　　　　　　　　　　　　　　　

自

　　　　　　　　　　　　　　　　

至

昭和60年４月１日

昭和61年３月31日
科　　　　　　目 金　額 吻　　　　　　　考

Ｓ

広　　告　　料 80,000 キャンペーンバンフレ･フト用

穀　　病　　連 110,000 医療 縁演会助成金
全　　腎　　協 440.000 ブロック育成費
雑　　収　　人 12.451 利息、他
売　　　　　　上 316.200 各腎友会ティッシュ・風船・のぼり・ゼッケン
前期操　越　金 470､317
合　　　　計 1.428､968

(支 出 の部）

科　　　　　　目 金　額 偉　　　　　　　考
チ　　ラ　　シ 130.000 ３万枚
道民へのアピール 26.000 １万５千枚
ティシユベーノｉ一 325.000 ５万個
風　　　　　　船 62.000 ４千個
発　　送　　費 64.650
シンボジューム経費 271.310 旅費・宿泊費・会場費・食嘔代
ゼッケン・のぼり 77.000 ゼッケン250枚・のぽり30本
一般会計へ操入れ 278.470
次期操越　金 194.538
合　　　　計 1.428.968

31



一
、
私
た
ち
を
め
ぐ
る
も
の

　

昭
和
四
七
年
腎
不
全
患
者
に
対
す
る
身
体
障
害

嗇
福
祉
法
の
適
用
な
ど
に
始
ま
っ
た
腎
不
全
対
策

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
患
者
が
生
命
を
救

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
の
医
療
や
福
祉
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
自
分
自
身
で
努
力
し
、
足
り
な
い
場
合
は

公
的
制
度
を
利
用
せ
よ
と
い
う
方
向
が
基
本
に
あ

り
ま
す
。

　

老
人
医
療
費
の
有
料
化
。
健
保
制
度
の
本
人
十

割
給
付
の
廃
止
、
一
割
負
担
の
導
入
、
年
金
制
度

も
年
金
額
は
引
き
下
げ
ら
れ
。
保
険
料
は
大
巾
に

引
き
上
げ
り
れ
ま
す
。
さ
ら
に
国
立
医
療
機
関
の

統
廃
合
十
年
計
画
を
明
ら
か
に
し
。
圃
民
柵
祉
医

復
制
度
の
創
設
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
い
づ
れ
も

国
の
負
担
を
減
ら
し
、
患
者
、
国
民
の
負
担
を
強

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
、
身
体
障
害
者
福
祉
の
国
の

補
助
半
は
引
き
下
げ
ら
れ
、
更
生
医
療
'
＊
成
医

療
な
ど
は
二
分
の
一
補
助
と
な
り
、
そ
の
制
度
は

都
道
府
叫
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
地

方
良
治
体
独
自
の
福
祉
施
策
へ
の
圧
力
と
な
り
後

退
を
招
く
も
の
で
す
。
移
管
に
よ
っ
て
、
道
の
財

政
状
況
に
よ
っ
て
、
先
進
県
と
の
更
生
医
療
、
育

成
医
療
、
児
童
扶
養
手
肖
生
活
保
護
の
格
ぷ
が

生
じ
た
り
、
後
退
し
な
い
よ
う
。
私
た
ち
は
常
に

行
政
交
渉
ジ
続
け
、
全
患
者
の
意
志
統
一
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
透
析
患
者
は
全
国
で

約
六
万
人
、
本
道
で
も
三
ｒ
人
と
累
川
し
て
い
ま

す
。
　
　
年
間
に
透
析
に
４
人
さ
れ
る
腎
不
全
忠
者

は
一
万
人
を
赳
え
、
毎
年
1
｛
千
人
か
ら
ヒ
千
人
、

本
道
で
も
百
人
か
ら
百
五
十
人
の
ペ
ー
ス
で
川
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
運
動
の
基
本
は
、
患
者
が
安
心
し
て

治
療
が
受
け
ら
れ
生
活
し
て
い
く
事
が
出
来
る
た

め
の
条
件
づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。
医
療
供
給
体
制

の
面
か
ら
も
、
種
々
な
福
祉
対
策
の
面
か
ら
も
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
深
刻
に
受
け
と
め
も
う
こ
れ

以
上
。
透
析
患
者
を
川
や
さ
な
い
よ
う
に
『
腎
疾

忠
総
合
対
策
』
の
礪
立
を
怠
が
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

次
に
昨
年
三
月
の
医
療
費
改
定
で
保
険
点
数
の

仕
組
み
が
五
時
間
か
ら
四
時
川
を
区
切
り
と
霞
児

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
定
実
施
後
、
五
時
川
透
析

が
四
一

る
事
例
が
発
生
し
、
透
析
回
数
の

増
加
、
体
調
の
懸
化
、
管
理
の
強
要
が
行
な
わ
れ

転
院
の
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
一
月
の
対

厚
生
竹
交
渉
で
厚
生
｀
‥
が
明
ら
か
に
し
た
「
件
数

払
い
」
方
式
に
つ
い
て
は
、
透
祈
医
療
の
質
の
低

下
が
充
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
医
療
費

の
仕
組
み
の
変
更
で
治
療
内
容
が
変
っ
た
り
す
る

の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
各
忠
者
の
状
況
に
見
合

っ
た
泊
縦
が
。
医
学
的
に
も
科
学
的
に
も
行
な
わ

れ
る
よ
う
強
く
訴
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
道
に
於
て
は
m
の
偏
在
が
と
り
わ

け
問
赳
で
す
。
唯
島
、
へ
き
地
で
の
施
設
の
な
い

問
題
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
変
革
と
と
も
に

大
き
な
問
題
で
す
。
ま
た
施
設
間
の
医
療
格
差
も

最
近
狐
著
な
例
が
兄
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ほ

険
点
数
に
兇
合
っ
た
医
療
や
食
事
を
強
く
の
ぞ
み

ま
す
。

　

次
に
腎
移
植
の
問
超
で
す
。
厚
生
俐
‥
は
本
年
度

か
ら
腎
提
供
推
進
月
間
を
十
月
に
設
け
、
臓
器
提

供
思
想
普
及
の
運
£
t
を
展
開
し
ま
す
が
、
厚
生
Ｓ
:

の
脳
死
研
究
班
の
報
告
発
表
と
共
に
こ
の
綸
議
が

〈
４
盛
ん
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
。
本
年
四
月
か
ら
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
の
輸

入
承
認
に
よ
り
、
移
植
の
成
紋
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
最
大
の
障
害
は
提
供
腎
の
問

魁
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
運
動
・
民
運

動
と
し
て
推
進
さ
れ
る
よ
う
更
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
腎
臓
売
買
問
題
に
つ
い
て

は
、
私
た
ち
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
。
提
供
者
の

心
情
に
思
い
を
い
た
し
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

次
に
私
た
ら
は
。
こ
の
よ
う
な
国
や
地
方
自
治

体
の
動
き
を
理
解
し
、
検
討
し
、
対
策
を
迅
速
に

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
全
遊

。
二
。
０
０
０
人
の
患
者
が
道
腎
協
に
結
集
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
織
の
強
化
の
た
め
。
入
会

連
助
を
続
け
、
未
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
を
背
無
に
し
、

各
病
院
患
者
会
の
桔
成
を
忽
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
動
き
支
ｎ
に
伝
え
る
た
め
、

広
報
活
助
の
一
層
の
活
発
化
に
つ
と
め
'
　
m
.
会
、

研
墜
雲
間
い
て
、
理
解
に
努
め
る
八
丑
ハ
に
、
忠

嗇
相
互
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー
叶
る
場
も
広

げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
。
活
動
の
基
本
と
な
る
財
政
に
つ
い
て
も
、

更
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
財
源
礪
保
に
つ
と
め
、
質
、

量
と
も
に
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
新
た
な
役
員
の
生
み
出
し
。
活
動
家
を
＊
:

て
、
医
療
、
行
政
、
マ
ス
コ
ミ
関
連
某
Ｗ
、
さ
ら

に
難
瓜
迷
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
連
携
烹
″
め
、

広
く
遊
民
の
理
解
と
協
力
を
り
る
遊
腎
協
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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今
年
度
は
こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
次
の
活

勅
目
標
と
運
常
に
つ
い
て
、
運
動
を
す
す
め
た
い

●●

と
思
い
ま
す
。

二
、
私
た
ち
の
願
い

　

ｍ
基
本
要
求

　

①
腎
臓
病
の
予
防
、
治
療
、
研
究
、
患
者
の

　
　

教
青
保
障
、
雇
用
な
ど
総
合
的
、
抜
本
的
な

　
　

】
貫
し
た
対
策
を
国
と
地
方
自
治
体
の
責
任

　
　

で
確
立
す
る
こ
と
。

　

②
腎
臓
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
硫
立
の
研

　
　

究
を
促
進
す
る
こ
と
。

　

③
国
民
生
活
を
犠
牲
と
す
る
臨
調
・
行
革
に

　
　

よ
る
医
療
・
福
祉
切
り
捨
て
は
や
め
、
安
心

　
　

し
て
医
療
を
受
け
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、

　
　

医
療
制
度
、
社
会
保
障
を
国
民
水
位
に
改
革

　
　

す
る
こ
と
。

凶
Ｗ
疾
患
総
合
対
策

　

①
市
立
朴
幌
病
院
に
設
置
さ
れ
た
道
腎
移
植

　
　

セ
ン
タ
ー
キ
移
植
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
工

　
　

腎
臓
泊
療
か
ら
予
防
、
驚
理
、
研
究
ま
で
に

　
　

含
め
た
腎
セ
ン
タ
ー
に
拡
充
す
る
こ
と
。

　

②
腎
臓
病
の
総
合
対
蓼
４
立
す
る
た
め
、

　
　

魯
者
代
表
を
含
め
た
対
策
委
八
会
を
道
。
主

　
　

要
都
市
に
設
置
す
る
こ
と
。

即
腎
臓
病
予
防
・
治
療
対
策

　

①
乳
幼
児
、
児
童
、
牛
硬
。
学
生
、
勣
労
者
、

　
　

息
篆
者
、
家
庭
婦
人
な
ど
に
対
す
る
検
尿

　
　

奮
友
全
実
施
す
る
こ
と
。

　

②
腎
臓
病
の
早
期
治
療
、
腎
炎
管
理
の
体
制

　
　

恚
－
’
立
す
る
こ
と
。
持
に
小
中
学
生
の
「
腎

　
　

臓
手
帳
」
の
発
行
に
よ
る
驚
理
体
制
を
確
立

　
　

す
る
こ
と
。
成
人
の
腎
疾
患
驚
理
体
制
も
確

　
　

立
す
る
こ
と
。

　

③
腎
臓
病
予
防
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
強
め

　

④
岡
公
必
屎
概
関
に
腎
疾
患
専
門
外
来
を

　
　

設
置
す
る
こ
と
。

Ｊ
血
液
浄
化
法
対
策

　

①
国
＞
ｍ
療
機
関
、
公
的
医
療
機
関
に
対
す

　
　

る
人
工
腎
臓
の
増
股
を
￥
急
に
す
す
め
る
こ

　

②
透
析
施
殼
の
地
域
胴
慾
を
早
急
に
解
消
す

　
　

る
こ
と
。
特
に
、
へ
き
地
、
離
鳥
対
策
を
強

　
　

化
す
る
こ
と
。

　

③
国
公
立
医
療
機
関
で
の
夜
間
透
析
を
拡
充

　
　

す
る
こ
と
。

　

④
透
析
専
門
医
、
番
鏝
婦
を
は
じ
め
、
必
要

　
　

な
透
析
医
療
従
事
者
を
舞
成
確
保
す
る
こ
と
。

　
　

特
に
国
公
立
医
療
機
関
で
の
完
全
充
足
を
は

　
　

か
る
こ
と
。

　

⑤
透
析
医
療
の
全
道
的
な
水
準
の
向
上
を
は

　
　

か
り
、
患
者
の
個
別
の
状
態
に
兄
合
う
適
切

ニ

　
　

な
治
療
が
行
な
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

⑥
透
析
技
術
者
の
教
育
、
馴
練
体
制
を
礪
立
、

　
　

強
化
し
、
身
分
制
慶
を
礪
立
す
る
こ
と
。

　

⑦
長
期
透
析
忠
者
の
ふ
屏
症
、
高
令
透
析
患

　
　

者
の
医
学
的
対
策
、
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
。

　

⑧
糖
尿
病
性
腎
症
の
透
析
患
者
に
対
す
る
医

　
　

学
的
、
社
会
的
対
策
を
強
め
る
こ
と
。

　

⑨
老
人
、
小
児
丿
屏
症
の
患
書
に
対
応
で

　
　

き
る
専
門
施
設
を
駿
置
す
る
こ
と
。

　

⑩
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
腹
膜
炎
な
ど
合
併
症
対
策
と
、

　
　

安
全
対
策
の
研
究
童
Ｉ
め
る
こ
と
。

　

⑩
携
帯
用
人
工
腎
瞭
、
短
時
間
透
析
な
ど
に

　
　

つ
い
て
、
そ
の
安
令
性
を
研
究
し
つ
つ
、
実

　
　

用
化
普
及
を
め
ざ
す
こ
と
。

　

⑩
家
庭
透
析
の
た
め
の
嬰
者
教
育
幕
串
を
作

　
　

り
、
専
門
釧
練
施
設
を
投
置
す
る
こ
と
。
経

　
　

寛
遷
化
と
し
て
教
Ｗ
、
馴
練
を
せ
ず
無
差

　
　

別
に
導
入
さ
れ
る
『
自
主
驚
理
』
透
析
は
強

　
　

制
し
な
い
こ
と
。

　

⑩
人
工
腎
臓
関
迎
装
置
、
医
薬
品
の
安
全
性

　
　

に
つ
い
て
の
監
督
、
指
導
、
審
査
幕
準
等
を

　
　

強
化
す
る
こ
と
。

　

⑩
地
震
、
水
害
。
火
災
、
渦
水
な
ど
災
害
時

　
　

対
策
と
緊
急
透
哲
辺
采
制
を
礪
保
す
る
こ

朗
腎
移
植
対
策

①
遭
移
植
セ
ン
タ
ー
と
桔
ぷ
、
腎
臓
移
植
手

　

術
実
施
病
院
．
摘
出
協
力
病
院
を
増
や
す
こ

　

②
財
団
法
人
北
海
道
腎
バ
ン
ク
の
提
供
登
録

　
　

を
推
進
す
る
た
め
。
国
・
地
方
自
治
体
行
政

　
　

機
関
窓
口
で
の
広
報
活
助
を
強
め
る
こ
と
。

　

③
腎
賦
提
供
登
録
醤
及
の
予
算
を
大
帽
に
増

　
　

頷
し
、
新
聞
。
テ
レ
ビ
。
政
府
、
地
方
自
治

　
　

体
広
報
紙
誌
な
ど
に
よ
る
広
報
活
助
を
強
め

　
　

る
こ
と
。

　

④
運
転
免
肝
証
々
仔
時
の
腎
臓
提
供
登
録
制

　
　

寥
ｙ
確
立
す
る
こ
と
。

　

⑤
腎
臓
移
植
の
専
門
医
を
賛
成
・
確
保
す
る

ｔ
医
康
Ｓ
対
策

　

①
保
険
。
共
済
の
本
人
十
割
給
付
を
復
活
し
、

　
　

健
保
家
族
、
岡
保
の
給
付
率
を
引
き
上
げ
る

　

②
雇
用
の
障
害
を
な
く
す
た
め
人
工
透
析
医

　
　

療
費
は
、
医
療
保
険
か
ら
切
り
離
し
た
岡
と

　
　

地
方
自
治
体
負
担
に
よ
る
全
額
公
費
医
療
と

　
　

す
る
こ
と
。

　

③
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
な
ど
の
医
療
費
を
公

　
　

費
負
担
と
す
る
こ
と
。

　

④
窒
料
、
付
添
番
護
料
、
回
筏
室
べ
ｙ
卜
料

　
　

な
ど
の
差
額
徹
収
は
徹
廃
す
る
こ
と
。

　

⑤
人
工
腎
臓
の
診
療
報
酬
は
、
透
析
医
療
供

　
　

給
体
制
を
保
障
し
、
患
古
に
し
わ
よ
せ
と
な

　
　

ら
な
い
実
情
に
兄
合
っ
た
適
正
な
点
数
と
す

　
　

る
こ
と
。

　

⑥
家
庭
透
析
に
医
療
保
険
を
適
用
す
る
こ
と
。

　

⑦
腎
移
植
希
望
古
の
組
織
優
羅
査
費
用
を
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公
費
負
担
と
す
る
こ
と
。

　

⑧
Ｋ
ｉ
ｉ
ａ
Ｒ
'
　
＊
:
成
医
療
の
費
用
徴
収
（
一

　
　

郎
負
担
）
は
徹
廃
す
る
こ
と
。

　

⑨
地
方
自
泊
体
独
自
の
身
障
者
、
難
病
、
母

　
　

子
な
ど
の
医
療
費
助
成
制
度
を
全
国
的
に
拡

　
　

充
し
、
所
得
制
限
は
廃
止
す
る
こ
と
。

　

⑩
老
人
保
健
制
度
の
自
己
負
担
は
廃
止
し
。

　
　

そ
の
診
療
報
酬
は
、
必
要
な
検
査
、
入
院
・

　
　

治
療
が
保
陣
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

剛
生
活
保
障
対
策

　

①
生
活
保
搾
基
準
は
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ

　

②
特
別
陣
害
嗇
手
当
の
支
給
基
準
を
緩
和
し
。

　
　

対
取
者
を
拡
大
す
る
こ
と
。

　

③
透
析
魯
粛
を
父
と
す
る
東
庭
へ
の
児
童
扶

　
　

贅
手
当
の
不
当
な
打
ち
切
り
は
止
め
、
就
労

　
　

で
き
な
い
透
析
患
者
の
家
庭
に
は
支
給
す
る

　
　

こ
と
。

　

④
障
害
幕
礎
年
金
の
陣
害
基
準
は
、
透
析
患

　
　

者
は
、
最
低
二
級
と
し
、
生
活
で
き
る
年
金

　
　

額
と
す
る
こ
と
。

　

⑤
移
植
腎
生
肴
後
の
陣
書
早
金
の
支
給
打
ち

　
　

切
り
は
や
め
、
抗
免
疫
抑
制
療
法
実
施
中
は

　
　

支
給
す
る
こ
と
。

　

⑥
障
害
年
金
支
給
停
止
騰
、
再
び
懸
化
し
て

　
　

透
析
を
開
始
し
て
も
、
障
客
年
金
を
支
給
し

　
　

な
い
失
権
制
度
キ
廃
止
す
る
こ
と
。

　

⑦
共
塘
害
の
障
審
年
金
は
在
職
中
で
も
支

　
　

給
す
る
こ
と
。

　

⑧
壱
―
著
の
敦
済
措
置
を
早
急
に
検
討
す

　
　

る
こ
と
。

　

⑨
内
部
障
書
書
に
も
国
政
、
私
鉄
、
航
空
連

　
　

賃
訓
引
き
を
遭
用
し
。
有
料
道
路
通
行
料
金

　
　

も
割
引
き
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

　

⑩
外
来
透
析
患
者
の
通
院
交
通
費
を
公
費
補

　
　

助
す
る
こ
と
。

　

○
所
得
税
の
大
幅
減
税
を
実
施
し
、
陳
害
者

　
　

控
除
。
特
別
障
審
嗇
控
除
額
を
引
き
上
げ
る

　
　

こ
と
。

図
一
用
対
策

　

①
身
体
障
書
者
雇
用
促
進
法
を
改
正
し
。
法

　
　

定
雇
用
率
、
雇
用
納
付
金
を
大
幅
に
引
き
上

　
　

げ
、
集
権
助
成
金
も
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　

②
職
業
安
恵
町
の
障
害
者
の
職
業
紹
介
、
相

　
　

談
体
制
を
強
化
し
、
具
体
的
な
就
職
あ
っ
せ

　
　

ん
を
促
進
す
る
こ
と
。

　

③
国
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
関
係
機
関
で
腎

　
　

機
能
障
害
者
を
探
用
す
る
こ
と
。
行
政
機
関

　
　

の
障
害
者
一
用
に
あ
た
っ
て
は
、
内
郎
障
害

　
　

晋
一
前
し
な
い
こ
と
。

　

④
地
方
良
採
は
、
障
害
者
の
就
職
あ
っ
せ

　
　

ん
紹
介
の
場
を
般
け
る
こ
と
。

　

⑤
障
害
嗇
の
就
労
、
身
分
、
賃
金
１
前
す

　
　

る
法
律
（
国
家
公
務
員
法
第
七
十
八
条
、
地

　
　

方
公
務
八
法
第
二
十
八
条
、
労
働
安
全
衛
生

　
　

法
塑
｛
十
八
条
、
最
低
賃
金
法
第
八
粂
｝
は

　
　

医
学
の
進
歩
と
社
会
の
変
化
に
兄
合
っ
て
改

　
　

正
す
る
こ
と
。

　
　
　

・

⑤
内
部
障
害
者
の
た
め
の
職
業
訓
練
施
設
を

　

増
般
し
、
内
容
を
充
実
す
る
こ
と
。

⑦
痢
気
を
理
由
に
解
雇
し
た
り
、
退
職
を
強

　

要
し
な
い
こ
と
。

⑧
腎
機
能
障
害
者
の
職
錫
配
置
に
つ
い
て
は
、

　

そ
の
適
正
に
見
合
っ
て
行
な
い
、
「
温
情
的

　

差
別
に
は
し
な
い
こ
と
。

⑨
障
害
者
の
事
業
隠
硲
に
必
要
な
資
金
‘
’
低

　
　

利
融
資
す
る
こ
と
。

剛
そ
の
他
の
要
求

　

①
腎
臓
病
児
に
対
す
る
完
全
な
教
育
保
障
を

　
　

確
立
す
る
こ
と
。

　

②
各
透
析
医
療
機
関
に
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

　
　

ー
カ
ー
を
配
置
し
。
徒
長
源
の
活
用
や
、

　
　

患
者
の
心
理
的
経
済
的
相
談
に
応
え
ら
れ
る

　
　

体
制
を
つ
く
る
こ
と
。

三
、
活
動
の
目
標
と
会
の
運
営

川
今
年
度
の
！
酋
根

　

１
健
保
本
人
負
担
増
、
公
賢
医
療
制
度
の
改

　

悪
、
児
童
扶
警
手
当
の
打
ち
切
り
。
透
析
医

　

療
の
抑
制
な
ど
医
療
、
福
祉
制
度
の
全
国
的

　

な
問
題
に
対
し
て
、
積
極
的
に
全
腎
協
と
共

　

に
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

　

２
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
確
立
の
た
め
、
本

　

道
に
腎
疾
愚
対
策
委
員
会
の
設
立
を
め
ざ
し
、

　

本
年
も
道
に
対
し
、
陳
情
饗
里
活
動
を
続
け
、

　

本
年
も
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ー
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

３
腎
臓
移
植
の
普
及
を
め
ざ
し
、
六
月
は
遭

　

Ｗ
協
独
自
、
十
月
は
厚
生
省
と
共
に
腎
提
供

　

促
進
月
間
に
協
力
し
、
全
国
一
斉
街
頭
キ
ャ

　

ン
ベ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

４
「
腎
疾
患
総
合
対
策
の
早
期
確
立
を
求
め

る
」
（
第
十
回
）
凧
者
家
族
団
体
連
絡
会
（
第

五
回
）
の
国
会
請
願
署
名
、

な
い
ま
す
。

５
「
私
た
ち
の
願
い
」
実
現
の
た
め
、
遭
、

市
町
村
、
関
係
団
体
に
働
き
か
け
を
行
な
い

ま
す
。

６
ア
ン
ケ
ー
ト
の
綿
果
を
透
析
白
書
に
ま
と

め
、
康
書
の
要
求
実
現
の
た
め
道
に
施
設
の

増
設
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
賢
助
成
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の

ス
タ
ン
ド
の
補
助
と
。
通
院
交
通
費
未
実
施

市
町
村
に
対
し
実
施
の
一
動
を
す
す
め
ま
す
。

７
透
析
医
会
を
は
じ
め
、
業
界
・
団
体
と
の

連
携
や
交
流
を
は
か
り
ま
す
。

８
市
町
村
広
報
紙
に
『
腎
バ
ン
ク
提
供
登
録
』

の
掲
載
頁
講
と
北
海
道
新
聞
社
の
協
力
で
三

回
に
わ
た
り
腎
提
供
登
録
促
遠
の
掲
載
広
告

を
す
す
め
ま
す
。

９
各
施
設
の
医
療
内
容
の
実
像
の
把
姐
に
つ

と
め
、
施
設
の
協
力
に
よ
り
医
療
格
蓬
是
正

34-



　

を
す
す
め
ま
す
。

Ｊ
組
織
・
広
報
・
財
敢
強
化
の
た
め
に

　

１
斉
フ
ロ
ッ
ク
内
の
交
流
と
共
問
活
動
を
強

　

め
る
た
め
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
病
院
患
書
会
の

　

活
勣
に
運
富
委
樋
会
か
ら
の
協
力
を
必
要
に

　

応
じ
す
す
め
ま
す
。

　

２
事
務
局
体
制
椎
持
の
た
め
身
分
保
障
に
つ

　

と
め
ま
す
。
そ
の
た
め
財
政
爾
立
を
す
す
め

　

ま
す
。

　

３
透
析
押
入
皐
肴
の
入
会
促
進
を
は
か
り
、

　

組
織
の
拡
充
に
つ
と
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、

　

入
会
乖
『
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

　

４
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、
難
病
連

　

へ
の
参
加
や
、
組
織
化
な
ど
、
他
団
体
と
の

　

交
流
に
つ
と
め
ま
す
。

　

５
新
た
な
役
員
の
揚
り
起
し
と
活
動
家
の
育

　

成
に
努
め
ま
す
。

　

６
運
費
呆
頁
会
・
幹
事
会
・
専
門
委
員
会
の

　

定
期
開
催
に
つ
と
め
ま
す
。

　

７
機
関
誌
”
J
J
う
じ
ん
』
ニ
ケ
月
毎
）
と
遭

　

Ｗ
協
情
報
（
ニ
ケ
月
毎
）
の
定
期
刊
行
に
つ

　

と
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、
広
報
員
制
度
を
設

　

け
、
情
報
資
料
の
収
集
に
よ
り
い
っ
そ
う
の

　

内
容
充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

　

８
患
者
の
自
己
管
理
、
社
会
復
帰
に
役
立
つ

　

出
版
細
介
、
普
及
に
つ
と
め
ま
す
。

　

９
分
担
金
の
早
期
納
入
を
は
か
る
と
と
も
に
、

　

協
力
会
員
制
度
の
導
入
。
全
透
析
施
設
を
主

　

と
す
る
募
金
箱
の
設
置
、
さ
ら
に
寄
附
金
。
助

　

ｅ
成
金
、
各
種
販
売
利
益
金
な
ど
、
会
費
以
外

の
収
入
増
加
に
つ
と
め
、
健
全
財
敢
を
維
持

し
ま
す
。

l゛ ｜

「これが透析生活の秘訣です」太田和夫著

　

1,500円

「これが透析の全生活です」太田、束間、臼井共著

　

1,400円

「おいしい透析食メニュー」成富、品川、永尾、針馬共著

　

1,700円
「これが透析療法です」太田和夫著

　

1.500円

「これが腎移植です」太田和夫著

　

1,500円

「慢性腎不全の正しい知識」ﾒ乙茂文昭著

　

980円

　

お申込は北海道腎臓病忠者連絡協議会か各腎友会へ.ク

賞状・感謝状・挨拶状

宛名書き・その他書物

写植・版下・トレース

＝（汗りし

札幌市中央区大通東５丁目

　　　　　　　

棚田ビル２;ｉ

　

r2ri-44io

誠岡

　

久
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(支出の部)

科　　　目 予　算額 構成比(％) 備　　　　　　考

会　　議　　費 700,000 6.7

幹事会費 300,000 2.9 旅費・資料費・会場費（１回分）

運営委員会費 150.000 1.4 旅費・資料費・会場費（３回分）

専門委員会費 150.000 １．４ 財政・広報・腎疾患（２回分）

中央会議費 100.000 1.0 全腎協参加（総会・幹事会費）

負　　担　　金 2.675.000 25.6

加盟分担金 395､000 3.8 難病連（40％）

全国会分担金 2.280.000 21.8 1､900×1.200円

事　　業　　費 2.350.000 22.5

総　会　費 300.000 2.9 議案書・会場費・旅費

機関紙費 1,250,000 12.0 ５回発行運送費込

活　動　費 800.000 7.6 アンケート報告書・懇談会費・ブロック助成金

事務局運営費 4.685.000 44.8

通　信　費 150,000 1.4 切手代・運送費

事務用品費 160.000 １．５

新聞図書費 60.000 0.5

交　通　費 80,000 ０．８

家　　　貨 360.000 3.4 月額30.000円

電　話　料 90.000 0.9

雑　　　費 200.000 1.9 支払手数料・水道光熱費

備　品　費 280､000 2.6 コピーリース代

慶　弔　費 30.000 0.2

事務局手当 3.240.000 31.0 ２名分

法定福利費 45.000 0.4 雇用保険

予　　備　　費 15.100 0.2

合　　　　　計 10.435.100 100.0
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(収入の部)

昭和61年度一般会計予算(案)

　　　　　　　　　　　　　　　　　

自

　　　　　　　　　　　　　　　　　

至

昭和61年４月１日

昭和62年３月31日

科　　　目 予算額 構成比 備　　　　　　　考
会　　　　　費 4,560.000 44.5% 1.900×2.400円

配分交付金 988,000 9.6% 道の助成金

職場適用助成金 1.665,000 16.3% 雇用促進協会

国会請願募金 800,000 7.8% 請願の道腎協分（50％）

寄　　附　　金 1.080,000 10.5% 腎友会商事65.000円×12=780.000、募金箱300,000
特別協力会費 500,000 4.9% 特別協力会員制度により

事業収益 250.000 2.4% 物品・木等の収益金

広　　告　　料 300,000 2.9% 機関紙″どうじん″広告料

雑　　収　　入 100,000 1.0% 受取利息他

小　　　計 10,243.000 100%

前期繰越 192.100

合　　　計 10､435.100 (前年比十6.3％)

(収入の部)

(支出の 部）

昭和61年特別会計予算書

昭和61年４月１日

昭和62年３月31日

プ゛｜

Ｑ

自

至

科　　　　目 金　　　額 吻　　　　　　考
ブロ　ッ　ク育成費 484.000 全腎協
広　　　　告　　　　料 100,000 キャンペーンチラシ広応･
医療講演会助成金 100.000 難病連（キャンペーン含む）
各ブロックからの売上り金 400.000 ティッシュ・風船
銀　　行　　利　　息 4.000 拓銀
繰　　　越　　　　金 194,538

合　　　　　　　計 1.282.538

科　　　　目 金　　　韻 僕　　　　　　考
チ　ラ　シ　印　刷　代 140,000 ３万枚
テイシユペーバー代 242,000 ４万個
風　　　船　　　　代 80,000 ５千個
尿　　試　　験　　紙 45.000 ５千枚
発　　　送　　　　費 60.000
プロ　ッ　ク　会議費 300.000 10月開催
シ　ン　ポジユ　ム代 100,000 ｢腎疾患総合対策｣
積　　　　立　　　　金 300,000 10周年 已念事業
予　　　燦　　　　費 15,538

合　　　　　　　，汁 1.282,538
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－－

○

会計監査報告

　

昭和60年度決算書に基づき、関係帳簿、領収書、預金通帳

等を厳正に精査した結果、決算書の通り相違なく、いづれも

正確、妥当である事を報告いたします。

会計監査辻

々

昭和61年５月25日

　　　

正広倍

川添健一倍

昭和61年度スローガン(案)

１．予防から社会復帰にいたる「腎疾患総合対策」の早期確立を！

２．総合腎センターの設立を！

３．腎疾患対策委員会の設置を！

４．総ての透析患者に不安のない透析医療供給体制を！

５．腎バンク登録の拡大と腎移植体制の拡充を！

６．慢性腎炎．ネフローゼ患者の医療費公費負担を！

７．働ける腎臓病患者に社会復帰の道を！

８．道市町村での医療福祉対策の拡充を！

９．活動内容を充実し、3,000人の道腎協を！
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人

こＺｉ

IＺｂ¶

Ｅ∃

- 言（案）

　

私たち腎疾忠忠者一透析忠者は幾多の困雛を乗り越えて、結成以来全国の

多くの仲間とともにすすめた運動の結果、かずかずの腎不全対策の前進をか

ちとってきました。

　

今日、全国で65,000人、道内でも3,000人に近い忠者が治療を受け、その

多くの忠者が家庭や様々な職場で働いています。

　

一方、このような透析患者の累増による医療費の増大を最大の理由として、

透析医療診療報酬やダイアライザーの購人価格の切り下げが、毎年のように

断行されています。

　

増え続ける透析忠考と削減される医療北。それは、私たち忠者にとって、

医療供給体制への不安を招くばかりではなく、透析医療の質そのものの低下

にもつながりかねません。

　

私たちは、全国の多くの仲間とともに、過去５回の「腎バンク登録拡大キ

ャンペーン」を行ってきました。また、幾多の困難を克服して毎年､「腎疾忠

総合対策」の確立をめざして、国会訪願署名・募金迎動を展開してきました。

その結果、最近、腎移植普及月間や腎移植推進会議の設汎、さらに地方腎移

植センターの整術などの成果をあげてきました。

　

私たち透析忠者は、現在、幾多の矛盾に満ちた状況に追い込まれています。

私たちにとって、腎臓病忠者をもうこれ以.L増やさないための方策一腎疾忠

総合対策の確立は、最大の課題です。

　

私たちは、医療と福祉の後退をゆるしません。私たちは、透析医療や腎移

柿などの腎不全対策や、腎疾患総合対策のいっそうの前進をめざして、私た

ちの運動を全員一丸となってすすめます。

　　

以上宣言します。

昭和61年５月25日

北海道腎臓病患者連絡協議会第９回総会
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文書発言用 紙

氏名
男　・　女 年齢 歳

住所
－Ｔ

電話 -　　- 所属県組織名

　　規約第６条により会員は文書で意見を述べることができます。活動

　方針案等に灯し、ご意見のある方はこの用紙にご意見を書いてお送り

　ください。（送付先:〒161東京都新宿区下落合3－15－29全腎協）

意　見　欄
-

（裏面につづく）

４１

プ｜

‘｜



（前頁よりつづく）
意

　　

見

　　

欄
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道腎協加盟ブロック組織一覧表
(61. 4. 1現在)

名　　　　　称 代表者氏名 事務局住所 電話 会員数

札幌腎臓病患者友の会 鈴木啓三
札幌市中央区

512

小樽後志地方腎友会 津田　嘉郎
〒047小樽市住吉町７番５嘔

　　　うの外科クリニック内
(0134)
33-6586 100

旭川地方腎友会 松山　近義
旭川市

226

稚内地方腎友会 乙竹隆七
〒097稚内市中央４丁目11冶６弓

　　　市立病院透析室内
(0162)
26-2110 30

留萌地方水無人腎友会 池田　利男
〒077皆萌市寿町１丁目

　　　市立総合病院透析室内
(01644)
2 - 1500

･15

道南腎臓病患者連絡協議会 中野龍一
〒042函館市深堀町36－9
　　　渡辺泌尿器科医院内

(0138)
55-1185

150

苫小牧つ　く　し会 小林勝市
苫小牧市

90

室蘭地方腎友会 佐藤　昇
今別市

97

滝川地方腎友会 馬飼野秋雄
〒073滝即市西町367- 4
　　　腎友会滝川クリニック内

(01255)
3 -2501

･11

十勝地方腎友会 新倉義太郎
帯広市

63

釧路地方腎友会 上田　弘 〒085釧路市新宿町１－７
　　　林田クリニック内

(0154)
24-7174

130

北見地方腎臓病患者連絡会 川窪　健次 〒090北見市５条西１丁目
　　　石田医院透析室内

(0157)
24 - 9725

68

オホーツク腎友会 原田　幸一
〒093網走市新町１丁目1－17
　　　石田医院網走分院内

(0152)
43－1380

29

中湧別曽我病院患者会 井上　茂
紋別郡遠軽町

Ｏ

夕張透析患者友の会 須藤　亮 〒068-(4夕張市本町４丁目
　　　　夕張市立病院透析室内

(01267)
2 －3131

18

岩見沢市立腎友会 山田　良明
〒068岩見沢市9条7丁目2番地
　　　市立総合病院人工腎臓センター内

(0126)
22-1650

５

七条クリニック腎友会 星野英市 〒068岩見沢市７条西７丁目
　　　七条クリニック内

(0126)
25-2727

13

未結成 〒068-21三笠市宮本町489番地
市立三笠総合病院人工腎臓センター内

(01235)
2－3131

(f)1266)
3 -.1171

Ｏ

未結成
〒072美唄市西２条北１丁目
　　　市立美唄病院透析室内 ０

未結成 〒073滝川市大町２丁目２盾34
　　　滝川市立病院透析室内

(01252)
22-4311

０

北海道腎臓病息者連絡協議会岩崎　薫
札幌市中央区

1.621

全国腎臓病患者連絡協議会 泉山知威
東京都新
〒161田

習区下落台３-べ5－29
召ビル

(03)
952 -5340

･10.508
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特
報
が
‥

ラ
イ
フ
ァ
ー
と
は

　

元
Ｉ
柵
宮
人
学
教
授
、
故
山
峙
■
Ｃ
:
:
3
E
-
(
ｅ

生
物
学
余
の
権
威
さ
は
中
川
の
川
文
＊
:
t
≪
に

お
い
て
、
中
川
鰻
ｒ
年
も
の
片
よ
り
伝
わ
る
S
J

洒
（
紹
町
酒
・
餓
洒
、
淋
飯
酒
、
灘
収
洒
Ｉ
）

に
は
、
不
老
長
寿
の
薬
勧
か
あ
る
こ
と
を
知
り

そ
の
胆
肝
源
で
あ
る
鮪
ｆ
よ
り
．
ｒ
数
．
白
株
の

曲
飢
心
分
離
研
允
を
ｈ
つ
た
．
約
2
0
～
川
研
允

の
良
き
協
力
i
C
で
あ
り
弟
Ｃ
-
で
あ
る
S
i
f
:
:
Ｓ

氏
は
山
崎
溥
ｈ
の
研
究
の
筏
を
引
き
継
ぎ
有
川

閤
酵
Ｍ
類
研
究
所
・
収
な
醗
肝
科
学
研
究
所
を

設
茫
．
試
験
研
究
に
専
念
し
、
醗
肘
食
品
、
醗

肝
献
り
Ｌ
墳
改
良
削
、
公
-
:
£
Ｓ
;
の
除
去
、

吸
着
刑
等
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
ト
数
仲
類

特
許
を
取
沁
し
て
い
る
．
特
に
ラ
イ
フ
ァ
ー
は

昭
和
2
7
～
川
税
庁
よ
り
免
許
を
水
得
し
、
そ
の

筏
．
．
｀
、
に
累
代
培
養
を
■
i
ｓ
i
ね
、
強
力
な
活
忙
糖

　

現
代
医
学
で
も
克
服
で
き
な
い
難
病
に
悩
む
患
者
の
中
に
は
、
原
因
が

分
ら
ず
従
っ
て
治
療
法
も
な
く
、
自
ら
の
手
で
治
療
方
法
や
薬
を
探
す
場

合
も
多
い
。
自
然
食
品
や
健
康
食
品
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
知

れ
わ
た
る
食
品
も
多
い
。
バ
イ
オ
ヘ
ル
ス
飲
料
「
ラ
イ
フ
ァ
ー
」
も
ク
チ

コ
ミ
で
話
題
を
さ
ら
っ
て
い
る
細
胞
活
性
液
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

化
菌
株
の
聞
廸
に
成
功
し
、
3
0
年
川
応
川
試
験

を
積
み
ｉ
ね
。
そ
の
菌
に
ご
フ
イ
フ
ァ
ー
『
Ｍ

－
2
4
』
と
命
?
;
し
、
．
Ｌ
業
妓
附
院
に
哩
録
、
史

に
特
Ｉ
を
出
願
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ア
ー
製
遭
に
お
い
て
は
ラ
イ
フ
ア
ー

『
M
1
2
4
』
の
菌
の
-
ｂ
Ｓ
５
の
培
養
外
で
あ
る
米
に

持
殊
な
方
江
で
曲
を
什
川
さ
せ
、
成
分
人
の
通

り
、
驚
災
の
パ
イ
オ
ヘ
ル
ス
飲
料
『
ラ
イ
フ
ア

ー
Ｍ
－
2
4
』
か
完
成
し
た
。

ラ
イ
フ
ア
ー
は
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
細
咆
に

特
殊
な
働
き
を
持
つ
自
然
健
康
飲
料
で
す
。
健

喩
は
小
け
か
い
の
な
い
財
産
で
す
。
近
代
生
店

で
は
、
肉
体
的
、
柄
冲
的
に
ら
多
く
の
負
批
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
特
に
「
氏
生
活
の
恥
盤
」
が

化
学
介
成
物
資
等
に
よ
っ
て
農
か
ら
．
Ｅ
の
人
Ｑ

ｔ
産
の
Ｌ
ｔ
食
Ｍ
に
依
存
さ
れ
糾
胞
か
傷
付
き
。

-・

刺
激
さ
れ
、
休
の
パ
ラ
ン
ス
が
く
ず

す
。

れ
て
い
ま

　

そ
れ
に
は
身
体
の
仕
組
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
身
体
は
細
胞
批
織
よ
り
構

成
さ
れ
。
ｉ
常
に
分
裂
、
分
化
、
増
凧
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ｔ
命
が
保
持
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
そ
れ
ら
の
剃
胞
に
は
．
Ｄ
Ｎ
Ａ
－
‐
デ
オ
キ

シ
リ
ボ
核
肢
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
－
ｊ
リ
ホ
核
肢
と
か
あ
り
。

と
も
に
核
酸
粕
蛋
［
町
で
す
。
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
助
け

を
限
り
蛋
白
質
を
造
る
の
か
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
役
‐
で

す
。
核
酸
は
ホ
ル
モ
ン
と
同
様
に
人
川
の
体
内

で
八
｛
成
さ
れ
る
が
、
成
災
刈
か
遇
ぎ
た
り
病
原

曲
、
化
Ｉ
人
‥
成
狗
質
｛
氏
Ｍ
添
加
物
・
着
色
・

肴
介
料
等
｝
抗
Ｉ
物
質
。
放
射
線
Ｉ
で
核
酸
が

弱
っ
た
り
、
傷
付
い
た
り
す
る
ヒ
。
代
酸
介
成

能
力
が
f
c
し
く
吸
ド
し
、
枝
酸
の
不
足
が
七
化

や
不
健
康
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
址
近
江
‐

の
抗
体
｛
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
ー
イ
ン
ｙ
１
ロ

キ
シ
ン
リ
こ
と
呼
ば
れ
る
物
質
は
、
我
々
の
叫

体
に
似
‐
し
て
い
る
≪
o
-
-
で
。
ま
だ
ま
だ
未

発
見
の
兜
疫
（
体
内
に
病
川
ｉ
心
素
等
の
呪
物

か
Ｑ
Ｌ
へ
し
て
む
抗
体
に
よ
‥
て
≪
-
J
病
を
防
ぐ
抵

抗
力
を
も
つ
こ
ヒ
）
を
多
く
似
有
し
て
い
ま
す
。

糾
胞
の
機
唯
が
活
性
化
し
。
鳥
ま
い
て
お
れ
ぱ

病
川
は
消
滅
し
ま
す
。
こ
れ
を
自
然
治
癒
と
い

い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ァ
ー
『
Ｍ
－
2
4
』
は
‐
川
醗

肝
ｉ
の
酵
素
分
解
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
。
特
徹

l・ ｜

的
成
分
は
多
糖
蛋
白
で
生
化
学
的
に
説
川
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
は
多
糖
は
細
胞
Ｓ
-
5
-
細
胞
表
面
な

ど
の
構
心
A
l
機
能
に
関
７
し
、
グ
ル
カ
ン
、
ム

コ
≫
*
£
Ｓ
で
あ
り
、
蛋
［
質
と
結
介
し
て
細
砲

と
細
他
川
の
接
合
や
ホ
ル
モ
ン
の
受
容
に
あ
た

・
て
収
要
な
役
割
を
米
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
枝
蛋
白
質
の
生
理
活
性
杓
質
で
も
あ
り

成
分
的
に
は
免
疫
賦
活
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
か
・
り
、
代
謝
機
能
に
し
よ
い
杉
響
が
７
え

て
い
る
と
■
＾
)
t
≪
え
ら
れ
、
心
、
粘
忙
か
高
い
こ

と
か
・
り
消
化
Ｓ
官
９
か
ら
細
胞
に
吸
着
接
＜
z
し

て
反
応
し
、
血
済
ガ
ン
マ
ー
グ
ロ
ブ
リ
ン
群
等

へ
活
札
を
促
す
作
川
か
・
わ
生
へ
‥
成
系
を
活
什
化

す
る
こ
と
に
介
助
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
論
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ァ
ー
は
薬
で
は
な
い
の
で
痢
気
に
効

果
の
あ
る
表
現
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
物

賞
成
分
の
科
Ｉ
的
分
析
の
結
=
^
'
物
理
的
構
心

そ
の
他
が
判
川
し
栄
驀
素
と
し
て
比
較
的
パ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
成
分
で
あ
り
、
慢
性
、
忽
性
ｓ

４
性
試
験
。
そ
の
他
の
試
験
に
お
い
て
、
叉
状

や
劇
作
川
の
心
Ｍ
し
な
い
か
ら
こ
と
。
豪
と
併

Ｉ
を

１Ｉ

ま
た
は
、
‐
常
の
栄
輿
岫
助
剤
と
し
て
健

康
に
改
μ
ら
ら
力
で
あ
り
ま
す
。
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驚異的に
　

細胞を活性させる

　　

バイオヘルス飲料

ラ
イ
フ
ア
ー
の

体
験
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

仏
は
、
か
な
り
ぶ
喘
に
も
な
り
、
経
済
祁
誌

　

「
川
Ｗ
さ
っ
ぼ
ろ
」
に
も
心
奴
さ
れ
た
の
で
．

ラ
イ
フ
ァ
ー
札
帆
の
社
長
さ
ん
の
紹
介
で
、
体

験
者
の
．
人
に
会
い
ま
し
た
．

　

令
川
的
に
は
か
な
り
の
透
析
患
持
も
賢
飲
し

て
い
る
よ
う
で
才
か
、
札
帆
で
V
-
1

"
た
方
は
、

透
析
｀
ｔ
．
．
～
の
八
ぷ
際
さ
ん
（
Ｊ
歳
）
で
す
．

肢
は
辿
．
．
．
川
．
川
．
瓦
時
川
だ
い
た
そ
う
で
す
か

去
Ｉ
．
Ｕ
か
ら
．
Ｈ
ｓ
Ｅ
朝
食
曲
（
令
腹
廿

に
飲
み
姑
め
、
ｋ
Ｈ
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
無
尿
だ

っ
た
の
か
、
１
警

Ｌ
Ｕ
哨
．
．
辿
川
ほ
ど
透
析
を
自
）
刈
断
で
ｉ
め

た
そ
う
で
す
か
、
そ
の
せ
い
か
呪
在
は
■
　
Ｍ
流

の
流
ほ
か
．
急
く
（
シ
ャ
ン
ト
ー
ト
ラ
ブ
ル
）
か

あ
っ
て
週
．
．
回
や
っ
て
い
る
そ
う
で
す
．
1
1
1
め

が
百
例
以
上
も

な
け
れ
ば
、
週
。
。
川
の
透
析
で
良
か
っ
た
と
医

師
は
謡
し
て
い
ま
す
。
呪
在
は
川
り
刈
～

だ
そ
う
で
す
。

　

八
ぷ
樫
さ
ん
は
「
透
析
は
死
ぬ
ま
で
続
く
の

を
覚
悟
と
て
い
た
か
ご
フ
イ
フ
ァ
ー
の
お
か
げ

で
、
今
は
真
剣
に
腎
臓
病
を
治
す
気
に
な
っ
た
」

ヒ
謡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
令
川
の
Ｍ
と
し
て
栃
木
の
み
の
体
験
を

報
ｔ
‥
し
ま
す
。

　

私
は
Ｌ
、
八
乍
山
か
ら
幔
性
賢
次
で
病
院
通

い
を
し
て
い
た
か
、
去
Ｉ
．
。
。
月
介
不
発
と
な
り

尿
４
症
状
と
な
っ
た
為
八
Ｌ
透
析
を
唾
け
始
め

た
。
ど
こ
ろ
か
透
析
の
部
ｉ
叶
気
と
皿
痛
が
ひ

ど
く
、
忽
瞰
に
血
。
ぽ
低
ト
し
た
時
に
は
意
識
不

明
に
陥
っ
た
こ
と
も
あ
リ
。
八
ヶ
Ｕ
か
過
ぎ
た

か
ラ
イ
フ
ァ
ー
の
こ
と
を
聞
き
た
め
し
に
飲
ん

▲日本テレビrほんものは誰だjに出演

　

した篠崎昌敏さん右から二人目

み
た
処
．
五
‐
か
ら
勧
米

か
あ
ら
わ
れ
叶
気
、
血
～

忽
ド
降
等
か
令
然
な
く
な

り
、
軽
い
皿
痛
位
で
そ
れ

も
透
析
筏
暉
眠
不
皿
血

ぼ
抗
皿
．
食
欲
．
不
振
、
ひ

ど
い
か
ゆ
み
便
秘
Ｉ
で
す

・
つ
か
り
休
調
を
く
す
し
て

い
ま
し
た
か
ご
フ
イ
フ
ァ

ー
川
川
険
す
ぃ
か
り
こ
れ

ら
か
泊
り
、
体
調
Ｃ
川
復

し
ま
し
た
．

　

又
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
’
ト
仙

か
ト
八
を
割
る
こ
と
し
ば

し
ば
で
輸
血
さ
え
行
な
い

ま
し
た
か
フ
フ
イ
フ
ァ
ー

服
川
筏
は
血
液
濃
度
し
向

Ｌ
し
じ
．
ト
以
ド
に
な
る

こ
と
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
．

今
で
は
冬
は
屯
気
已
布
を

使
川
し
て
も
’
．
ト
分
以
ｈ

ライフアー内におけるアミノ酸の成分表

　　　　　　　　　　　　

(●は必珊ｱﾐﾉ醗)
IIAMF.　ｊｆン，ゥ　umcil mf n*;",,

-AS I'　アフ､・；り1じサン　1.(11 1::!.:>;)

THK　ペレ１ニン　　　0､87 10.･1ぷCJ

SER　セリン　　　　0.79　8.4

ASN　アスバりＦン　　1、15 [r>.j>

GLL'　グ,1クミンサン　　l.flfi i5.7:i

GLN　ゲ,Lタミご　　　ｎ､柘|･■>,＼r.

GLY　ヅリンン　　　　肌56　･1.72

VAL　ペリン　　　　i.r>6 iy.52

MET　ゞFォニン　　　0.6-1　y.fii

I LEU　fソロｆシン　　I、29 16.99

u-u　ofシン　　　　■I. or. ".;{.!!)

TYK　チロシン　　　　:;.<)(i ;i6.:?4

＼'UF.　ツェニ,ド,･ラニン　3､11 '>].＼>2

Nfl:i　Tンモユヤ　　　2.'>9 12.27

ΛKG　ア･1Fニン　　　1.07 1H.67

PKO　プロリン　　　　0､84　9.卵

ALA　ｙ今.こン　　　　3.町ふ1.･S9

暖
か
く
な
ら
な
か
っ
た
の
に
ラ
イ
フ
ァ
ー
を
川

川
し
て
か
ら
は
休
か
ホ
カ
ホ
カ
し
て
安
眺
出
来

る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

■
.
ｙr
て
腎
Ｒ
透
析
も
順
調
に
卜
な
わ
れ
。
快

万
に
向
っ
て
い
ま
す
と
述
べ
て
ま
す
。

呪
■
ｃ
'
私
も
。
。
Ｕ
中
旬
か
ら
試
献
し
て
い
ま
す
。

例
の
人
ｔ
。
の
降
っ
た
。
。
。
川
ド
旬
、
Ｌ
Ｉ
し
ま
し

た
か
。
‐
。
″
へ
通
マ
ヒ
で
川
心
も
勣
か
す
、
ｔ
．
の
巾
、

か
な
り
φ
き
ま
し
た
が
、
い
っ
も
と
違
‥
て
破

れ
を
感
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

細
胞
の
。
心
Ｉ
は
川
ケ
月
～
六
ヶ
月
か
か
る
と

の
嘔
で
八
月
頃
に
は
変
化
の
あ
る
嘔
を
刈
待
し

て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
ー

　
　
　
　
　
　

賢
友
会
商
嘔
代
表

中

　

村

信
夫
記

　
　

そ
の
他
の
実
例

●
血
液
内
に
雑
菌
が
入
っ
た
病
気
。

●
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
。

●
強
度
の
リ
ュ
ー
マ
チ
。

●
前
立
線
肥
大
。

・
強
度
の
便
秘
。
慢
性
の
軟
便
。

●
白
髪
か
黒
く
な
っ
た
。

●
皮
膚
の
傷
の
痛
み
や
か
ゆ
み
の
消
滅
。

申し込み方法

透析患肴に限り，メーカーのご厚心で･割引させて

いただきます。申込者に一割引の購入申込,IFを差し

llけます。商品はメーカー代川店｛札帆｝から廻送

します｡｛送外は受取人弘いです｝心。巾込みの際

病院での検えデーター了を,;亡人して赳きま十｡

北海道腎臓病患g’連絡協議会

腎友会商事
資令造成

　　

外卵川体

札帆巾･I哺卜北1条|旬日’目13

　　　　

ダイヤパレス北1条印5

電謡(Oil) 2fil-3922



Hollow Fiber Dialyzer C
Ｏ

ｅ．
ｎ

　

ｅＣ
Ｏ

FＢ・Ｔシリーズ
ニプロホローフアイバー型ダイアライザー

k:

セルロースアセテート膜の特長をさらに生かす
薄膜の15gmを実現しました。

　　

／

ｅ

ｅ

セルロースアセテート膜の持つ素材の

特長（血液適合性、抗皿栓性、

　　

。
無膨同性など）をそのまま

　　　

’φI

生かし、従来得ることの

できながった高性能を

　

ｿ

11s!!

S

可能にしました。

　　　　　　　　

、ヽ

信頼の医療器
●営業部･支店/･

本社

TEL.

・:･II●I'･1･・･S･"." 1･・･l･

●宮贋所/‘･:E1･;i｡I.･,･･!■■ '■■ * rr ■ 静

ｉ
・
Ｎ

大阪市大淀区豊崎３丁目３番13号

(06) 373-3155(代）　　〒531

　
Ｉ

ト
ー

聊
９
一
一

４
１


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	どうじん
	page1

	どうじん
	page1


